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日本建築協会会告

4 建築技術選書第25号・第26号発刊

固建物の断熱と防湿( 富野秋彦著)

園建物と地震災害( 竹内吉弘・島田耕一共著)

上 記 2 図書が、 10月20 日に発刊されました。

・ 第25号 「建物の断熱と防湿j は、断熱篇と防湿篇に分け、基礎的

なことからわかりやすく解説された著書です。

断 熱 篇 第 1 章 建 物 の 断 熱

第 2 章 建 築 材 料 の 熱 特 性

第 3 章 建 築 用 断 熱 材 料

第 4 章 受気層、通気層の伝熱特性

第 5 章 構 造 体 の 断 熱 特 性

第 6 章 断 熱 の 考 え 方

第 1 章 建 物 と 湿 気

第 2 章 建 築 材 料 の 湿 気 特 性

第 3 章 建 築 用 防 湿 材 料

第 4 章 湿度境界層および中空層の透湿特性

第 5 章 すき間および開口部の透湿特性

第 6 章 結 露 防 止 の 考 え 方

著者の富野秋彦氏は、東京工業大学を経て現在名古屋工業大学教授

をされている、環境原論の第一人者です。

. 第26号 「建物と地震災害」

第 1 章 地 震 と 1也露動災害

第 2 章 地 震 時 の 災 害 形 態

第 3 章 耐 震 設 計

第 4 章 防 災 計 画

耐良工学における建築物の地震災害および地震火災、地域災害を含

め基本的諸問題を平易に解説した著書で、とくに地震火災にふれら

れている点は注目に価しましょう 。著者の竹内吉弘氏は大阪工業大

学教授、島田耕一氏は大阪府生活環境課消防防災課主査をされてい

ます。

・第25号は定価 1，400円、第26号は定価 1，300円です。主要書底で

発売しておりますが、日本建築協会事務局まで買いに来られた方に

は、 100円引で頒布しております 。( 企画 : 日本建築協会、編集発

行: 学芸出版社 )

建築関係団体合同

4 忘年懇親会開催

昨年まで、日本建築協会並びに建築クラブ合同で開催しておりま

した太附図における忘年懇親会を、本年より建築関係団体合同に

よって、下記のとおり盛大に開催することになりました 。

つきましては、友好団体の会貝が一堂に集い、親睦を深めるとと

もに、楽しいひと時を過ごして戴きたく存じますので、お誘い合わ

せ多数ご出席下さいますようお願い申し上げます。

防湿Q

記

昭和56年 12 月14 目的) 午後 6 時 - 8 時

太閤図ガーデンホール

( 都島区網島町 9 - 10  T  E  L  356- 1111)  

7，000円 ( 別に多額の補助あり )

400名

( ; 豪華商品の当たる抽せん会を行います )

日本建築協会 (建築クラブを含む) ・大阪府建築士会

大阪建築士事務所協会・大阪建築設計監理協会

日本建築家協会関西支部

大阪建設撲協会・日本建築材料協会

日本建築学会近畿支部

と き

ところ

費

員

賛

催

会

定

共

協

‘ 四会連合協定工事請負契約約款の

頒 布 に つ い て

前月号において本年 9 月 1 日より改訂された上記契約約款の、改

訂までの経緯、改訂の要点、新旧条文対照表などを掲il 或いたしまし

たが、新約款は、工事諮負契約在、仲裁合意鈴、契約書使用上の留

意事項を l セ ッ トとして、 200円で日本建築協会 ( 大阪市東区北浜

3  - 3 7、06- 231- 9648) で頒布しております。

ｾｲ 新耐震設計法を考える ｪ 講習会開催

主 催 : 日本建築学会近畿支部 協賛: 日本建築協会ほか7団 体

心斎橋そごうにおける

4 第 18回「よろず相談住宅展」開催

日 時

会 場

プログラム

新耐長設計法の理論的背景について

/ 森 田 司 郎 (京都大) ・ 脇 山 広 三 ( 大阪大)

新耐震設計法の実務対応上の問題点について

/ 松 井 克 俊( 日建設計) 久 徳 敏 治可竹中工務底)

新耐露設計法の行政指導上の対応について/ 森宗 崇 (大阪府)

質疑応答/ 講師会員

定 員 380名

会 費 会 員 10，000円 非 会 員 12，000円 (協賛団体会貝は会員

なみ) 学生 5，000円( 申込の際、在学証明書を添付)

昭和56年 11月10 日

日本建築学会近畿支部「新耐震設計法を考える J講 習 会

係 宛 ( T E  L  06- 443一0538)

昭和56年 11 月17 日( 刈 9  :  30 - 16 :  30 

大阪科学技術センター ・大ホーノレ( 西区靭本町1- 8- 4)

本会では毎年好評を博しております「よろず相談住宅展」を、本

年は会場をそごう百貨庖にかえて、下記のとおり開催することにな

りました 。

1  建築と社会/ 1981年 10月号

申 込 締 切

申 込 先

記

昭 和56年 11 月 13 日樹ー 18 日嗣・・ 6 日間

そごう百貨庖 8 階催会場

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪府、大阪市、住宅金融公庫、住宅・都市整備公団、朝日

新 聞 社

展覧会内容 1 . 住宅よろず相談コーナー

1  . 分譲住宅( 含マンション) の相談コーナー

1 . 住まいに関する建材 ・設備などの展示コーナ-

1  . インテリア及び設備工事などの相談コーナー

1  . 住宅に関する資料及び模型の展示

1  . テレビ受信相談、防犯コーナー

期

場

催

媛

会

会

主

後
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4 建 築 へ の 太 陽 熱 利 用 に 関 す る 研 修 会

あなたはエネルギー危機に生き残れるか・・

昨今、省エネルギー問題に大きな関心がもたれております。太陽熱利用などをテー? にした建物がi担えていますが、建築計画における省エネ

ルギーの受けとめ方や位置つrtt を明確にし、技術的な対策や合理性について総合的に検討するべき時期にあります。

そこで、太陽熱を利用するにはどのよっな用途や締進の建物に適しているのか。 また、賢明な利用万法とは・・・ 。

建築熱環境の向上と消費エネルギーの低減をめざして、具体的に問題点を把侵していただくために研修会を企画しました 。

多数のご参加をお待ちしております。

日 時 昭和56年 11 月25 日( 水) 開場 13 :  00 開会 13 :  15 → 閉 会 17 :  00 

.6‘  

:.:. 
場 大阪府立労働センター・ 5 階 ・視聴覚室

( 大阪市東区京橋 3丁目 15番地・ T E  L  06- 942- 0∞1)  

ただし、天神橋南詰近俊郵政局の東隣り 。地下鉄谷町線・京阪電鉄「天満締駅」より西へ約 400m。あるいは、地下鉄堺筋線 京阪電鉄「北浜駅」より- *

へ約 500m南側。

定 員 80名

参加会費 会 員 5，000円( 資料代含む) i  

ト当日受付にていただきます。

会員外 6，000円 ( "  )  J  

プログラム及び講師

13:  20 → 14 :  20 「建築における太陽冷暖房の実際と問題点」

斉議義和氏 ( 大阪工業大学機械工学科講師)

14:  30 → 16:  30 「建築のためのソーラシA . テムのチェ ックポイント j

後藤達雄氏 (附大林組本庖設備設計部設計課長)

16:  30 → 17:  00 質疑応答

記録映画 『巨大なるファラオ j 上映予定

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 名に 1 枚とし、氏名 ・年令・勤務先名・所属部議名・述給電話番号・返信用宛名・郵便番号・会員、会員外の区別l を記入

し、 「太陽熱利用に関する研修会J と明記の上、 11月16日( 月) までに建築協会事業諜 ( 大阪市東区北浜 3丁目 37番地・ T E  L  06- 231- 9640) へお申込み下

さい。定貝超過の場合、会只優先の上抽せんにて決定し、お知らせします。

〔予告) I  

4 都 市 住 宅 を 考 え る (6)

「絵本にみる、すまいとまちづくり

・・延藤安弘氏に聞く…・… J

日

dzE云h  

定

時 12 月 4 日( 金) 防会18時30分 → 閉会211時

場 大 阪 府 立 労 働 セ ンター ・5 階

貝 50名

4 キャンパスを訪ねる

日 l時 12 月 12 日( 土) 集合14: 00 → 解 散17: 00 

定 員 30名

「松蔭女子学院の新キャシバスを見るj

。詳細は「建築と社会J 11月号会告欄に掲載。

- 日本建築協会の展示窓ご紹介川川川川

第 51 回展示写真「衡を緑に・第 12回J

昭 和56年 度 大 阪 市 の

緑 化 表 彰 建 築 物

東 洋 紡 ビ ル テ' ィング

フ ー セ ン ウ サ ギ 脚 本 社 ビ ル

コ ス モ ハ イ ツ 玉 出

砂展示期間

昭和56年 9 月16 日より 2 ヵ月間予定

惨展示場所

淀屋橋一北浜問地下通路( 北浜寄り南側ショ

ーケース )

2  

昭和45年より毎年、大阪市において、建築物に附属する緑化施設に対する表彰がおこなわれて

いますが、すでに本誌 7 月号 ( ニュース欄) にて既報のとおり、本年度の優秀施設として「東

洋紡ビルディングJ ( 北区堂島浜 2 - 8 )  ・「フーセンウサギ附本社ビルJ ( 西区新町 2 - 2  

- 2 )  ・ 「コスモハイツ玉出 J ( 西成区玉出西 2 - 3 - 1 ) の 3 点が表彰されました 。

今回は 『街を縁に j のテー? のもとに、これら 3 点の表彰作品をご紹介しました。

展示期間は下記の予定です。お近くをお返りの時は是非ご覧下さい。



‘ 晩秋の香川に『石』をみる

一… ・イズミ家・イサム家・瀬戸内海歴史民俗

資料館・童文金丸座の見学… …

石。哲学的でそしてまた詩的な匂いのするもの。

建築や屋外の造形に自然な素材が改めて強〈求められているなかで、

石の冷たき ・確かさなどの質感は優れて魅力的である。

そして、その石を暖かく、柔らかく加工し、省IJ りあげる技。そん

な仕事の数々を庵治の石の家 ・イズミ家、イサム家にたずね、また、

五色台の瀬戸内海歴史民俗資料館にみることが今回の企画のメイン

テー? で、す。なおそこでは、イズミ家当主 ・和泉正敏氏、及び設計

者山本忠司氏に街l案内いただける予定です。そして近くにある現存

する最古の劇場・重文「金丸座J や、四国各地の民家を集めた四国村

も見学スケジュールに組み入れました。

なお宿舎は、瀬戸内海眺望抜群の五色合国民休暇村です。

今回の企画は、和泉氏の御好意で特別に見学できる iJI 重な機会で

す。ふるって御参加下さい。

日 時 昭和56年 11 月 27 日 幽 - 29 日( [ 1 ) 晴雨不問

集合 27 日21 :  00→解散 29 日(円)12 : 00予定( 高松市内)

集合場所 大阪、弁天埠頭 ・加藤汽船乗船待合室 目標会旗

(力11勝汽船述絡先→大阪市港区弁天6- 7- 7 T  E  L  06- 572- 3031)  

た だ し 、 大 阪 、 国 鉄 ・環 状 線 あ る い は 地 下 鉄 ・ 中 央 線 「 弁 天 町 」 駅 下 車 、 改 札

出 口 を 右 に 出 て 、 地 下 道 を 出 る と 弁 天 ふ 頭 通 り が あ り 、 海 の 万 へ 徒 歩 約15分。

( 通りには弁天ふ頒までの案内矢印があります.)

な お 、 環 状 線 「 弁 天 町J 駅 の 天 王 寺 寄 り の 高 架 下 か ら 「 弁 天 ふ 頭J 行 の 市 バ ス

も出ております。

定 員 30名( パス 1 台)

参加会費 会 員 13 ，500円 l パス代 ・宿泊費 ・その他含む。別に

会員外 15 ，000円 j 補助有。( 当日受付にて徴収します)

主なスケジュールと見学先

<27 日幽21 :  30大阪弁天埠頭出発( 加藤汽船) →28 日仕)4 :  50高

松港到着・朝食・於屋島〉

見学先 ・四国村( 高松市屋島南震を)

- 金丸座( 香川県琴平町)

( 昼食、休憩・各自、自由行動)

・瀬戸内海歴史民俗資料館( 高松市亀水町く五色台> )

( 宿舎 ・五色台国民休暇村)

<29 日( 口) 8  :  30宿舎出発〉

見学先 ・イズミ家 1

} 香川県木田君11牟礼町

. イサム家 j

( 11 :  30頃イサム家出発→12 : 00頃高松市内着 ・解散)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 名 1 枚とし、氏名 ・

〔備考〕

性別l ・年令 ・勤務先及所属部課名 ・現住所 ・連絡電話番

号・返信用宛名 ・郵便番号 ・会員、会貝外の区別を必ず

記入し、「晩秋の香川に石をみる」と明記の上、 11月17 日

( 刈まて" に建築協会事業諜へ。ただし、定員超過の場合は

会貝優先の上抽せんにてお知らせします。

(1) 宿泊及び采船の関係上、往復ハガキ記載 '1>J 11は、上1己申込みの通り、必ず全部ご記

入下さい。

(2) 詳細スケジュール、参与資料その他は参加者に当日お渡しいたします.

(3) 街合の部屋割りについては恐縮ながら事務局にご一任願います。

(4)  略備の ｾ￟ 合上、お申し込みされて参加証到 ｊ 官後 ＱＱ 月 ＲＰ 日以降の欠席は、欠席負担金

( 10. 000円) を巾し受けます。ただし、代人参加は可能ですが、その場合は必ず II 月25

日附までに' ド業品へ" 世話にてご述絡を願います. 無断欠席は厳祭。

申込先 干541 大阪市京区北浜 3 - 37 日本建築協会 Ｇｉｾ 業諜 T  E  L06- 231- 9640 

日本建築協会会告一一一一

主な見学先の概要

・イズミ家

イサム ・ノグチ氏のアシスタント和泉正敏氏が自邸として築かれ

た石の家。現地の庵治石を和泉氏自ら一年がかりで敷き、秘みあ

げられた床、壁を骨格にした家です。また、現在は、彫刻! の収蔵

. 展示のために古い酒蔵を移築中です。

・イサム家

彫刻家イサム ・ノグチ氏の日本での仕事場兼住居。古い民家を移

築した古典的格調の高いものです。イズミ家とは互いに見交わせ

る場所にあり、二つの聞にはイサム ・ノグチ氏の屋外アトリエが

あります。

・瀬戸内海歴史民俗資料館

備讃瀬戸一望の五色台に建設された資料館。建設敷地より採掘し

たサヌカイトなどの石を桜み上げた外壁をもっ海賊の城のような

建築物です。周囲の大きな自然に対山寺し、またうまく溶け込んで

いて、中には漁民の歴史、民俗関係の資料が展示されています。

・金毘羅大芝居( 金丸座)

天保以来の由緒ある最古の歌舞伎劇場として現存している珍しい

ものです。入力の廻り舞台、セリ等もあり、昭和45年重文に指定

されています。

・四国村

屋島南鐙にある民家の博物館。かづら橋・農村歌舞伎舞台のほか、

四国各地から民家を移築し、庶民の昔の生活を物語る道具や什器

も併せて展示しています。

3  
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表 紙 デザイン : * 南図一夫 (i 童型作家)

特集予告

. " 月号/ 第28回青年技術者

・12月号 身障者を配慮した建築物の

計画と 設備( 仮称)

・1 月号/ 新たな商蝶空間の展開

・2 月号/ 近銭の地盤と地震

・3 月 号 医 療 施政( 仮称)

編集委員会 ( 昭和56年度)
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発 行 所 ( 社 ) 日 本 建 築 協 会
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法 令 コーナー 163

新 建 材 紹 介 コーナ - 61

風 土 と 建 築

建 築 と 社 会 ニュース

構造の頁 87

設備の頁 86

特集・間仕切壁の性能評価

P ECIA L  F E A TURES  ON THE  EVAL UA TI ON OF  

PE RF ORMANCE  OF  PARTITION WAL L  

， 述築ｼ共 ｈ 系同体令 ｼ 百 ｬ 忘年ｾ｜ＺｪＧ ｊｌ 会 ｈ ｦＮｊｩ ｭ ， 匹ｼ会述千子協定工 Ｉ ｪＧ［ Ｎｍｩ 負契約約款の甘 ｩ￭ｩ Ｗｦ ｬ￯ について Ｎ 心 斎怖そ

ご うにおける第 18回 「よろず相談住宅以J 1lf. 1  H i ¥. 怨築技術選JI 第25号 白1126号 発 刊 固，建 物 の 断

熱と| 坊出国雄物と I也記4災:;S:， ｉ 新而 ｊ￭Ｑ ｾ 設計法 を 巧ーえる ｊ 泌 ｾｾ ＾ｬ 会開催建築への太陽熱利用にｼ期する

研 修 会. 日本建築協会 の 展 示 ｾ Ｎ ご初介 ＱＱ 免秋 の 作川に ｲ ｔＡ ｊ をみる 1  

最 近 竣 工 し た 新 建 築 9 点 ( No.l 449- 1557) .. . 6  

大阪市における 「大規模建築物の建設計画の 事前協議に| 刻する取扱要領笑施 ( 技 術) 基 準 」 の

改 正 ( その 1 ) / 成本哲 7  

ライオ ンプ ラスター ・ライオンフロー/ '1' 谷一 夫ー 9  

向然発生的建築をめ ぐっ てー 18ー領域そ の 7/ 本 多 友 常・ー10

身体|草答者の生祈環境について一 英国の現状をゴールドスミス氏講演. セキスイパネルタンク

新 耐 震 北 準 に 適 令ー 耐反担タンクの開発. 建築物設計用風荷重に関する識やl会 ，I事務所建築に

おけるそ; エネルギ一計画のすすめ方J 識科会・ 13

私のらくがき ベ ゼ ク リ ク 千 仏 洞/ 松 本 桁 男 1守エネワンポイント ー 熱をとじこめる / 問中建

美 新 刊 紹 介 「朝 鮮 の 民 家J (野村孝文教f) .. ，15  

計 闘 の 長 JUWJ 視 野/ 紙 野 佳 人 . 公的施設の強制I i 保全 ( その 2 ) / 前回 治 . 建 物 と ま わ り の 環

境/ 稿料1宏 歪 朗 . 住 宅 の 寸 法 精 度/ 石 本 徳三 郎 16 

倦 へ の 1: た ・ー ーー ーーー ・ ・ーーー ーー ー・ ・・・・ ・・・・… ・・・ ・・ ー・ー ー・ ・・ ・ ーーーー 匹い1" 而 ーー18

!日j仕 切 i 控 に 要 求 さ れ る 性 能 と 選 定 法 .. . ... .. . … ー 斎 藤 笑/ 佐 i'I 久 .22

間 仕-1;1) ｉＺ［ ｴＺ の開ｾｊ｛と 料 水 ＱＮＮ ＮＮ ＮＮ ー ー ーーー・ ・ ー・・ ー ーー ー・・ー・・ー・・ー・ー ー ー Ｍ ヲ ｪ ＭＺ ｊｾ 義 lり1... 29

IMI 仕 切惜 の 今 後 の 動 向

• II ¥J 仕 切 恨 の 現 状 と 今 後 ー ー一ー ・・ ・ ・・ - ーー・ー・・・ー・ー ー ー . .. 久保問喜八郎 ・ー 32

・住 生 前 を ア ク テ ィ ブ に ui( 山 す る こ れ か ら の 住 宅 の 11¥1仕 切 壁 ー ・・・ 長 津 不 行 "， 3 3

間 仕 切 I: ，t デ ー タ シ ー ト ・ 6 伊IJ .. ーー ーー ー ・・ ・・ ・・ ・ーーー ーー ー・・ー ・ー・ーーー ...... .. ..... 34 

鋼管柱の接令書11- 接合詳制11 と施工について/ 金 谷 弘 42

各段l次t L¥口 の特 質 ( その 2 ) / 和田祭 - " ，43

場 所 打 床 版 の 省 力 化 工 法/ 大西却j 太 ー44

日本建築協会月 1111の動き ( 1昭和156年 8 J l 分 ) '' '47 

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
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. 写真と概要をどしどしお送り下さい。

凡例 ・a. 所在地 b . 敷地面械 C . 建築面積

1549 天 理 教 箸 尾 分 教 会 神 殿

設 計 施 工 大 林 組

a . 奈良県北葛城郡広陵町立野665

b.  3，942. 80m'  

C .  753. 30m'  

d  1. 216 .40 m'  

e  S  R  C  (届HHS ) 、2 F  

f . 昭和54年 12月~昭和56年 5 月

1552 シャープ名古屋ビル・名古屋流通センター

設 計施 工 清水建 設名 古屋 支I苫

a  名古屋市中川区山王 3 丁目 501番地

b.  6，429. 00m'  

C .  3，871. 00m'  

d .  20，874. 00rn'  

JI>務械 B l . 7 F . P 2  

e.  R  C ( 一 部 S R  C )  合i ! I l 隙 B  2. 4 F 、P l

f. 昭和54年 7 月-11前日56年 2 月

1555 イ ト ー ピ ア 鶴 見

設 計施 工: 長谷川 工務 庖

6  

a . 大阪市餓見区放出来 2 丁目 4 8 - 1  

b.  2，446. 93m'  

C .  800.  14rn'  

d .  4 ，893 .82m'  

e .  S  R  C 、 9 F 、 P 2  

f . 昭和55年 8 月~昭和56年 6 月

1550 兵 庫 県 龍 野 警 察 署

/  

設 計 : 兵 庫 県 都市住 宅 部 営繕課

施 工 ・進 藤 組

a .  ilU野市il U!1li'町w永字国チ|二属知l

b .  4 ，000. 00m'  

c .  1，096. 90111'  

d . 2 ，602. I Orn'  

e .  R  C 、 4 F  

f . 昭和55年 11 月ー昭和56年 8 月

1553 東洋醸造株式会社安全性研究所

設計施 工 清水建 設 名古屋 支l吉

｡Ｎ 傍岡県田方 ｾｭ 大仁町三稲 ＵＸＱ ー ｬ

b .  6 ，418.54111'  

C  1. 169. 91m'  

d . 3 ，544. 01rn'  

e.  R  C 、 4 F 、 P 1  

f. 昭和55年 4 月ー昭和56年 3 月

1556 楽ビル・青泉社ビル

設 計 浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 大 林 組

a. 大阪市北区堂島 2 丁目 2 - 39 

b .  174. 6m'  

C .  146. 101'  

d .  754. 501'  

e .  R  C 、 B 1 、 5 F  

f  昭和55年 10月~昭和56年 6 月

1551 工 業 試 験場 開 放 研 究 棟

設 計 ・兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営繕課

施 工 H・M. H建設共同企業体

( 浜国組、益田 工務J吉、本多建設工業)

a . 神戸市須磨区行平町 3 丁目 l ー 12

b.  12，943. 0001'  

C  775 .20rn'  

d .  5，352 .4001'  

e.  S  R C  (-l1'I I RC) 、B 1 、 7 F 、 P 1  

f . 昭和55年 3 月~昭和56年 9 月

1554 緒 方 医 院

設 計 : 大川 建 築 設 計事務 所

施 工 金 山工務底

a . 大阪市城東区鴫野西 5 - 2  - 25 

b.  587. 83m'  

C .  180 .8101'  

d . 3 7 4 .97m'  

e .  R  C 、 3 F  

f . 昭和55年 11 月~昭和156年 3 月

1557 村 林 楽 器 庖

設 計 施 工 清水建設名 古屋 支盾

a . 三重県絵阪市日野町616

b.  215 .47rn'  

C .  172. 0801'  

d  853. 3701'  

e .  R  C 、 5 F 、 P 1  

f . 昭和55年 8 月~昭和56年 3 FJ 



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしております.

1 6 3  

大阪市における『大規模建築物の建設計画の事前協議に関

す る 取 扱 要 領実施( 技術) 基 準j の改正( その 1)  

次のいずれかに該当する場合には、受水槽を設けて均

等な受水ができるような設備を設けること。

問 中高層建築物の場合( 3 階以上の建築物)

{イ) 一時に多量の水を使用する場合、又はn. 時一定の

水圧を必要とする場合

(吻 口径75 ミリメート J レ以上のメーターを取付ける場

合

同 給水の制限若しくは配水管の断水時に際し、ある

経度の給水を持続する必要がある場合

(3) 受水槽の設置場所、構造等

間受水槽は、明るく、換気がよく 、点検しやすい場

大 阪 市 に お い て は 、 昭 和49年 5 月 1 日 よ り 「 大 規 模 建 築 物 の 事 前 協 議 に 関 す る 取 扱 要 領J に基づき 、一 所で、し尿浄化槽及び汚水話等の汚水源に近接しない

定の規桜以上の建設計画に対する「事前協議制度」を実施してきたが、 H昨日 53年 9 月 1 日に「要領j の 場所に設置すること 。

一宮I1が 改 正 さ れ 、 適 用 対 象 が 「建 設 計 画 に か か る 住 宅 の 戸 数 が70戸 以 上 の 場 合 、 又 は 、 建 設 計 画 の 区 械 (イ) 受水糟の構造は、建築基準法施行令 ( 昭和25年政

が 2，000平 方 メ ー ト ル 以 上 で 建 築 物 の 地 上 の 高 さ 10メートル以上の場合に適用する J ( 要 領 第 2 ) とな

っている 。 ま た 、 こ の た び 「大 規 模 建 築 物 の 建 設 計 画 の 事 前 協 議 に 関 す る 取 扱 要 領 実 施 ( 技 術) 基 準J

についても、 一 部 改 正 し た の で 、 こ こ に そ の 内 容 を ご 紹 介 す る 。

なお、 「要 領J 、「笑施 ( 技 術) 基 準j お よ び 各 種 提 出 書 類 等 は l 冊にお さ め て 、 建 築 行 政 協 会 大 阪 市 支 部

にて販売している 。 ( 大阪市建築局建築指導部指導標森本哲)

大規模建築物の建設計画の事前協議に関する取扱要領実施( 技術) 基準

令第 338号) 第 129条の 2 (給水、排水その他の配管

訟備の設自主及ぴ構造) 第 2 項及 i f 給排水設備I技術基i ¥' l

( 建設省告示第1597号) に基づくほか、次のことにつ

いて特に留1まする こと。

。 水密性で汚水の逆流がなく、 ｩｬｾ 折ｽが行いやすく、か

つ、水質に慈彩響を与えないこと .

。越流管及び警報装置( 満水及び渇水) を設けること 。

・受水補への給水口の流入口組1) には、止水器具を設け

50，10. 1 改正56.4. 1 ること 。

大規模建築物の建設計画の事前協議に| 期する取扱要領

( 以下「要領J という ) 第291こ基づき、要領の笑施に

| 刻して必要な技術的基準を次のように定める 。

( 交通安全施設)

第 1 r姿領」第 7 に基づく交通安全施設の設置基準

は、次の各号による 。

1  ，交通安全施設の種類

交通安全施設とは、歩道、道路照明灯、区画線、道

路様示、道路線議、防護棚、視線誘導標、道路反射鋭

及び信号機等をいう 。

2 ，交通安全施設の設置

交通安全施設の設置にあた っては、交通及び道路の

状況等を勘案して、交通事故を防止するために充分な

配慮をすること 。

なお、交通安全施設の設置方法及ぴ椛造等について

は、道路椛造令 ( 昭和45年政令第 320号) 及び関係法

令に基づ くも の とする 。

3 ，歩道改築

建設計画区威内の道路及び出入口等を歩道のある既

設認定道路に取付ける場合は、 l ヵ所を原則とし、土

木局制定の歩道改築取扱要綱 ( 昭和54年12月) に基づ

き改築を行うこと 。

4  隅切り

建設計画区域内の道路と既設認定道路との交点には、

1  - 1 表 ( 古略) の基準により隅切りを設けること 。

5 ，道路の構造

道路 を築造する場合は、安全かつ円滑な交通に支障

を及ぼさない精進とし、土木局作成の 「紛負工lj'; 共通

仕機{ ! ! : J  ( 昭和54年 6 月) に基づ「いて施工すること 。

なお、綴準仕機は、 l ー l 図 (省略) のとおりとする 。

6 ，設計図面

申諮にあたり添付する図面は、 1 - 2 図 (省略) によ

り作成するこ と。

7  自転!II 駐!II施設の設自主

共同住宅、スー バ ＭＢＷーケ ｹ ト等、自転車の駐 ｉ ｉ ｉｾＱ［［

裂を生じさせる施設には、その施設の利用者のために

必要な台数を収容できる自転車l駐車場を当該施設若し

くはそ の敷地内に 設置すること 。

( 下水道)

第 2 r要領」第 8 に基づく下水道施設の設置基準は、

次の各号による 。

1  ，一般的事項

建設計画区域内の排水設備は、当該区域の規桜、形

状、地形、建築物の用途及ぴ降雨量等から想定される

汚水及び雨水を、有効かつ適切に排水て。きるものであ

ること 。ただし、本市が周辺の状況を考慮して排水設

備を整備する必要があると淀、めた場合は、事業者は、

本市の方針に協力すること 。

2 ，排水設備設置E基準

(1)  排水設備の構造及び公共下水道への接続の手続

等は、大阪市下水道条例 ( 自百和35年条例第 19号) 及ぴ

同施行規QI) Ｈ 昭和 ＳＵ 年規ｪｻ ＱＩ 買 ｾＲＲ 号 Ｉ によること 。

(2) 排水管の管径は、計画下水量により算出する 。

ただし、地形上建設区域外からの下水を受け入れる必

要がある場合は、そ の地域から排出される下水量を加

算すること 。

(3) 建築物の用途及び規模等により計画汚水tl が市

の下水道計画による 汚水訟をこえる場合は、下水道法

( 昭和33年法律第79号 ) t.ri 19条及び同施行令 ( 昭和34

年政令第 147号) 第11粂の規定に基づ き、公共下水道

の管渠の改築を行 うこと 。

また、公共下水道の他の施設に影響のある場合は、

事業者は、本市 と協議して適当な十lff丘を講じること 。

( 上水道)

第 3 r要領J 第 9 に基づ く水の合理! 的使用並びに上

水道施設の設置基調監は、次の各号による 。

1 ，一般的ZJ'; 玖

(1)  給配水施設の設計の原則

建設計画区域内の給配水施設は、当該区域内の人口及

び建築物の用途によ って恕定される需要に支障をきた

さないよう、本市の指示に従い設置すること 。

(2) 計画給水量

計画給水hl は、住毛にあ っては、計画給水人口をもと

として 1 人当り計画給水訟により定めるものとし、 工

場等住宅以外の用途の建築物にあ っては、それぞれの

用途に応じて算定すること 。

2 ，給水施設設世基準

(1)  給水方式

給水方式は、給水島 まで直後給水する直結方式または

受水槽への給水口まて持給水する受水稲方式のいずれか

とし、原則として l の建築物に直結方式及び受水槽方

式を併用しないこ と。

(2) 受水槽方式の要件

。受水糟への給水状態等を答易に確認できない場合は、

前に定める止水器具の流入口側に給水栓等を設けるこ

と。

(明受水槽の有効容量は、当該給水装置の l 日当り使

用量の 0. 5 自分を標準とすること 。

(4) 既設給水装置の統合及び撤去、既設給水装置の

改造

同一敷地内に複数の給水装置が設置されている場合は、

必要最小限に統合すること 。なお、廃止の状態若しく

は使用廃止となる給水装置は、必ず撤去工事を行うこ

と。

(5) メータ の設置基準等

メーターは、専用給水装置に l 倒設置すること 。なお、

メーターは本市が貸与する 。

(6) メーターの設ill 場所

メーターは、給水装世を 利用する当該建築物の敷地内

の屋外て¥かつ点検及び取り替え作業が容易な場所に

設置すること 。

(7) 給水管の分岐

給水管の分岐地点及び口径は、本市の指示によるもの

とし、事業者は所持営業所と充分協議すること 。

なお、本市が付近の給水状態に余裕がないと認めた

場合は、卒業者は配水管の布設若しくは布設替え等の

施工について本市と協議すること 。

3 . 回収利用等水の合理的使用

水道水の回収利用等水の合理的使用については、次

に定めるところによる 。 なお、大規模地域| 摘発におい

ては、使用水j J l にかかわらず、事業者はV l I m利用 の笑

胞について本市と協議すること 。

(1) 1の建築物 ( 住宅用の場合を除< ) の l 日当り

最大使用水: 1 .1が 1，000立方メートル以上の場合は、事

業者は、水の循環利用等について、本市と} j IJ j金協議す

るものとする 。

(2)  1 日当り最大使用水量が 1，∞0立方メート J レ未

満の場合及び住宅用の場合においても、節水型苦器具ーの

使用等、水の合連的使用を考慮すること 。

新刊 「建 築 開f係系j法去令の研究 .1叩OJ (同5“6. 9伽)111川川川H川 川11

日本建築学会建築計画委員会の建築規準小委員会編集のこの

1川0号は、長屋に対する法規定など単体規定に関するもの、建

築協定、手続きなどに関する法的な問題のほか、建築基準法

についての基本的な問題がい くつか取り上げられており 、21

項目からなる。定価 ￥ 2. 700、送料 >(' 250。申込先 ・日本建

築学会近銀支部 (〒550 大阪市西区靭本町 1 - 8 - 4 大阪科

学術センター) 。

なお、 No. 5  - No. 9 までのパ ックナ ンパ も在庫あリ 。

挫 築と 社会/ 1981年 IOJJ 号 7  
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マンション ||老人ホーム|身体障害者施設 ||幼稚園 |
直層日

〈特長〉

1  . なんの操作もいりません。

他の甘器具では操作に時間がかかり、

またあわてて使用不能にする場合が多

々あります。

2. 身体不自由者、子供、老人など

誰でも使用できます。

他の総具では作動及び心旦 ｾ 的に事 ｉ ，ｆ，迎

です。

3  . 少ない時間に大量の脱出が出来

ます。

f ア¥

待つ ・ ｊｾ はあリません 。 次々と脱 出 で

きます。

4  . 永久的で結局は安くつきます。

他の- ( ，器具の様に一定年数で取り仏ーえ

れば高い物につきます。

5  . せまいスペースで施工出来ます。

3  m角あれば充分です。

6  . 固定式なのでいつでも設置場所

が頭に入っております。

非常の 1
1
:祭は思わぬお仲jJ 状態になるも

のですがこれなら安心。

7  . すべり台です。

誌でも釆れば内然に |降下出来ます。

山陽建互株式会社

K L - X型

・建築基準法適合階段+ すべり台

S KK 
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広 島 市 中 区 西 川 口 町 5 番 2 号

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 2 ー 10 ー 11 ( 織正ピル)

名 古 屋 市 中 区 栄 4 丁 目 2 - 8  ( 小浅ピル)

大 阪 市 住 吉 区 長 居 3 丁 目 7 ー 14

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 3 丁 目 19 - 23 

仙 台 市 本 町 2 丁 目 1 ー 10 ( 第二広瀬ビル)

高 松 市 通 町 5 ー 13

本 社

東 京 営 業 所

名 古 屋 営 業 所

大 阪 営 業 所

福 岡 営 業 所

仙 台 事 務 所

高 松 事 務 所
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〈新建材紹介 Ko83)  

ラ イ オ ン プ ラ ス タ ー ( 硬 石膏系内壁用左官材)

大阪セメント株式会社関連製品部

ラ イ オ ン フ ロ ー ( 硬 石膏系セルフレベリング床下地材)

本 社 干530 大阪市北区立 !:，¥ift 1  - 4  - 4  T  E  L  0 6 - 3 4 5 - 1231  

点Ｎｊ ｬ ， ｾ 支ｲ，ｬ ｩ 〒104 点京r . ! I 'I' ! Aと区銀座 l ー 13- 11刻i主裂品説 T E L 03- 535- 3291 

| ラ イ オ ン プ ラ ス タ ー |

「ライオンプラスター」は、セメントモルタルに代る

ひびわれ、制高11のない l勾! 笠間Li : : u 材料として IJM発され

た硬石膏 ( 1I Ｚ｜ｾ無水石膏Ｉ系プラスターである。

- セメントモルタルの問題点

ピル、 7 ンション等の内盗用左官工事には、 「セメン

トモルタ J レ金ゴテ抑え仕上げJ が多用されているが、

この仕様ではひびわれ、剥離が起こりやすい 。ポノレト

ランドセメントは安価で優れた材料であるがもともと

硬化過後で乾燥収縮が大きい欠点を有している 。

・ 内壁に適した石膏 系 左 官 材 料

セメントモルタ J レに代る左官材料として、現在使用さ

れている半水石管系プラスターは、ひぴわれ、 ftiJ 離 が

ない優れた左京材料であるが、硬化f去の強度が小さく、

硬 化 時 r.iJ が早〈、繰り直しができないなど、作業性に

難点がある 。

. 新 時 代 の 左 官 材 料

「ライオンプラスターJ は、以上の難l.( をIIIi い、モル

タノレと同脱皮の1面絡で{ 上上るイ[ 官系 }.e: T: 材料とし てn日

発されたも の で、liil!イl 官を主成分として、特殊出利付

て寸虫化したむのである。 rライオンプラスターJ は、

従 米の半水イ7管系プラスターよリ、硬化体強度が数111

ＵｾＱ＠ < 、事1[') ｉￍｉ しがき くｾ［ 作業性も良〈、ひぴわれ、初 ｬ

脱が全くない新時代の |刈 st 朋} _ r : ' t ' : 材料である 。

• 10mm塗 厚 1 日仕上げ工法

「ライオンプラスター」は際 iV¥M't 1予を 10m. として、 i  

表 - 2 附着試験の結果

村 令

(.t ，l'i l皇 1"': (kgf /c叫

コンクリート下地 A  L C  パネル下地

7 日 6. 3 (  プラスター
A  L  C  

部 付 加l 離
6. 5 (  部 付 加'11帳

Ｑｏｾ＠ 8. 0 (  11 6. 3 (  11 

28日 11.5 (  11 7. 0 (  11 

311 12 .7 (  11 7. 8  (  11 

(.t，( i強皮肉測定1: 、ill 研式引引t，J { 験憾による

- 施工要 領

際機工法として、 10mm捻リ の撚 ;¥1¥とする 調 合 比 、 情l平、

お よ び 1 ｭ ｬ 当りの材料使用品を表 ＭＳ 、ぷ ＭＴ に ｉｊｾ すＮ

撚懲工法の地工例をぷ ー 5 に爪す。

日{ J : 上げを可能にした 。下 地 に 後1i 剤 ( アク リJ レ系エ 表 - 5 施工方法の一覧表

""7 1レジョ ン等) を塗布 す る だ け で 低 金 リ で きる 万 能の A 標 準工法 (1 0%)

プラスターであり 、伝統的な占，，1主主主壁工法を向能率化 下地| 暗 L  /; 法 |下地 | 地 1: /; 法

し、しかむｩｦ｛ｊｩ亨で、制度の Ｑｾｾ ¥.. 、仕上がリ を得ること が 』

できる。

・ 用 途

コンク リー卜、コ ン クリートブロ ッ7 、プレキャスト

コンク リート 、 A L Cハネ ル、木 1: セメ ント 板、モ 7

センセメント板、ポリスチレンフォーム等の下喰り、

上 金 1)

. 特長

(1)工WI 短 紛 . 撚準金厚を 10mmとし、 1 日仕上げを可能

にした。 (2) 省力化 : 1 . 北米法よリ中 i主リのーエ位を省略

した。 (3) 剥 離 ・;'nl れがない . 乾燥l時の収納がほと んど

なく、コンクリートとの篠 V̂i1J は大きい . (4) ';温L 、: lit

米 の 下水イ，ＱＧＱ系 プラスタ ーに比 べ 、硬化 ｦ 去 の ｬ 出 げ ｾｾｬ さ

はがJ 3  f青と強 〈、ぷ lujlill! J立むモ ノレタノレに j丘、、 . (5) 冬期i

の 残業がない ・冬期、夏 JUI の{ 硬化H引剖 がほぼ一定であ

る。 (6) 作業性に優れる : コ テ仰ぴが良〈、事I ! リ也しが

できる。 (7) 美胞 な 仕 上 げ : コテむら、ピ ンホー J レが仕

上 l偏に銭らなし、 。(8) 価指は i止雌 1 111' 当りのl 詳細目は、

セメ ン トモルタノレ と|司位l立.

・ 物 性

強 度 : Ｑ 仰 げ 強さ、 ショア一再 ｾｊ 立数 を表ー ｉ に 、十 ｬ 心強

j立を表ー 2 にポす。

表 一 1 強度試験結果

ｾＡＱＡ＠ ｉｾ＠

ぷ 科 ｉ ｬｉ ｩｬｦｾ 主さ y ョアー

Ｈｨｾ ｦ ＯＢＢ＠ )  硬度数

「ライオノプラスタ J  ( 1.巾1I l ) 82 12. 6 

"  
(' I' >1tTfi I  65 11 .'1 

β  下水h 膏プラスターu.. 中間) 40 7.7 

11 
( 中"nl rJ) 25 6. 8 

セ ノ ン ト モ ル タ Jレ 40(153詰) 13. 0  

付令 1; 盟強1!r ( 淡 4 ［盟強 ｊｾＩ

表 - 7 標 準 配 合比 及 び 1 m' 当りの材料使用量

配 合 比

ライオンフロー

. 種 類 と 荷 姿

ｦｯｦ｛ｾＨ＠ : 上 塗 ITJ ・中 塗用( 下主主用) の 2 fA労l

荷主ｾ .  1 ラフト紙袋、 25kg入 1)

. 使 用上 の 注 意 事 項

( l ) Vl リ方 ・ l J立に 7 mm以上のドカ泊けはi避ける 。 (2) 発

生 ' 塗 1) 付 け 中、 塗 1) 付 け f去の急激な乾燥は避ける。

(3) 防 鈎 : ア J レミサ ' 1/ " 、スイッチボッ 7 ス等の接続苦11

はサピが発生することがあるので、 Ｑ Ｑｾｦｬ ，ｪ に鈎止 ｶｬ 料 を

塗って おく . (4) ペイント ・クロス仕上げ : ライオンプ

ラスターの乾燥および'1' 性 化 は 比 較 的 速 い が、充分な

養 生)IJIIHJ をと って 、セメントモルタノレと同燥の施工を

行う 。 ＨＵＩ 地工場所行膏は一般に水に ｾｪｾ ｪ いので、常時

水を使う場所や ｪｾｬｴ 気の多 ｌ 、場所への施工は避ける 。 ＨＵＩ

クロス貼 : 1 ロス貼等には専用のシーラーを用意して

いる。

| ライオンフロー |

「ラ イオン フ ロー 」は 再ｾ石膏を法材とするセルフレベ

リング床下地材であり、コンクリート床上に流し拡げ

るだけでI節制度の優れた床下地付を形成できる。 P. ?

イJ レ等の l泊リ物、ゴムラテ y クス等の自主リ物、タタミ

カーペ y ト等の! 放物床下地に 11" j車でレあり、不臨床の

修正や一般J，j C の術修にら使用できる。

. 特長

( 1)優 れ た 精 度 ( 水平初出; 寸法打H変) (2) 熟練技術が不

裂 。 ＨＳＩ 加 ｬ 離 ・ ［甲 ｬ れがない。 ＨＴＩ ，Ｚれ、地工効半と工 Ｉｕｉ の ｾＱ

紛( 機械化により大面般の地工も谷易) (5) 向強度

. 物 性 ( 表 6 参 !!(1. )

. 施 工 要 領

結i U与の撚撤回己合比および 1 nf 当 リの材料使用 i止をぷ

ー Ｗ に， ＩＧ ［す。 標準工法 の 施工作 ＧＱ を図ー Ｑ に ｴｊｾ す 。

表 - 6 ライオンフ ロー の物性

」 睦 明 日 』輯結県 1両 .fJ 

切λ 手ラ

スラリー比市 1. 90 

it 動 性 2∞-2却 7 ローコーン式 禅11

>::.!:: 
廿! J it 時性 生 L  J  1  S  A  6¥X19 L 、Z

古刊!'t 硬 化 時 間l

胎克 5- 8時間l

時結 1- 10時間

岨『

硬化体比現 1.10  

1しtライ
圧縮瞳世 I!J 令指日} 3却はI/a;

たオ 曲If強度 III 令羽田} 】t跡gf/cS

/  

7 耐 商 事 性 亀裂 生L 11綱障を 2mよ' 周囲落下

ｾ ｾ 世 ｦｴ 事 0.02-0 倒% J IS A  1129コJ バレーター法による

の 下 地 l Hl 強度 1- 9kgf/a; コン 7リート下地

tft k 面I Hl 強If 4  - 6h! 1/a;  P7イル貼' )

水 l' 1，1 度 1/抑 J  AS S  5- 11書関

;;; 1 )  1.句径 5 t m. 刊さ 5 Cm町』証ヒ製円筒に「ライオンフロー」を充

1 M.、円筒を引き怯いて測定したフロー偵

図ー 1 ライオ ンフ ロー の標 準的な 施 工方法

団王監回虫j

コンクリート Il，iの“ ' 1M

合成樹脂系エマルジョン

町中t.fl i

スミ出し

い血LI 干の 111" と 令 る 11 1" 11士

l つIt る

極 的 セ y ト

施 工11<11此のよさい場合、地

仁区画ＡｩＮ作業時 ＱＱＱＱ を ＮｉＧ［， Ｎ ｾ し
て必要な場合のみ.
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領 域 そ の 7

階段

「地下室へ通じる階段をわれわれはいつも くだってゆく 。 ひとが思

い出のなかにとどめるのはこの階段の下降であり、下降が階段の夢

を特色づける 。 ... . . 屋根裏部屋の階段を 、われわれはいつも のぽ

ってゆく 。 それにはもっとも j絡かな孤独への上昇のしるしがある 。

むかしの屋根義部屋へ夢をみにもどると、わたくしは二度とおりて

ゆかない 。J ーガストン ・パシュラール- 2 聞の詩学よ 1) )  

階段の上昇と下降による領域の区分は、上と下の場がすでにレベル

差によ って分けられているために、 心理的な作用だけではない実質

上の分離・ 結合の 力 を有している 。 また、前 ・後、左 ・右が人の体

のむきによ って変化するのとは違って、上と下の絶体的な関係によ

ってそれぞれの場にははっきりとした性絡が生まれてくる 。 ボルノ

ウによれば、 「それは立ちあがる方向と倒れる方向であり、上昇す

る方向と落ちこむ方向、ひいては床に横たわる方向でもある。上と

下という方向は 、この意味で客観的にあたえられているのである oj )

この客観的に定められたレベルの差がいろいろな意味をもちながら

さまざまな状況をつくり出すことを私たちは知 っている 。あるとき

は{ 立の追いを表現し、またあるときは聖俗の区分をするようにそれ

は両者の世界を分けてしまうほどに重大なこともある 。たとえば各

国、各民族での通過儀礼に多〈見られる慣習として 、 「かつぎ上げ、

ということがある 。つまり儀式の主人公は一定時間、足を地につけ

てはいけないのである 。彼は腕に抱えられるか、能にのるか、馬 、

牛、あるいは車に乗せられるかする。 …一 この磁の儀礼が、出生+ 兄、

成熟祝、加入札、婚礼、即位式、聖職授与式、葬式… … にみられる

ことを考えると… … 一番簡単な説明は、これらが過渡期の儀礼であ

るということである 。つまり、これによ って、主人公は聖の世界に

も{谷の世界にも属しておらず、またもし 2 つのいずれかに属してい

る場合には、その人間をそこから引きはなし、中間的な立場におく oT

このようにレベルの違いというものが世界の逃いをあらわすという

ことは、人生にと って大切な折目をつける儀式の際などに、潜在化

していた空間意識として表面にあらわれることの多いことからも推

察できることでありこの 2 つの世界を結ぶ階段もまたおのずから重

要な役割をはたすことになる 。 しかしそれが住宅における特徴とし

て発達するにはあまりにも機能的な側面が強すぎたといわなくては

ならない 。

門や中庭が内外を分けて、あるいはプライベートとパブリ ックの中

IMl にあ って、 2 つの領域を分出It結合する装置としてあらわれている

ことは、いままで見てきたとおりであるが、それらは多分に 心理的

な現象と結びついており、土地柄や生活習慣あるいは社会的諸様相

と直接的なかかわりあいをも っていた 。つまりそれらは中間領域と

しての基本を保ちながらも 、場所や時代によ ってさまざまな姿をみ

せているのだ。 しかし階段は 2 つの領域を結ぶ媒介空間であるにし

ては機能的な用としての1111 J 而が強い。 したがって結合のための解決

方法が限定されるせいもあ ってか、それ自身がある文化圏の特徴を

体現するような例にはほとんどめぐりあうことがない。 もちろんマ

ヤのピラミ ッ ドや出芸大社で恕定された引情、天に到達せんとする

バベルの塔やスペ ッキによるローマのスペイン階段 、大きな選出を

もっ寝殿へのアプローチなどなど、荘大なf j ' lc築物への夢想は各時代

の建築家たちにと ってのロマ ンでもあり、 「過去において階段は、

つねに建築のも っとも荘重な締成要素」 )であ ったことは.L] : ¥. 実である 。

しかし、それでもなおそれはあくまでもi i l i . 結の装置であり、それ自

10 

本多友常 (( 附竹中工務広大阪本応設計部設計課)

ものがあるとすれば階段に よって結びつけられている世界の属性を

あら わ して いる。ピラミッドが偉大なのは天の偉大 さであ り、社に

通じる男坂の荘厳さは、 神 のそれであるようにあるときは聖性を、

そしてまたあるときは権威や格式を象徴することによって、階段は

あくまでも媒介空間でありつづけて来た 。パシュラールが階段への

夢想 を誇るとき、それは す でに 階段そのものの記' 憶ではなくて、そ

の先にある空間のイメージにほかならないのだ。 このように階段は

ただ両者を結びつけることによって、自然にはっきりとした性格づ

けを得てしまう 。 そのために、同じ媒介的な空間ではあっても 中庭

や 門のように 、花で飾 られたり、形式に工夫をこらした りするよう

なことによって意味を発生することは 少 くその設置のされるしかた

によって、空間的な質がさめられてしまうことが多いように思われる 。

階段のある村

写真一 3 と図 - 1 はポルトカソレ北音11からスペイン北京都にかけてみ

られる 段村の住居形式であり、 2 月号に紹介 したような石に よる高

床形式の穀倉があらわれるあたりに対応した地域に分布している 。

この地域では家畜を 1 階に収容するために居住部分は 2 階に持ち上

げられている 。 そのために主階へのアプ ローチは石造階段によって

直接外部からとられるようになり、道からみるとちょうど貝が一本

足の触手を延ばしているょっに 、 1 戸あたりに 1 つの階段が外部空

間へっきだされる格好となる 。 5 分も歩けば端から端へ出てしまう

ほどの村でも、道は階段とバルコニーによってどこから見ても楽し

い椛成美をつくり出している。しかしよく見てみると階段本体が特

別にデザインされているょっなものにはひとつも出会ってはいない。

それはたまたま下に家畜のスペースを収容する居住形式のために副

次的に設けられた装置であって、それ自身が主役として扱われてい

るわけではない。 したがって、階段だけをとり出してみると、それ

はあくまでも 2 階の居住レベルに行くための媒介的部品であって、

外部空間に対して街なみの豊かさを硲保するために献身的な配慮を

しているわけでもなさそうだ。ただ階段を 外部装置として道に対し

て聞いたというただその一点においてすでにその道はノマブリ ックと

プライベートの 2 つの世界が混在する個性的な場へと変質し、そこ

に育った人々にと ってかけがえのない故郷をっくり出しているだろ

うという こ とは答易にうかがわる 。夏のバカンスシーズンには帰省

した若者達が加わ って祭りがもよおされ、私の出会 ったこの小 さな

{ 問 I . 2  ぴ再 3 . '1  . 5 )  

i民村の小さな広場にも質素な飾りつけがされて、年に一度の校沢に

m1 らし出された夜は、バンドのなま演奏とダンスの輪で楽しい興住宅ff

につつまれていた 。道が少しふくらんだようなこの広場に面した家

の階段とそれにつながるバルコニーには、飲物を手にした見物人が

腰をおろして汗を冷ゃしながら乾杯をくり返し、なんとなく混雑具

合が立体的にな って、楽しさを逃がさないようにとりまいていた 。

このはなやいだ気分はうす H音い路地にも伝わ って、やはり階段のお

り口によりかか っている 2 - 3 人の立話にも 1 オクターブ高い調子

がついてくる 。 ワインに心地よく弛緩した感覚には、ブドウ畑の校

までもが、手をひろげてフォークダンスを踊 っているようにも思え、

歩調に合わせて右へ左へとゆるやかな振 I隔を繰り返す月の姿は、名

コンダクターの役をつとめながら段状の光をおとして柔かい音階を

あちこちにふりまいていた 。
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図ー 1 ヴィラリーーョ パ ラ ン へ イ ナ ス の 街 路 行 程 図 A ー 18
写真一 3 ヴィラリーニョ パランヘイナス

• 
巴ミ し

お!;;d

岨一

今村一

0」- r一一5」一一- { ，m…  

一一 ｾｇ グ
ょすっ←-τ ♂

A  オープンス ペース
1  テラス

B  水飲場
2  台所

C  教 会

図- 2 向上 広場部分と階段のプラン一例
写真一 4 ヴィラリーニョ パ ランへイナス

写真 1  ボ ヱ イ ロ ス の 街 路 行 程 図 A ー 19
写真一 5 ヴィラリーニョ パ ランヘイナス

の

写真一 2 ポ エ イ ロ ス の 街 路 行 程 図 A ー 19
図- 3 ポ エ イ ロ ス の 街 路 行 程 図 A ー 19
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- 投稿

ステンドグラスのよもやま話

一一一アーキテクチュラルグ恥ラスを目ざして

八 回 雅 博

副題には何やらたいそうなのがついてしまいまし

たが、文字通りれ建築空間におけるガラス。とい

う意味で捉えて頂ければ結椛でして、それな らば

何も最近に限った事てなく、従来のステンドグラ

ス、代表的な例としてヨーロ y パの大聖堂や教会

に蔽め込まれているものなどをあげることができ

ます。 ゴシック建築の尖塔よりさしこむ光の洪水

は充分に魅惑的で、パイ 7' ルの轡きと共に、そこ

に集う人々を清らかに又厳かにさせたにi t t 1 いあり

ません。もちろん、ステンドグラスの画面に表現さ

れているテーマは、旧約坐訟や新約聖書よりの絵

物語としてであっても、建築物全体の目的からす

れば枚楽的問題てあって、何といっても、新li!!iの

発想の方が重さをなしたと考えられます。これは

C . ティファ ニーという傑出した作家を生み出し

ました。彼の作品は、こののち現在のステンドグ

ラスに多大の彩轡を与えるのですが、当時の一連

の動きは、世界的な傾向でちょうどわが国もステ

ンドグラスのれい l則 01を迎えました 。 だからこそ

1960年代にはいり、 合衆国ではドラックカルチャ

ーのーっとして、ニューグラスムーブメントが起

こったわけでe す。戦後のわが国はアメリカが、く

しゃみをすれば原明日をひくという次第で、いち早

くその流れを受けました。昨今の我国でのステン

ドグラスの普及には、多大に起因しております。

ニューグラスの動きについては別 の機会に申し上

げるといたしまして基本的要素は、その表現の自

由さにあったといえましょう 。 オートナ 7 スパネ

ル、つまり自主的作品と呼ばれるもので、マテリ

ー， テクスチュアー，デザインなどの諸要素に全

ての11，1] 限を取り払った、文字通り新しいステンド

グラスの試みて、した。現在、各国で新 しいジ ャン

その源流とは異質の文化を持ち、光に対する考え

方の差をも包含しつつ、イ変われねばならないから

です。具体的には、採光の問題、これはロケーシ

ョンとのからみがあって 、いたし方無いのです。

、人工! 照明による均一な条件等ですが、これら

の不利な諸条件から却ってそれ苦手を越えていくも

のが、生まれてくる可能性が残されております。

いや、これしかないとい って もさしっかえないで、し

よう。もちろん逆に有利な条件もあるでしょうが。

しかし、この問題は、私たちがいくら脊起しても

始まるものではありませんし、前述いたしました

とおり総合的な建築全体てが捉えるという意味にお

いて、設計段階において熟考されねばならない問題

です。 ガラスを使うことによっての波及効果、い

わゆるプロジェクション、 リフレクションを使い

こなすことによって、新しいアーキテクチュラル

グラスの本質も 19] 白になっていくはずです。その

為にもし機会がありましたら、建築に従事してい

決して意匠をないがしろにするというのではなく、ルの芸術として仰長しており わが国でも数人の る人たちと、色々話しあえる機会を持ちたいもの

意匠はテe ィテールの意匠として、説得力を持たね 人達が活動しております。 というようなわけで伝 です。 ( はったまさひろ/ 株式会社マサズ主宰)

ばなりませんし、私達が現実のf土中の 7 えでいち 統的な手法を基礎にした、これは構築物の中での

ばんTII i を悩ますところでもあります。 カ' ラスのあり方としてアーキテクチュラルグラス

それでは今なぜ、あらためてアーキテクチュラル が位置づけられております。今や、この両者は互

グラスなのかといいますとす こし概略的な 廃史に いに刺激し合い、世界的な傾向として、拡がりつ

触れなければなりません。12 - 3 世紀にドイツ南 つあるところです。ちょうど、 100年前のステンド

昔日、フランス北昔11で開花したステンドグラスは、 グラスがそうであったように・ ・・ ・。

19世紀半ば頃 、 ピクトリア王朝WI に、時のアート 以上の流れの中で現在新しいアーキテクチュラル

・アンド ・クラフト運動の波と共に再び開花しま グラスをめざして私たちは従事しているのですが、

した 。 その流れは、やがて大陸において、アール これからの方向を見定めねばなりません。個人的

ヌーボー， リーベルティ ，ユーゲントシュティー な意見として、わが国の状況は、非常に而白い位

ノレとなって駆け巡ります。文、新大陸に渡り、 L ・ 置を占めていると思えます。 なぜなら、桜本的に Or ψn  o(  the  chai ni ng ｾ而装飾のプレゼンテＭ［Ｏヨン

ｾ＠ I建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ H川 川

パ y ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す。 購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協J 会 ま で ( 電話06ー 231- 9648) お 申 し 込 み下 さ い 。ノ { ' ; ! クナンバーはすべて

￥650( 55年 4 月 号 以 降 は ￥750) で す。 な お 、 郵 送 料 は 実 質 い た だ き ま す。年間購読( 12，附￥ 9，000 '送料当方負担) のお申し込みも応じます。 叫PI!i:;;
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ニL

ニュース原稿をお送りください.

一身体障害者の生活環境について一

英国の現状をゴ河レドスミス氏

講 演

し か し 、 す べ て 同 一 で い い わ け で は な し 、 。 そこで、

昨i凶 作 宅 を 身 防 者 用 に 改 造 し た 「モ ー ピ リ テ ィ ・

ハ ウ ジ ン グj つ' く りを liUffi し て い る 。

セ キ ス イ F パ ネ ル タ ン ク 耐 震型 モ デ ル

高 誼 水 織 に つ い て は 、 建 設 大 臣 の 定 め る 」 島 根 に 従

っ て 、 地 区 に 対 し て 安 全 な も の と し な け れ ば な ら

ないと規定されている 。 建設大臣の定める ｊ ，ｾ tVJ の

内 容 は 、 昭 和5 5年 1 月 に 公 表 さ れ た 業 界 府 主 基 準

主ミ悶環境庁降 3 者 It 定 供 給 古11門、間運輸' ( i 降古宇;

交 通 機 関 官11門 の 顧 問 を し て い る 身 障 者 環 境 設 計 の

f止 界 的 権 威 、 セ ル ウ ィ ン ・ゴ ー J レ ド ス ミ ス 氏 が 、

身| 布行のための，挫築の イf リ 万 を 研 究 す る 会 議 の た

め の ゲ ス ト ・ス ピ ー カ ー と し て 日 本 に 桁 か れ 、 9

月 9 1オ日本建築学会主催、| 百] 10 日 日 本 建 築 士 会 連

介 会 ・ ， 建 設 省 主 催 で 、 そ れ ぞ れ 神 戸 国 際 会 議 場 、

神 戸 同 際 交 流 会 館 でh 講話{ した。

こ れ は 道 路 か ら 陪 段 、 段 差 を 経 ず 11宅 に 入 れ 、 家

内の主なJ J 1 i 路が '11 イスのJ J 1 i i L ' る幅9 0セ ン チ 以 上 あ

り 、 浴 室 、 ト イ レ 、 む 宅 、 台 所 が 入 り 口 と 同 じ 平

而 に あ る 家 の こ と で あ る 。

i  F  R  P水 槽 耐 長 設 計 基 準 ( 築 )J が 基 本 的 に 取 り

入 れ ら れ る 見 込 で あ る 。

失ｩｬ＼ Ｑ の ｉｉｉ イス使用者の半数以上、全身ドＺｾｾ守の Ｑ Ｕ Ｅ

が こ の 住 宅 で 楽 に 生 活 し て い け る と い う 。

こ の i F  R  P 水 糟 耐 民 設 計 基 準 ( 築 ) J に よ る と 設

置 場 所 に よ り 異 な る が 、 水 平 方 向 の 設 置 基 準 値 は 、

屋 上mn水 糟 で 1 . O G - 1. 5 G  ( G は 重 力 加 速 度 、

旧 耐 民 基 準 で は 0 .3 G) 地 上 ま た は 地 下 の 水 糟 で 、

X G - 1 . 0 G  ( 旧 耐 民 基 準 で は 0 . 2 G ) と な っ て

ー セ キ ス イ パ ネ ル タ ン ク 新 耐震 基 準 に 適 合一

耐震 型 タ ン ク の 開 発

このなかで、ド申告f.f"i を 分 離 し た 、 特 別 の 地 J生では

なく、 一 般 の 人 と |吋 じ よ う な 場 、 住 宅 で 芥 ら せ る

よ う に 動 い て い る 災 同 の 現 状 を 報 告 、 校 術 | 問 題 よ

り 身 防 ず ; に 望 ま し い 生 前 環 境 を つ く る 社 会 の あ り

方 を 訴 え た 。

怨 設 省 は 、 昭 和5 5年 7 月 14 日 、 従 来 の 建 築 基 準 法

で定める耐災計ｴＩーの ｮ 定Ｉｊｩ ｩｾ ，を改める同施行令の

改 正 を 発 表 し た 。

い る 。

:1' ¥'1水 工 事 で は 、 業 界 自 主 j 主司' &を 尊 重 し 1. 5 G  {:士様

ま で の 耐 ぷ 型 タ ン ク を 標 準 仕 様 と し て 規 格 化 し た 。

特 に i F  R  P 水 槽 耐 震 設 計 基 準 ( 案 )J を ふ ま えて、

第 4 同 耐 浜 実 験 を 実 施 し 、 そ の チ エ '/ J を 行 っ た

の は 積 水 工 事 が 段 初 で あ る 。

英 国 で は 、 l邸 主 者 の た め に 特 別 の 地 設 を つ く る よ

り、 一 般 の 人 と 同 じ 場 に 住 宅 を 附 : 保 す る よ う に な

っ て き て い る 。 こ れ を 「 統 合 住 宅 」 と 定 義 す る 。

従米の主主築 ｊ ，ｾ準法では強｢Ａｻ ( 震 度 5 ) を 建 築 物 の

耐災設百 ｼ ーのｾｊｩｩ￭ ｴ としていたがこのＡ支の改正施行令

で は 耐24基準が大巾に守| き上げられ、買! 1 i R <i E 度

6  ) に 耐 え る 性 能 が 要 求 さ れ る こ と に な っ た 。 こ

の 施 行 令 は 、 昭 和56年 6 ｽｾ＠ 1 日 か ら 47工 の 建 築 物

に 適 用 さ れ る 。

そ の 結 果 、 セ キ ス イ ノ マ ネ ル タ ン ク は 、 耐 民 (1':) で あ

る こ と を 実 証 し 、 成 来 を fiEた 。

建 築 物 設 計 用 風 荷 重 に 関 す る 講 習 会

〈王 flli > 日本建築学会 〈後 綾〉 建設省、他 5 団体

〈主 旨〉 本会榊造線準委只会荷量分科会ならびに風桁霊小委只会では、昭和50年 3 月

に建築物荷重規単突の刊行後、改定にとりかかり 4 年余にわたる検討の結来ようやくこ

こに成案を f号、解説を付して改定刊行するものである .
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高 t会

{水〉 高松市冊目J 1 - 10- 37 
150名 760 高松市 昨町 4 - t  - 10 骨川県 t 本部

Q II; ' " 内 Td 0878-31- JJ 11 内組曲4

〈講師〉
9  :  35- 9  :  50 9  :  50- 10 :  50 10:  50- 14 伺 " 回ー 15: 20 15:  30- 16:  30 

9  :  30-

本文 l !，'t - H 6  
9  :  35 

改定主行且剛 6  ｾＶ ＮＳ＠ 6 . 6.4  H I ー付5 Hi. (' :f. 向" 担問

:¥1. UI 連 郎

間 H ず l t 大 熊 武 司

01( S孟 相 以 正 行 ( 平岡1I I k. 学} ( 拠111;モ川大学} 神 111 剛

11 JI 5 日{柑 [ 東 北 大 学} ( 桂 昌 行 ) 持1 イt 1，允 )L 川 常 蔵 { 米 京 大 学}
控幾研究所

各
{東京電融大乍} { 日 本 大 学)

:{i 崎 嗣 雌 性 鮒i i{; 

札 剛 拍 向， ｉｾ＠ Ｎｾ允

jろ.'， bi  

( ポ侃大学) (京 m 太学)

{ 削 4崎) ( ，1ir 
11剛' 1 同

上
11 " 10日I却

ヨ証 防提研究所 防提傾究所

河 ｉｾ ム允 神 111

( ， ， ， 禍} { 前 ldl  

大 限 武 司 九日1 栄 雌

ｉｾ ，＠ fi 拘1 厳 正 信 人ー鰍 武 "1 (附 161  {刷
千晶 1 ''''

武 雄

Il J l l8日制
締

[ 東 北 大 学) {ゆj 4錨} Jt m ｾ殺 灘 t議 武 雄 {耐 描 )

{ 泊旬
" 1  

{会 jJ( C .1S"大学}

札 Ｎｾ＠
{大11" 熊 此 SUBSl}  ful 1: 11'1 上 向 上 回 上

111120日制 t量

当;i 111 i重 郎 日1 付 帯 地

国 岡 司t f f  l2: I  ｾｩ＠ ru 達 郎 { 削
" 1  

{ 削 禍} .': 111 J E 昭

11 Jl 25日同
)( 

( 九 州 大 学) (附 描 } UI H 格 段 H  111 正 昭 { 附 4偽)

<jJ .J IUI  { 瓜工学研究所

τ 了一---- ; : r

(化ii. J品t- i太E 4P袋} 内問 I 二 1.1

上' "
上 向 上

11 J) 26 U1，w 
;央

u  岨 也 同 Jt- ｾ允

大 阪 イT 崎 織 雄 11 組 枯 { 削 柑11( '1" 1. 1  仲 間 岨

1211 2 日同 ( ，1可 4ぬ} { 前 4め} 拘iJ Jf: : r: 允 仲 間 剛{ 岬J ldl  

惨

( ，Ii f  抽 I I ( 耐 IUI  

間 世 司1. ＱＱＱ 迎 ｐｾ 屯 川 連 日11

1，;1 10 11，;1 i 同 1:  
12 J I 3  ｕ ｉ ｾ＠ ( 山 尚) ( IIi J  'I勧 }

付判( 1 ) _I : A! 同局師u 嗣 坑 そ 的 他 的 r . ! i { t によリ雪皆既するよと が あ リ ま す 聞 は 田 ー 13 冊 u 銑 ft. 休 鎗 叫 聞 で に

〈参} J 11 賛> ( テキスト ー聴講料を含む)

( 1) 会 只 8 ，000問 ( 本会会只ならびに後緩団体会只 ・職只)

(2) 会只外 10 ，000同( 上記以外の方)

〈テキスト〉 建築物有I虫 指 針 改 訂 版 A  5 判 約 340ページ

「事務所建築における省エネルギー計画のすすめ方」

講 習 会

〈主 l世> ( 財) 住宅建築省エネルギー後備他 9 団体

〈後 援〉 建 設 省 他

〈協 貸> (社 ) 日本建築学会 他 5 団体

〈主 旨> P  A  L 、 C E C ‘ について図表を中心とした簡易計抑法が新たに開発され、

一層容易に計抑ができるようになり、設計の初期段階にむいて、さらに充実した省エネ

ルギ一計画の検討ができることになったので、今回はこの簡易計算法を中心に、省エヰ

J レギ一計画上留意すべき事項についての解説も加えてテキストを作成した. また、 IO月

l 日より、建築確認申鮒時収に省エネ J レギ一計画のを提出する対象範囲が、従米の3 ，000

m' から 2 ，000m' 以上に拡大された .

〈期日および会場〉

地 域 J明 日 会 .t.Cj  住 所 及 び T E L

名古座

11 月17 日(刈 東海建築文化セ ンター 名古屋市中区栄 4 - 3  - 26( 1昭和ピル)

( 200名) 9 階ホール T E L  052( 261)  1 4 5 1  

大 阪

12月 3 日(本i

大阪証券会館 9 階講堂

大阪市東区北浜 1 - 3 1

( 250名) T  E  L  06(  203)  3  4  7  1  

福 岡 II 月 II 日( i j ( ) 稲岡商工会議所 福岡市博多区博多駅前 2 - 9  - 2 8  

( 200名 ) 1  "" ，ｾ，＠ ，-， - - ..， ". 1  T  E  L  092( 44 1)  1  8  6  7  

〈申 込 先〉 干 107 東京都港区赤坂 1 - 6  - 1 9  勝永ビル 4 階

( 財) 住宅建築省エネルギ一機綿織門会係

T E L  0 3  ( 5 8 3 )  7 1 2 1  

〈テ ーマおよび議師〉

時 1111 テ
..，. 

講

9 ・00

自申

東京都都市計画局 萩 JM
あいさつ

静 他
9  :  20 

建築指持部長

9  :  20 

建設省住宅局 上 田 康 一
省エネノレギ一対策的推進について

10 :  20 
l . l l 築指噂課長 一 他

10 :  30 
事務所建築の省エネルギ一基却i

東 京 電 力 株 式 会 社 省 エ 成 田 勝 彦

( P A  L ) と計斜法について
12 :  00 

ネルギーセンタ一日1) 所長 他

( 昼 食 休 惣 )

13 :  00 
空気調和設{ 帽の省エネルギ一基準 ニ機工業株式会社

( C  E C ) と計f 1 : 法について
空澗冷熱本部専門部長 小笠原作五 他一

14 :  30 

14  :  40 
P A L 及び C E Cの簡易問商法と

省エネ ルギ一計画のすすめ方

宇 都 宮 大 学 教 授 石 偏
IJ 自 他

16:  40 

〈参 加I ｹｾ ＾＠ ( テキスト A . r事務所建築における省エネルギ一計画のすすめ方J を含む )

一 般 10. 000阿 優 待 8. 000円 ( 主nY r 協質問休会只 )

〈テキス ト〉

A .  f l l>務所建築における省エネ ルギー計画のすすめ方j ￥2 .000 ( 受講料に含む )

B .  f l )>務所建築の省エネルギー・基線と計抑の手引き j ￥2. 500 (希望者に有料頒布)

13 
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空間のプランナー

人11¥1が住' 七を娃てるように、

f主宅もまた人をつくる、とし、えないてザしようか。

住まいは人間のいのちが宅まれはくてまれ、人格も陶冶される場ーーと与えるからです。

また、住まいの，辿設は偉大なれ'i 伐とし、われ、

それは千平11のしごとであるともJfi られてし、ます。

わたくしたちは

この仮・れて人nf WJ な、i斗11のしごとにi，:r. j身の勢広をこめて)J をつくしたし、と臥い、

ここにひとつの住まし、お 'J りーノ叶、| 市内装システムーを45- えてみました。

v ウッドウインド

121級木製気密窓「ウッド‘ ウインドJ

lムオ; 朴な暖かみとメカニカノνな機

相当iを融けこませt.: デザインのシス

テムウインドーです。豆j手材をf史JII

ｕＴｾ，ｾとも ｬ こＭｪ，ｪｳＺ 術 品 ｉｻ こな っ てお

り、木質の特性である断熱性により

熱伝導を完全に遮断。また複! 日ヵ-

ラス、三府ガラスの使用でガラスl伺からの断熱b

ｴｦｊ 』 くなり、行エ式、ノレギ 一 知ｾＪを Ｑｍ￬ ｬ ｦ します ｌ

その他①気' i f ; 性能をおめるため全悶にスチー

ノ レベルトと コ 、ムノ ぞ ツキンを Ｇｽｉｾ りｦＮｉけ、特別 ｩｬ ｊ 己 目ｼ の

ロック装置で外部の騒音を遮断します。②? ノレ

チ| 時間樹似こより|λ JlJ Hきやワンタッチのノ、ントツレ

抜作で内宮IJ しに切り符え可能です。③ l人1e自lしで

使mした場合、J j ( lのノ、ンドノレはロックされ七端

部て' 15cm程の|井lきなので、外部からの似入が

不，可能です。③扉はすべてい1Ilf. 1きで、外iWJの

ガラス清掃が室内からできますL

このシステムとｲｊ ｪｬｾ ，｜ は多くの ) j がたの多紘な{ 主要; R( こ応えられ、

思かて引古|性的なライフスタイノレがi j ' iH] ' ，できる新しし、住み方の提案でt

システムユニットの特長

. システムには、 IlIH上申IJJ 収がiユニットのほかユニ

ット枠・ドア・/i ¥J 仕切ノ旬、ノレが組み込まれて l ' .i

す。・またこれらのユニットl i "f 変性を備えてL 、ま

すから、必要に応じていつでも白 [11に移動するこ

と力行Ｇｦｉｩｾて町す 。 ・ ＯｩｩＡ Ｑ 士切収納 ユニ ‘ノト ｬ 必 ＱＱ 絞か

ら単独へ，4i 1iから2述へt分告IJ できますからたい

へん{ 足利です0 ・fi:HJ 吟切収納ユニット ・ドア-

H ユニット枠・/ i 日付刃レ句、ノレはすべてr;;J ーシス

テム内てユニットごとに完結した設計となってL 、ま

すから、シヨイントあるいはJ収りはずしができます。

ト25-お50 ・総山富士定所宮ωω-32-2363 ・長崎営業所



私の5<がき

シ ル ク ロ ー ド

ホベゼクリク千仏洞砂

(  1979年 9 月 2 日)

松本靖男 1I判竹中 l:ffi' ，lt

新 ｉ［ ｾ トルファンの ｭｮ 所から ＧＺｕｊ '1'. <  11 ¥発した 米

ｾｴ へ約 ＴＵ キロのところにあリ、主 ｉｊ ぶしたのは午後

をj f . : ! J ぎていた

の L i 、

"' 1"1の IJ Lj jQt.J L{ こら IHてくる火灼山の北絡にある

淡谷に 1( li した断mに航火を jl:l: リ、仏像と 1:?I'lij が 比

らu る

J古代に i l KL 栄えた仏教法制、のひとつである 。

読者の頁

守ムのらくがき砂募集

テーマは‘ ι  Ci_ f 1人J f 冬j 町内宇をあら h すむの、.

タイトルゐ直町におつけ〈たさい またスヶ ， チ ｽＮｾｦ 昨Ｂどを苛め

て 21旧'H ，' / ! l . のコノシトをつけてトさい

サイ 7，1! 150X 2叩 i リf'.' 皮肉ドi 紙に て与るたけ・ Ｑ ＮＧ ， イノキて ＱＱ ｲＮｾ 、

たものと し j. r  ｉ ハカキ ｫ てし ｉｾＧ しつ ｢ えあリません ｊ

IIH&分には脱定の仙科をさしあけます ｉｾＮＢＧｊ＠ としてスケ チ肉眼

仙の出 J.IIIJ いた L J . せんか、返J : - ll tI j C:(l的場合はその fr1年，! 己ドさい

L¥. れ. 0 叶. ｾｾｌ 年附をＱｉ ＱＡ ，Ａ己して骨 ｴｬｬｬ 本II 築協会副! I l 印刷お送

りトベ、、

省 エ ネ の ワ ン ポ イ ン ト ・ り ・u . e-V ェy . "  .  _( .  ，_ .  "，: .  'i  • '( .  "  • i ・' . ' . '. . 1，工、{ :.- t !} ・4 ・l ゾ: ，¥! . '，- :し 1，. ' ! メ. '. 山 川 ・' ・4 ・1・' ・:( . ). . { . :( .  '( .  y. .  ，1  

その 2 熱をとじこめる

田中建美/ il 'l 水 位 訓 相 本 刊 行 エ ネ J レキーエノジニアリ ノ 州 1，

カナダエスキモーは '1;' 小屋に fi' む。 彼らはりさ 15

ＨＧｭｦ 立のＧ 日比 を、 ｦｩ 、統の ＩｪｩＱｾ で ， ｗ みあげ、Ｈ［ｉＮぼ Ｖ Ｚ ｾＧ［・

^ の ';-'J 、w. を 1 1I.'f lHJ 内外で作りあげるという 。符

くべきはその保弘' 1 ' 1 : 能で、あざらしの I!l1U}i ランフ

により、保て守. : 11ｾ からはみ Ｑ ＱＧＮ しながら枕泌する ｦ｜ｾ

の ｊｾｬ 岐を桜」じの ｊ 也に作りあげてみせる 。 まぎれも

な い 勺1)1かJJ' て' ある

- } j 、さほど75 くなく、すさまの多いわが1 ' ''1のす

まいでは、イロ' ) ，火2本、コタツなど、火に li'l け

て身体の一日 ＱＱ を収めるサね ｬ 珪砂を〉定｜ｌ主 ｩ主 ｾ ｬぷ，へ ｬ さ せて Ｔ米之た 。

少正年ドH

i村似愉ij，桁11の lサ|ド1てで'j過l位虫した身には、 日本住' 七の や採11)1" はや'J

とらうすら J)，<、 Mとかしたいものの一つである 。

ひょ っ としたら、r . ; 州 ・点北などの Ili 家は、世界

ー の本さをすまいの '1' に包み込んでいるのではな

いか、そしてそこでは今尚我慢こそ美徳と 11:

1

，えつ

づけているのではないか。

吋*lI il Ｂから、、｜Ｑ丘 ｶｙＧ へ ＭＧｉｾ［ 燥のポイントはｼ断然

と公街化にある 。 そのn能 の 1'1川i Ｉ， Ｑいいとして、 ｉｾｾ

ｾｴ に長い ＱＱ 本全上を Ｕ 地域に分け、谷地域 ＱＱ� に ｩ

l昨I/ :J 、ン;iJ14 を外公より 1 Ｑ 主ｾ ，:':j <  f以つために必' } . g な

ij l. f立lぷIIIi W"" 1りの熱; 止を示すfl{(

一一一一熱打! 失係数<Q> 一一一一

がぶされている 試みにエスキモーの， ';''J 、九Jーの Q

を，:1')): すると、北海道の) ，H'dl{( Q  =  2 . 8 に似た数

カナ ダエスキモーの雪小屋

ｈｰｊ ｉＡＭ 恥 ｾ｡ｴｩｶ｣ 1'，・ ib(' s of  C anada 

fl{( となった。

llt 々がこれから指しi . f f i めようとしている 。 日本 i此

ｾｴｾ 出の ｮ 能にほぼ ｪＡ￭Ｚ < 、エスキモーは太 r1j か らす

まいをＧＺｾ・んできたわけである

: : ' i . ' /長化の }j はどうか、 1!I11J}j ランフで 11)1められた宅

公は ｊＧ Ｎ￭ ｬ してｉＺＺ， ＺＧＺｪ 下 ｦｬｾＧ こバランスする 。Ｈ いわゆ

る向1品li l<:層 ) 向パ) 1: " 全H¥I で..fQ々 が1;:; に| 凋必するこ

のｾｊｬＮ象はエスキモーの ｬ 床 ｊｪ である 別 ｬ ち、 ｦｾｾ 良い

ｦ Ｎｙｾ＠ ［ ｩ ｦ ， Ｚに佐伯 ｬ ょがあ ＱＩ 、 ｾｈ 人 ＱＱ はこれより下に穿た

れ、1I1i : : "¥の if，UHをII}j ¥. 、でいる 。マ: J t べきはエスキ

モーの知u台、である が、彼らむ 11>l jl I て' はイ i illl コン

ロを愛川しているという IIX) 11予

"主 持I i i フ、 l品数をは しめ . fj ，' むの 行 エ ネ ル 芽ー に つ いては、

Ｇｈ［Ｎ Ｎ ｩｬｬｾ 在約エネ ル キ 一 機ｼ品 ｾｾｬｬ の 、

i ' i エネ ル キー fi "むの ‘ ，;1，，J- ｊ ，ｾ ， ｉＧと指針 」 によられるとよ

，. 

熱損失係数

一 新 刊 紹 介 一

朝 鮮 の 民 家

.  

1:' fi 野村字文

発 行 所 ( 附小去 :H版 社

1-1< /1{ A  5 判、 P284

( 風土・空 I:l J・必匠) 定 価 3. 200f g 

他の 10i 矢をよりよく思解するためにはその人迷の

ｾ＠ (.f，本(1切な作らし刀、 ft:み }J を知l ることが大切であ

る。 片. r . が守' - ，{ { 防わ っている「必らし J と「住ま

し、 ｪ の観点から、 ｾｕｊ 鮮のＺｅＧ ｬｬ 解 に Ｍｊ�ｪ Ａｩづこうとし

たぷみがｾｾ ｉｉｾ Ｚ である 。

t1"¥ 1  l;' "  ｕ 也と雌史、民族とコ泉、ｾ［ 2  -;;'t 必・

しの袋、t 1" ¥3  ｬｾｴ＠ (.lf JII の背景、第 4 市 !.I3 ;'i高と倣

I也、第 57R 向即時代までの住宅の変進、ｾ 6 1
;'[ 

J.I! :l-::fi:' 't:と U f，c住宅、第 7 ｾＢ［ｩＺＮ＠ ｾり也の住宅

也築と H会 H) 山 年 IOJJ り 15 



計 画 の 長 期 的 視 野

最近、密集した市街 地 での鉄道の述統立体化事業が政んである 。 その進 Ｍｴ ｾ ー を兄つつ都市の行年の大言 ｼ ーと

し て 果 し て ど う か と い う 疑 問 を 感 じ て い る 。 高架構造物は者11市 の 景 観 を 圧 倒 的 に 支 配 す る と 同 H寺にその

片側にJ l 音い| 塗の部分を造り まちを表と装に分けてしまう 。 高 架 下 の 空 間 利 用 に も 限 界 が あ る 。密集し

た市街地ほどその; 必響は大きし、 。 高 架 化 す る か わ り に 地 下 化 す れ ば ど う な る か 。 経 済 性 を 械 に 置 い て 議

論をすれば、たとえは、大阪王液状線を全部地下 化 して跡地 を 公 固 化 し 自 転 半 専 用 路 な ど を t剖 illl したとすれ

は¥息、のつまるような都心の市街地 は大きく忠、を l吹き か え し 、 市 民 の 足 に も 好 ;jij 響 が 出 て 、 沿 道 両 ll!1J の

住 環 境 を 大 巾に向上させるであろう 。 そ れ は 結 果 と し て 相 当 な 経 済 効 果 に 結 び つ く 可 能 性 が あ る 。現 花

の 大 都 市 経 営 に と っ て 空 間 を 保 留 す る こ と は 大 き な 行 政 効 果 を も た ら す。 初 期 に 経 済 上 の問題 が あ って

も 長 期 的 に は 起 死 回 生 の 手 術 に な り 得 る 可 能 性 を は ら ん で い る 。 このように巧ーえてくると、大都市にと

って 鉄 道 の地 下 化 工 事 を 経 済 的 ・技 術 的 に 克 服 す る ノ ウ ハ ウ の 開 発 は 緊 急 性 が 高 い と 思 う 。 と同 H寺に計

固 め 長 期 的 視 野 を 言葉 の 上 だ け に 終 ら せ な い 知 忠 が 必 要 で あ る と も 思 う 。
( K  .  K )  

公 的 施 設 の 整 備 保 全 (その 2 )  

最 近 建 築 の 整備 保 全 に 関 す る 重 要 性 に つ い て の 認 識 が 高 ま り つ つ あ る こ と は 喜 ば し い こ と で あ る が 、 問

題 解 決 の た め に 一 部 官 庁 営 特 で ょ っ ゃ く 研 究 さ れ よ うとしている 段階で ある 。

多種多様な行政目的をもっこれら施設の主主1mi保 全 に 適 切 に 対 処 す る た め に は 、 そ れ ら 施 設 の カ ル テ が 必

要であ り、 その 処 理能力からそのコンビューター 化 の必要性が検討されつつある 。またー Ｉｪ では ｾｈｈｩｩｩ￬ 似 ー

全恭準の作成も急ヵ、れている。建物の l耐久 j立を部分的に診断し汁画的に tlli fl告をすることにより建物全体

の l耐 久 性 、 機 能 性 、 安 全 性 の 維 持 JIl J 上に貢献することは、 I也l床な仕事であ って もすばらしいことと巧ーえ

らi L る。

新 し い 技 術 の 開 発 ・発 明 も 勿 論 必 要 で・ある 。 それら近代技術を駆使して完成された施設の総持管理は、

単 に オ ー ナ ー の 責 任 と い っ て 見 過 す こ とがあってはならなし、。建 設 す る 側 の 立 場 か ら も 責 任 を 分 担 し そ

の 維 持 管 理水 準 の 向上 に 努力 を す る こ と も 当 然 で は な か ろ う か 、 官 民 共 々 に 考 え る べ き 問 題 で あ る とJ

つ。

建 築 界 に お い て も 、 こ れ ら の 研 究 が 重 要 な テ ー ? と し て 取 り 上 げ ら れ 討 議 さ れ る よ う に な る こ と を 期 待

しているものである 。 ( 0 ・M )

建 物 と ま わ り の 環 境

建築設計ーで は 設 計 す る 建 物 が ま わ り の 索 観 や 環 境 と ど の よ う に か か わ り 合 ってし、くのか、まづ気になる

ところである 。 都 市 計 画 法 そ の他 で 、 ま わ り の 物 理 的 な 輪 郭 は イ メ ー ジ で き て も 、 そ の 表 情 や 雰 囲 気 が

どうな って い く の か 具 体 的 に イ メ ー ジ す る こ と は 困 難 で 、 現 状 よ りは 良 く な る こ と を 期 待しながら割り

切 ってしま って い る 場 合 が 多 い の で は な か ろ う か。 情 報 の 都 市 集 中の度合がますます強くなり 、 都市 の

附 加 価値 が 高 く な る に つ れ て 建 築 設 計 の 機 会 も ふ え る 。 そ れ だ け 都 市 の リニ ュー ア ル が 進 む 訳 だ か ら 結

構 な こ と だ が 、 同 時 に ま わ り の こ と な ど お柿 し、なしの建物が建ち、それが次の設計の手がか りにな って、

い つ の 聞 に か 乱 雑 な 街 並 み に な って い く と い う 蘭 も で て く る 。建築設計はおIJ 作 活 動 で あ る か ら 、本 来 や

や こ し い制 限 な ど 最小 限 に 留 め て ほ し い の だ が 、 そ れ も 建 て る 側 に 都 市 や 街 に 対 す る 共 通 の 理 念 や そ れ

を 具 体化 す る 技 llt ヵ、あ ってのことであろう 。 良 し 悲 し の 議 論 は 別 に し て 、 建 物 を 建 て る と い う 大 変 な 試

み が 、 こ れ ほ ど一 般 化 している現状では 、都 市 や 街 の 現 状 や 計 画 が 具 体 的 な判 り易い形で見ることがで

きる機会がも っ と ふ え た 方 が 良 い の で は な い だ ろ う か。建 物 の 質 を あ げ 魅 力 的 な 街 を 造 る の に い く ら か

でも 15主立つに i進いない。 ( K .  M )  

住 宅 の 寸 法 精 度

本 協 会 で 主 催 し た 大 阪 駅 前 節 4 ビ ル の 見 学 会 に 参加 し た と き 、 高 さ が 110 m も あ る 建物 の 寸 法1215度 が10

ミリ以内 との説明 を聞い て 感心し たことがあるが、それに較べて住宅の寸法相度はお曜日米 な よ う で あ る 。

住 宅 の 建 物 全 体 の 外 形 寸 法 は 、図 面 上 は 計 算 で き る が 、 そ の 通 り で き て い る か を 測 ることはほとんどな

い 。 布基礎 ・ 土台あたりまでは測り易いので雌認できるとしても、 Ｑ 階の天井面になるともう ｩｬｬｩ ｊ り聖 ｬｦｾ い

ので 、下 げ 振 り で 鉛 直 を 椛 認 し て 、 土 台 面 で の 寸 法 精 度 が 天 井 面 で も 確 保 さ れ て い る こ と を 期 待 し て い

るだけ である 。 ま し て や 本 休 か ら 突 き 出 し た iJ l' f先 の 寸 法 は 、 自 で 出 入 り が な い か を 碓 め る だ け で illi Jるこ

とはない。 外形だけでなく、 内部 も 骨 組 の 内側 に 仕上 げ を し た 残 りが 内法 寸 法 と い う 感 じ で、いくらに

仕 上 げなければならないという観念は務し、 。 その証拠に丘屋は四辺と対角を部屋毎に訓IJ るだ け でなく、

糸 で 各 辺 の 出入 り を 碓 め て 寸 法 取 りをするとのことである 。 住 宅 の 外形 の 寸 法 精 度 を 上 げ る こ と は 当 而

難しいとしても 、先 ず や り 易 い 内 法 寸 法 の 桁j立 を 上 げ る こ と に 努力 を す べ き で は な い だ ろ う か。 これは

「逃げ」という消極的対応策を奨めてきた建築家の責任かもしれなし、 。 ( T .  1 )  
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回総論

壁 へ の 壁

田 中 喬

設計事務所の書架には 、建築の作家集、作品集や、計画論、構造学などの書物とともに、そうしてい

ろいろな月 刊雑誌などとともに、設計に有用な多くのカタログが並んでいる。カタログは 、設計ハンドブ

ックや資料集成などとともに、日々の設計活動に不可欠であり、それ故にいつのまにか主役顔に 、書架の

中心部を独占する。その占有量は 日ましに大きくなり、やがては収納の枠をこえ、時には古いものから順

に処分される。カタ ログ記載のデータは、アブートゥーデイトであってはじめて有意義で、あり、そのかぎり、

その寿命を終えれば、一種の消耗品として差し換えられ、破棄される 。 カタログ集の多くは、消耗資料を

記載する消耗品なのである 。

それにしても、消耗品としてのカタログの、さらに立ち入 った本性はどのようなものだろうか。 カタ

ログには、さまざまな建築部材の形状や寸法、テザイン、あるいは機能、性能、目的、そして素材につい

て、さらには製造法 、使用法について、構成法、施工法についてなど記されている 。 その記載は、いわゆ

る客観的なものであり、ということはその主題に関して実は当事者ならぬ、むしろ傍観者の立場を出ない

科学者、技術者によ ってなされる正確な測定と検査、実験の手続きによって保証されている 。 それらは合

理的で効率よく、かつ経済的で、あり、耐久度も優秀で、あると診断認定されていて、しかもいわゆるク ッ ド

デザインでもあるなどなど、そうした諸々の観点からあるいはそれらの総合的な観点から、これまた客観

的に評価されている 。架構材について、内装材造作材について、あるいは屋根葺材、サ ッシュ、床材、天

井材について、そして壁材、間仕切材についてなど、設計上有効なデータが便利に利用しうるよう提供さ

れるのである 。いずれにしても、これらは傍観的知の領域でのことがらである 。傍観的知というのは、さ

しあたり一口にいって、対象への知識が、それを知識する主体のその自己の知と、自己の足下への反省と

一切接触せず、前者が後者にどこまでも無縁な出来事であるようなところでの知識のことである 。

こうした形状や寸法や配置関係、性質や性能などなどの記述は、類別の発想を下敷きにしてなされて

いる 。それがそれであ ってそれ以外ではないものとして、他との区別、対比においてそれ自体が限定され

ていて、したがっていわゆる種一類の分別一体系が設定されるのである 。 たとえば、間仕切壁はその種類

が列挙される 内古〈アリストテレスがその論理学で考えたことだが、種類は、( ある意味での) 本質である 。

そして種類分けあるいは類別は、傍観者の、ここでは科学、技術者の、文字通り別が分かる知、いわゆる

分別の思考によってなされる 。

ところでこうした種類の体系としてのカタログには、そこに記載された項目について、その一般が呈

示される 。 そのカタログによって指示される実物の個々のもの、個々の部材は、それらが当然ながら個物

であろうとも、しかしあくまでもカタログ的一般の見本としての、そのーサンプルとしての個物である以

外ではない。それはたとえば、人の本質が、上述の意味での本質として( たとえばHomo Faber として )

限定されたところでは 、個々はどこまでも主体的個人であるのではなく、普遍的人聞のむしろ空疎な一例

""れ

示にすぎず 、そのとき真の個人の、いま一ここに 、独り己の道を歩み行く人の自覚の尊厳は擁護されるべ

くもないのと何程か同様である。( もちろん物と人とを安易に同じとしてはならないが、ともに個の尊厳



をいうてもよい。) いま 一 ここに ーある、の文脈から切断され、抽出された個々物が空疎に主題化される

ばかりである 。そのかぎり生きた場はない 。( 余談ながら、先の古典も、実は、実体 ( ous ia) を綾々考察し

て、かえ ってそうした生きた場の成立を貴重に見届けようとしたものであ ったのだろう 。)

*  

設計者にと って、こうした本性のカタログが、その本性故にかえ って有用であろうことはくり返すま

でもない 。建築家は、それにしても、その書架のかような消耗品的印刷物の堆積に埋没してしまうことに

何かうしろめたさを覚えるものだ。書架の余分をふり返る余裕をもちたいものだとも思っている 。時には

そこにある作家作品集を手にとることもあろう 。その一冊は、たとえ日頃つねに図板のそばに置かれてい

なくても、その人にと ってはひそかにも座右の書であるかもしれない 。あらためて手にし観覧して新たな

感銘もおぼえよう 。だがその感銘を、只にとおりすぎていく印象に終わらせずに沈澱させるべく、その感

銘を思索の厚みで充実し、投錨停泊せしむべく誘われるのも建築家その人の必然なのではなかろうか。そ

の人がまさしく建築家であり、少なくとも建築家であろうと志すならば。建築家 ( archi t ect ，archi t ekt on)  

とは、独りその人として、文字通り、根源の原理 ( ar ch邑) を知る人にほかならぬからである 。

そのかぎりで、こうした沈潜に導かれるかぎりで、かえ ってまた、手もとに駆使するハンドブ ックも、

カタログも、本性をあばかれながら、その有効性に新たなそれ独自の意義を与えられ、意義は一層の透明

な光彩をうけることになるであろう 。その無記表層の、しかし欠くべからざる役割が、積極的に確認され

ることになるだろっ 。

それにしても、普通われわれにと って思考といえば、先のカタログ的思考であり、その拘束は根強い。

それはあたかも地下の洞窟にいて壁にとり固まれているごとくであり、脱出の視界は暗い 。 この閉鎖の壁

をい ったん出てみるべき道はどのようであろうか。生きた壁、壁そのものへの道を遮蔽する壁を突破して

いく方位と手だてはどのようであろうか。

*  

建築家の書架には、消耗品ならぬ、風雪にたえる、端的に人生の蓄が蔵されていなければならぬ。

およそ生の、よき生 ( eu- zen ) のことがらこそ、最も根底の、事大のことなればこそである 。建築家も、

そこからこそ、いわゆる建築を考えなければならない 。そして真に建築なるもの、建築なることがらは、

本義には、そうした事大な深みをもつこととして直覚 (nous ) されるのではなかろうか。その直覚は、学

的認識 ( epi st 吾me ) に先行し ( 先行の構造は単純なリニアーなそれではないが) 、実証、論証の届きえない

ところに成立し、そのかぎり、学の根底には超学問性、あるいは前学問性がしのび込まざるをえない 。壁

なることがらもまた同様に把握されるほかはない 。一一いま、不図思いついて、二、三冊の本を書架から

とり出してみよう 。

*  

「私は敵に包囲されている 。 どちらを向いても、抜身の剣をも った男が立 っている 。 まるで舞台の上

の出来事のように 。不幸な男が出口に向か つて突進する 。止まれ 1 武装した男が彼のまえに立ちはだかる 。

彼は第二、第三の出口に突進する 。だがすべては無駄で、ある 。彼は包囲されており、もはやそこからは出

られない 。彼は絶望してくずおれる 。私としても同じだ。私は捕えられていて、脱け出すことができない 。

.....J 

どうもやや唐突な本の選び方だ ったようだ 。一一これはフロイドを現象学的に把えなおすヨーロ ッパ

のある精神医学者によ って記された一病者の告自の記録である 。 ここに引用したのは、実は、この記述の

中に、建築家にと って正鵠を射て洞見されるべき人間観と思われるものの原型が鮮明に語られていると恩

われるからである 。いま 壁 を問うとすれば、壁はまずも って、人に生々しく応答する壁でなけれは、ならな

い。応答する人は生身の人でなければならない 。その人とは何ものなのか。一体人はいかに規定されるの

か。途方もない無暴な問いをさけてとおることは許きれない 。

人の存在が、ここでは構造的に、いうならば認識論的な構造として透視されている 。彼に同化したか

19 
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ぎりでの自 他不二( 而二) の私、主体が、主役として舞台の上に登場している 。私は 、まさしく舞台比喰と

して、全き内密な 、一切表象に先んじての直接的な意味での比喰としての舞台、その舞台にいる。四周敵

対者に包囲され、それらの拒絶によって、いかに全身で突進しようとも出口を突破することができない 。

舞台に 比喰されるかぎり、これは劇場の全体構成の中での出来事である 。観衆に見守られて演ぜられぬか

ぎりドラマではない。自 他不二でありながらも、彼の舞台を私は観ていたのである。 上記精神医学者もこ

の観客注視のただ 中での舞台の構造をこそ、人の 、自己の最も基本の構造として照射した 。見られるかぎ

りでの行為、すなわち何 ものかを見、何ものかに触れ、何ごとかに向かう行為は同時にそれ自体別に、向

かう先とは別の視点から見届けられるのである 。別の視点からといっても、しかし、全〈他者の視点から

ということではない。 自分で自分を見るごとくでもある 。 この根本的な照射の正当性は、逆に、人におい

てその構造が失われた別の病者の事例によって裏面から確証される 。精神分裂病とは、一口に自己の全〈

崩壊する深刻な病であり、そこでは病者の舞台は、先の解釈者によ って「恐怖の舞台J と呼ばれる只の舞

台のみに縮小する 。客席の視線を喪失した孤立した舞台に縮小する 。 自己にと ってこの縮小は決定的な出

来事である 。そこではもはや出口探索の試みも演ぜられず、まさしく恐怖の舞台に立ちすくみ足下の震憾

にくずおれるばかりである 。外に一出で一立つ実存の最初の波動もすでに霧散したのである 。

上に、建築家にと っての人間理解がこの舞台比喰の事例に鮮明であるとい った。 しかしこの理解を、

建築家にと っての、と特にことわる必要はない 。実存哲学の思索がいうように、人は、いわゆる本質の外

に出で立つ構造それ自体においてとり出されなければならず、そのかぎりでの別軸の本質は 、人の存在論

に重なって、いわば認識論的にとり上げられる本質である 。人は、その存在において、自らの存在を知る

存在であるといい、あるいは、他の存在を巻きぞえにするかぎりでの (他の存在を狙うかぎりでの ) 自らの

存在において、自らの存在を知り、その存在を問題にする一つの存在であるなどなどというとき、この実

存構造の本質規定に向けての洞察と先の事例とは符合する 。ただし、自己一知は、事例ではより視覚的に、

自己一視であったのである 。 そのかぎりで、より建築家にとっての人間理解であったのである 。

演者は演ずる 。ペルソナ全体をも って、全身を挙げて演ずる 。四周する他者は、甲宵に武装した、そ

れ故に顔貌をかくし匿名にしりぞいて只に対抗する、すでに半ば物的な障壁として突進を拒絶する 。人と

してアイデンティファイしえぬ正体をみせぬ厚い境界のごとくであ って、それはもはや 、頑強にしつらえ

られた舞台装置、壁と異同はない 。壁に 出口なし 。主役はこの拒絶に向か つて、まさしく 一人の当事者と

して、 痛切 な当事者として 、全身をもって生々しく対抗する 。 この直接の対抗に主一客の離隔はない。 そ

れはどこまでも、当事者その人の、血のしたたる肉迫のドラマにほかならぬ。そしてまた、比喰をさらに

追って解明を続けることを許されれば、この舞台はプロセニアムによ って仕切られて、その正面性の軸上

に固定客席をもつがごとき、そのかぎりで観者との間に離隔の幕をもつがごときものではない 。デカルト

の思考においては、毅然たる離隔によ って観客は冷徹に傍観した 。舞台は死せるメカニズムの作動する装

置のみの舞台にな っていただろう 。いまや新鮮な思索によ って、切実な舞台が蘇生したのである 。観者の

直接性が回復したのであ る。あたかも実験劇場のごとき、舞台一客席の離隔を消去した十全にダイナミ ッ

クな劇場構造にこそ劇的なることのより真相を見届けることによ って。 これが人の自覚ということであろ

う。 自我にとらわれた自己意識の、自己意識のままでのデカルト的反省を超えることがらとしての自覚と

いうことであろう 。一一壁は、壁なるものは、端的に、こうした生きた、縦横柔軟な構造の全休場におけ

るものであり、出来事である 。

*  

その存在において、その存在を知る構造としての人 、この規定において先程、人はその存在を知るば

かりか、その存在を 問題にする一人の存在である 、 ともいわれた 。 自己の直接の知、自覚は、自己の存在

を疑い問題にする自覚であることをいうためであ った。行為し、演じる人の、演じつづける人のその十全

な自覚は 、自らの存在を問題視することなしに安易に自足することを許さない 。演じかえつづけるのであ

る。演じかえつづけていくことは、逆に、実はそこに疑問が露呈するからにほかならない 。疑問はいろい



ろな意味で、いろいろな層であらわれる。人は自分の存在において、その存在の無を問題にする一つの存

在である、ともいわれうる。そしてその根源の自覚において、自覚の極北への途中において 、自らの存在

の意味に、生の意味に疑問符を附すことになるのも、越えられぬ壁、死に虚無に当面してこそそうするこ

とになるであろうのも、それは舞台の成熟の当然の一過程であろうか。ここでもまた行為 (dran) はドラ

マ (dr 孟ma ) である。観客を寄れ、観客のただ中に聞かれた舞台に縦横の視線をあびてくりひろげられる行

為、人に触れ、物にふれ、壁にふれ、拒否され対抗し挫折する行為、舞台上の主役の行為、この劇場の全

体構造はしかし、さらに演出者の参与を欠いては成熟した劇場とはならない。劇場は誠実なまことの劇場

となっていかなければならない。演出する人は、舞台の袖に、あるいは観衆のただ中にひそかに座を占め

て、舞台の進行を詳細に全貌し、逐一監督して、劇の筋書きと演技とにたえず駄目をおす仕事をおこたる

ことはない 。演技を指示し、しかも筋書きにも注文する人 、とすればこ の演出者は脚本を書く人をも兼ね

ている 。演出者その人は、もちろん演技者の直接の分身、密着した二分身のーなのだが、その人の厳しい

監視の目はしばしば演者を虐待し、逆に演者が、演出者の分身ならぬ分身のごとき人であるとするならば、

その自戒は自虐的であるといいうるほどである 。自虐は平板な舞台板上だけでのことではない。この舞台

は奈落をもっ立体重層のそれにちがいない。演者は真面目に懸命に為すその一切の行為のさ中、そばから

逐一否という声をきいてたじろぎ、当惑し困惑し、自らの懸命さを無意味なものとして自暴自棄になって

その場を放棄したくもなる 。だが・・・・ ・。一一演出者の罵倒する声そして叱略する声 : i しよっているぞ、

息をぬけ、肩の力をぬけ、意識したこざかしい演技をするな、自然にもっと遊べ 0 ・・ …・ 真面目に遊べ。 .. .

.. .J そして脚本家の冷静な声: i塞がれた出口へと突進をつづけるストーリーを変えよう。壁に隙聞を開

けよう。ふっと誘う、人の通り抜けられるような壁を - … J

*  

知らぬまにいつのまにか大変な劇場へ立ち入りそうにな ってきた。舌足らずの ままだが、その道程を

入口をのぞいただけで中断しよう 。先に書架からとり出しておいた別の二、三冊 も聞かずにおこう。アリ

ストテレスもかつて、その著倫理学において、その学の講述は老齢者を対象にしてはじめてなされるべき

であり、そうでない機会には知的な頭のいい人に対しても述べることをひかえねばならぬと、大体そうい

う意味のことを、いまいう T .P.O. への配慮、の必要性を述べた 。 ここでもまた、直接倫理学を述べているの

ではないけれども、その教示を思いおこすべきであろうから 。

*  

壁への壁。壁そのものを問い答えようとしてそれを尋ねていく道。その道に就く前に、彼方へのこの

道、彼方からの誘いのこの道の所在をかくしている壁。壁への壁という、壁の語を重畳して問う屈折する

聞い方によ って そこに引きょせられる含意は多重でありえよう 。それら多重 な含意の交錯の構造を明らか

にしないまま残しながら、いまここで本文の結びにあたって、本文をふり返りながらもう一度それらの結

節の一点のみを強調していうことを許されるならば、主題に関してそれに認識論的にかかわる立場そのも

のについての反省がその要点である。一一傍観者と当事者のそれぞれの立場。真実の当事者の立場、それ

は、その当事者による主題の知が、分別ならぬ知が、実にそのまま同時に、その当事者の自己についての

知、あるいはむしろ自己の知というべき直接知に反転し、それらの知がいずれも深まっていく沈んでいく

のは、相互に、ともに照らし合い響き合つてのことがらにはかならぬような立場の岩てある。それを知る

こととして己を知る 。劇中にみた主役の切実な当事者の立場を、それを記述する筆者はいまここに、さら

にかような真実の当事者としてひきうけようとする 。 ( 己を離れ、己になりゆく) 当事者の知への自覚が、

いまわれわれに改めて求められているのではなかろうか。とりわけわれわれ建築家に、私なる建築家に問

われているのではなかろうか。 この一事に関しても到るべき道程は遠い 。遠い道を、ある詩人の内奥から

の発語とともに、われわれも、私も、あるひそやかな決意へと駆られて、真撃に( 真面白) に歩まなけれ

ばならぬ。一一あかあかと一本の道とはりたりたまきはる我が命なりけり 。

( たなか たかし 京都大小工学部建築系教室 ・助教授・工学博士)
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回各論

間仕切壁に要求される性能と選定法

斎 藤 実/ 佐 貫 久

1. は じ め に

建 物 は 人 間 生 活 に 最 も 密 接 し た 施 設 で あ る 。 こ の こ と は 通 常 の 生

活 に あ っ て 居 住 性 ・安 全 性 が 保 証 さ れ 、 地 震 ・ 火 災 等 に も 人 命 や 財

産 が 可 能 な 限 り 安 全 で な け れ ば な ら な い と い う こ と で あ る 。 こ れ は

美 的 で 、 あ る こ と 以 上 に 基 本 的 な 建 物 の 性 能 で あ る 。 ま た 、 建 物 を 作

る 場 合 は 許 さ れ た 費 用 の 範 囲 で こ れ ら の 性 能 に 見 合 っ た も の を 合 理

的 に 最 良 の 方 法 で 笑 現 さ せ な け れ ば な ら な い 。 す な わ ち 、 建 物 は 性

能 ・コスト ・施 工 性 の バ ラ ン ス の 上 に 成 立 す る こ と が 分 か る 。 建物

の 内 部 空 間 を 区 切 る 間 仕 切 に あ っ て は 、 最 も 複 雑 な バ ラ ン ス 関 係 に

あ り 、 そ の 良 否 が 建 物 の 良 否 を 決 定 す る と い っても過言でない。

表 2・1・1 建物の精進規定一 一防火地域、準防火地域内の建築制限( 法61 、 62)

地 》 ミ 二 規 反主ご
耐火建築物としなければならないもの

階 数 階数が 3 以上である建築物

防 火 地 域
延 ---.: 函 干責

( 階数にかかわ らず)

延べ面積カ' 100m' をこえる建築物

こ こ で は 間 仕 切 壁 に 要 求 さ れ る 性 能 に つ い て 説 明 し 、 多 種 多 様 な

間 仕 切 壁 か ら 最 も バ ラ ン ス の よ い 壁 を 選 ぶ 選 定 プ ロセ ス に つ い て 述

べる。

2  . 間 仕 切 皇 室 に 要 求 さ れ る 性 能

2  - 1  法 規 定

居 住 性 ・安 全 性 に つ い て 最 低 基 準 を 設 定 し た の が 建 築 基 準 法 で あ

り、そ の 主 な も の が 防 災 規 定 と 遮 音 規 定 で あ る 。 防 災 は 直 接 要 因 ・

火 災 成 長 ・伝 矯 ・拡 大 を 防 止 す る こ と が 対 策 であ り 、 建 築 基 準 法 で

は 建 物 の 構 造 制 限 ・ 防 火 区 画 ・内 装 制 限 等 が そ の 対 策 規 定 で あ り 、

間 仕 切 壁 が 最 初 に 受 け る 法 規 定 で あ る 。

簡易耐火建築物( または耐火建築物) としなければならないもの

階数が 2 以下て¥延べ面積が100m' 以下の建築物

階 数 階数が 4 以上である建築物( 地階を除< l 階数が 3 である建築物( 地階を除< )  

準防火地域
延 ---.: 函 積

( 階数にかかわらず)

延べ面積が1，5oom' をこ える建築物 延べ商積が500m' をこえ、 1，5oom' 以下の建築物

注) 準防火地域内では、 2 階建以下で、かつ、延べ面積が500m' 以下町建築物は木造とすることができるが、延焼のおそれのある部分を防火清造とする必要がある .

1  . 防火地域内では、延べ面積が5∞耐以下の平家附属家で外壁と軒裏とが防火清造のものは適用除外.

2. 防火・ 2慎防火地域内では、卸売市場の上家または機械工場で主要構造部が不燃材料でつくられたもの等は適用除外.

表 2・1・2 建物の精進規定一 一耐火塗築物または簡易耐火建築物としなければならない特殊建築物等 ( 法 27、 令115の 2 )  

耐 火 簡 易 耐 火 の 穐 別 耐火建築物としなければならないもの

簡易耐火建築物 ( または耐火建築物)

としなければならないもの

規 f築 その用途に供する階

用 途
(床面積にかかわらず)

その用途に供する床面積の合計 その用途に供する床面積の合計

劇場、映函館、演芸場
主階が l 階にないも の

客席床面積200m' (屋外観覧席の場

1  合は I ，Ooom' ) 以上

観覧場、公会堂、集会場
3 階以上の階

2  

病院、ホテル、旅館、下宿、共同住宅、寄宿舎、養老院、

3 階以上の階

2 階が300m' 以上( ただし、病院については、そ

児童福祉施政等

の部分に患者の収容施設がある場合に限る)

3  

学校、体育館、博物館、美術館、図舎館、ポーリング場、

3 階以上の階
2，OOOm' 以上

スキー場、スケート場、水泳場、スポーツの練習場

百貨庖、マーケ ット、 展示場、舞踏場、遊技場、キャパ

4  

レ一、カフェ一、ナイトクラブ、パ一、公衆浴場、 f寺合、

3 階以上の階 3，OOOm' 以上
2 階が500耐以上

料理応、飲食庖、床面積が10m' をこえる物品販売業を営

む庖舗

5  倉庫

3 階以上の部分が2∞m' 以上 1，500m' 以上

6  

自動車車庫、自動車修理工場、映画スタジオ、アレピス

3 階以上の階
150m' 以上

タジオ

7  

危険物の貯蔵場または処理場の用途に供するもの ( 施行
全部

令第116条の数量以上のもの)

表 2・2 防火区画に対する法規制

種 }j IJ  対 象 建 築 物 区 函 基
2相 通

用 除 外

函 主要情造部を耐火構造 とした建築物
床面積1，5oom' 以内に区画

防火区画された階段室、エレベーター昇降路( ロ

ビーを含む) 内の面積は、不問。

機

11部
床面積100m' 以内に区画

区

階

防火区画された階段室、エレベーター昇降路( ロ

上以

内装仕上げが下地とも不燃、車不燃の場合 床面積200m'以内に区画
ビーを含む) 、廊下その他の避難通路部分内の商品買

函

の分 内装仕上げが下地とも不燃の場合 床面積500m'以内に区画

は、不問。

竪 区
主要構造部が耐火構造で地階または 3 階以上に居室 吹抜け、階段、エレベーター易降路、ダクトスペー

内装仕上げ、下地とも不燃とした l 階から 2 階ま

のある建築物

ス、その他の竪穴を形成する部分の周囲を区画

たは l 階から地下 1 階のみに通ずる竪穴部分は、

穴 函

例外。

種異途用函区

一部が法24条各号 ・法27条 1 項 ・2 項各号のどれか 該当用途部分相互間およびその他の部分との問を区

に該当する建物
函
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また、住生活は本来プライパシーの確保が

基本であるが、近年の複合建物では必ずしも

十分とはいえず 、生活意識高揚と新工法の遮

音上の欠点を制限するために、昭和45年に遮

音条項が設けられた 。

以上、間仕切壁にとって第一に チェ ックす

るのは防災規定と遮音規定である。

2  - 2  耐火性能

建物は、立地( 防火地域 ・準防火地域) ・建

物用途( 事務所 ・ホテル ・共同住宅 ・病院等)

・規模( 階数・面積) によ って構造規定 ( 耐火

建築物 ・簡易耐火建築物) がある 。( 表 2・1参

照)

耐火建築物は主要構造部が耐火構造であり、

耐力壁は耐火構造でなければならない。同時

に耐火構造の床 ・壁で防火区画される必要が

あり、階段 ・エレベーターシャフト ・ダクト

スペース等も竪穴区画として耐火構造の壁で

区画される( 表 2・2 参照) 。 この耐火構造の壁

には耐火時間の性能面から、 1 時間耐火と 2

時間耐火が要求される 。 その要求範囲は、つ

ぎのようにな る。

1 時間耐火→最上階から数えて 4 の階数まで。

2 時間耐火→最上階から数えて 5 以上の階数。

耐火構造の壁は建設大臣が指定したものに

限られる( 令第 107条 )。 指定には一般指定( 建

告 示1675号) と個別指定( 建告示2999号) が

あり、個別j指定は耐火試験を行って指定され

たものである。一般指定のものを 図 2・1 に示

す。

一方、耐火構造規定 ・防火区画規定以外に

も、共同住宅 ・ホテル ・病院等の場合は、防

火上主要な間仕切壁として防火構造か耐火構

造の壁で区画されることと規定されている 。

防火上主要な間仕切壁とは建築主事の判断に

よるが、おおむね 2 - 3 室を区切りとするよ

うである。

防火構造の壁も耐火構造の壁と同様に建設

大臣の指定されたものに限られ、一般指定と

個別指定がある 。一般指定のものを 図 2・2 に

示す。

2  - 3  内装制限

耐火建築物は不燃化を目的に内装制限がさ

れ、廻り縁 ・窓台・床 ・壁を除いて防火材料

を使わねばならない。 内装制限の 内容は 表 2

• 3となる 。

防火材料には不燃材料 ・準不燃材料 ・難燃

材料の 3 種類があるが、いずれも建設大臣の

指定したものに限られる 。主なものを つぎに

示す。

不燃材料 : コンクリート ・鉄・アルミ ・ガラ

ス ・モルタル ・スレート ・ロック ウール ・グ

ラスウール ・不燃石膏ボード ( 通常厚さ 12mm

以上) ・石綿ケイ酸カルシウム板 ・ロック ウ

構器分

壁

被 覆 材 料

小径・厚き B 被覆・厚さ t

t昔 造
備 考

30 1  I  2  3  130 1  I  2  3  

グ7ff-7;rJ U B

鉄筋コンクリート造 t  非耐

鉄骨鉄筋コンクリート造 コンクリート 7  I  10 3  I  3  カ笠では

t  

2  cm以上

Em 梯 B
鉄骨コンクリート造 コンクリート 7  I  10 N I 3  

_ _ i  I  

鉄鋼モルタル N I N  3  I  4  

]コ t

鉄
ρ円札

造
鉄網パーライトモルタル N  I  N  3.5  

塗下地は

不燃材料
一寸 コンクリートプロ ック、

N I N  4  I  5  
れんが、石

コンクリートプロ ック造 コンクリートプロ ック、

てf f . #{dコB 無筋コンクリート造 コンクリート、れんが、 7  

れんが造、石造 石

鉄材で補強したコン 7

預τ7ττ 窃て言言房一註一一r:a 

コンクリ ートプロ y 夕、
リートプロック造、れ

れんが、石

5  I  8  4  I  5  

6，+ 6茸 B
んが造、石造

木片セメント板の両面に厚き 1cm以上のモ lレタ
:: :::::: ::::: f: : ヨ

8  

"'，<踊7 1
lレ塗

ムバ; 川 高温高圧養生気泡コンクリート製パネル 7.5 

ー___J，_ーーーーーーーーー

図 2・1 一般指定による耐火壁

断 函 下 地 等 被 積 等 そ の 他

占

二J亡 一 二 E工l山
軽量鉄骨

モルタル1. 5cm以上

¥」ラス下地 ?  

ラス

[ 亡;l叫 軽量鉄骨 モルタ J レ1. 0cm以上

木毛板またはラスポー または

て玄コ木毛板またはラスボード

ド しっくい1. 0cm以上

--ーーモJレタJレまたはしっくい

亡

仁 鉄板張 軽量鉄骨 モルタルに鉄板上張

、いえ; 、、、 、 “‘ 、 木毛板 しっくいに鉄板上張

木毛板

図 2・2 一般指定による防火壁

断 面 下 地 等 彼 現 等 そ σコ 他

ヘ盤 固!∞此

間柱および胴縁その

他の下I也を有しない
R C ' S R C ' S Cで

界iii
厚き 10cm以上

φｯ 金ｾ
11 モルタ J レ塗等

プロック造は肉厚と仕

上げの合計がIOcm以上
6，+品= 8孟! 日日

モルタル・しつれ二。一、二、Aー二プ二ラ二o ス、二溜。二hタニーヱ塗1 0  l  

両面に1 . 5cm以上の

5民L上
モルタル ・しっくい 厚きがIOcm以上の気泡、f 11 

- プラスターを塗っ コンクリート

たもの

φ 0  4ヰ: 11 11 

肉厚が 5 cm以上の コン

クリートプロ y ク

6，+6，孟50

二手二三間1叫

問主主および胴縁その

両面ラスモ l レタ J レ
他の下地を有する界

⑦20以上

大壁厚さ 130以上

壁

フス下地

そ

11 

両面ラスポード・し

11 :仁川 : EE亡t3山

っくい盤:l) 15以上

フスポド

3ノ2乙仁石石三綿こスうなボレーー江ドト ｾ ｬ＠ b紙A l d L  上

石こうポード⑦12以

上の上に、石綿スレ
11 

ート⑦ 4 以上貼った
下地の厚きが10cm以上

もの で、 2. 5cm以上のグラス

ζ 石綿スレートまたは石こうボード2位 石こうポード⑦12以

ウールまたはロ ックウ

一/ レを充填すること

立 口 広 仁 司 1∞U

11 

上または石綿スレー

ト⑦ 6 以上を 2 枚張

りしたもの

図 2・3 一般指定による遮音壁
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表 2・3 耐 火 建 築 物 の 内 装 制 限

当該用途に供する部分の床面積 の 合 計 内 装 制 限

その他 地上に通ず

参 照 法 令

用途. _ ' 造・規模区分
耐火建築物の 簡易耐火建築物 の建築 居 室 等 る主たる! 廊

場 合 の 場 合 物 の 場 下 、階段、

条 文

ぷ広ヨ弘、
通 路

① 

( 客席) ( 客席)

劇 場、映函館、演芸場、

400m'以 上 100m'以 上

観 覧 場、公会堂、集会場

② (  3 階以上) (  2 階 部 分) 不 燃 材 料 不 燃 材 料 129条第 1項

病院、ホテル旅館、下4昔、 300耐 以 上 300m' 以上 200m'  準 不 燃 材 料 準 不 燃 材 料 128条町 4 第1項

共同住宅、寄宿舎、養 老 (l OOm' 以内ご ( 病院は、 2 階 以 上 難 燃 材 料

院、児童福祉施設等 とに防火区画 に患者収容施設

されたものを がある場合に限

( 令 19条 l 項 1 号参照) 除 ( ) る) たた'し

③ 
3 階 以

百貨底、マーケ ッ ト、展 上 に 居

示場、キャバレー、カフ 室あ る

ェ一、ナイトクラブ、パ 場合は

一、舞踏場、遊技場、公 (  3 階以上) (  2 階部分) 200m'  天井は

衆浴場、待合、料理庖、 1，∞Om' 以上 500m'以 上 以 上 準不燃

飲食庖または物品販売 材 料 以

業を含む庖舗 ( 10m' 以 上

内を除 ( )

④ 

地 階 ・ 地下工作物内で
129条第 3項

任沼X診の用途に供する

全 部

128条の 4 第1項3号

もの

③ 
不 燃 材 料

129条第 2項

自動車車庫、岡修理工 全
部 準 不 燃 材 料

128条の 4 第 l 項2号

場

⑥ 
129条第 5項

無 窓の 居 室

金 部

128粂の 3の2

⑦ 0 階 数 が 3 以 上 で5∞m' こえるもの

不 燃 材 料

階数および規』莫による 0 階 数 が 2 でI ，OOOm' こえるもの

治 不 燃 材 料 129条第 4 項

もの 0 階 数 が 1 で3 ，0∞ m' こえるもの

難 燃 材 料

事{ 注ー 1) ( 学校、体育館を除< )

③ 宅 l階 数 が 2 以上の住宅で、最上

不 燃 材 料 129条第 6 項

火気使用室 住 階以外の階にある火気使用室

準 不 燃 材 料 128条の4第4 項

本( 注- 2)  住宅以外| 火気使用室は全部

100m'以内に防火区画された部分

不 燃 材 料

112条第 5項

準 不 燃 材 料

⑨ 
200m' 以内に防火区画 ( 乙 種防火戸を除 不 燃 材 料 不 燃 材 料

階 数 が11以上のも の <  ) された部分 単 不 燃材 料 準 不 燃 材 料 112条第 6項

( 下地とも ) ( 下地とも )

500m' 以内に防火区蘭 ( 乙種防火p を除 不 燃 材 料 不 燃 材 料

112条第 7項

<  ) された部分 ( 下地とも ) ( 下地とも )

100m' 以内に防火区画された部分

⑬ 200m'以内に防火区画 ( 乙種防火戸を除

不 燃 材 料 〔地 下 道〕

準 不 燃 材 料
128条の3 第 l 項3号

地 下 街 ( ) された部分

( 下地とも ) 不 燃 材 料 128条の 3 第5項

500m' 以内に防火区画 ( 乙種防火戸を除 不 燃 材 料 ( 下地とも )

( ) された部分 ( 下地とも )

( 注 1 ) ・⑦欄の規定に該当する建築物のうち、②欄の用途に供するもので31m以下のものについては②欄肉親定を適用。

(注 2 ) ・③欄の規定は、主要構造部を耐火栂造としたものについては適用きれない.

・⑨欄の規定て・は、 100m' 以内に防火区画された部分については、使用材料の制限は記されていないが、建築物の階数

および規機による⑦欄の規定が適用される.

・⑬欄の規定て・は、 100m' 以内に防火区画されよ部分については、使用材料の制限は記されていい、が、¢沼ゆ欄の用

途に供する節分については③欄の規定が適用される. また、⑥も適用されることに注意のこと.

・内装制限の適用をうける建築物の部分は、居室および居室から 地上に通ずる主たる廊下、階段そ の他の通路のl ' l およ

ぴ天井の室内に面する部分である. ただしq沼ゆおよび@ゆ欄の規定に歓当する建築物の居室内l ' l については、床面

からの高きが1 . 2 m以下の部分は適用きれない. ( 129条 1: 項および112条 6 項)

・内装制限の規定で、 2 以上の規定に該当する建築物の部分は、 一番厳しい規定が適用される .

・内装制限の規定は、スプリ ンクラ一政側、水噴霧機消火訟備、泡消火股備その他これに頬するも ので、自動式のもの

および第 126粂の 3 の規定に適合する排煙訟備を設けた建築物の部分については適用しない . ( 129粂 7 項)

・@ ゆ欄の規定について、スプリンクラー設備、水噴霧機消火剖輔、泡消火訟備その他これに鎖するもので、自動式の

ものを抜けた部分については、防火区画ql f，j i 而械が 21古まで緩和される 。( 112条 1 Jj'i) 

・3 階以上の附に居室を有する建築物の当該各用途に供する居室の天井の室内に面する部分の仕上げを、不燃材料また

は単不燃材料でしなければならない . ( 難燃材料は使えない )( 129条 l 項)

(昭和48年 8 月23日公示 49年 l 月 l 日より実施)

表 Ｒ ・ Ｕ 遮音ｾ定に必要な性能

掻動数( 単位へ" 1ルレ‘ ツyけ) I透 過酬 損 失 ( 単位デシベル

悶 I 20 

500 I  40 

不

2，∞o  50 

3 1l に担当する". t 抵は、 i 級. 2 級に包含されている向で. I J 晒する e. 曹はなも、.

壁装材の場合に限り、基材に以下の制限カ切Hわる ので注意。

・不燃石こうポーに輩不燃石こうボードー融不燃基材扱い.

・金属材料ー一防火性能は認められない.

注) 上leの表により評価されるものは、援単体の各振動数

に対する透過損失である. J  I  S 案による、室開平均

音圧レベル差に基づく D 値とは異なる.
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ー ル 吸 音 板 ( 厚 さ 9 mm以 上 ) ・炭 酸 マ グ ネ シ ウ

ム 板 ・吹 付 ロ ッ ク ウ ー ル ( 厚 さ l Omm以 上 )

i . I 主不燃材料 : 石膏ボード( J 写さ 9 mm) ・木 毛 セ

メント板

難 燃 材 料 ・ 石 膏 化 粧 ボ ー ド ( 厚 さ 7 mm) ・難 燃

合 板

塗 料 は 下 地 と 同 等 の 防 火 性 能 が あ る と 見 倣

さ れ る 。

壁 紙 を 貼 る 場 合 は 下 地 と の 組 み 合 わ せ で 所

定 の 性 能 を 低 下 さ せ る こ と が あ る の で 注 意 を

要 す る 。 壁 紙 の 種 類 と 下 地 の 組 み 合 わ せ に つ

いて、 表 2 ・4 に 示 す 。

2  - 4  遮 音 性 能

居 住 性 か ら 見 て 最 も 重 要 な 要 求 性 能 が 遮 音

性 能 で あ る 。 : i I ! 音 性 能 は 単 に 材 料 の み の 性 能

だ け で は な く 、 2 室 聞 の 位 置 関 係 、 壁 面 積 の

大 き さ 、 吸 音 性 に も 関 係 す る の で 、 設 計 時 に

は 十 分 な 配 慮 が 必 要 と な る 。

2 - 4 - 1  透 過 損 失 ( T L ) と 室 間 平 均 音 圧

レ ベ ル 差 ( D)

遮 音 性 能 を 数 値 で 表 示 す る 場 合 、 間 仕 切 壁

材 料 の 断 面 性 能 を 表 す も の と し て 透 過 損 失

( T  L ) が あ り、 2 室 聞 の 相 等比 較 表 示 と し て

室 開 平 均 音 圧 レ ベ ル 差 ( D) が あ る 。 そ の 関 係

式 は 下 式 と な る 。

D = T L - 10  lo g ? - A L  

S : 室 聞 の 間 仕 切 面 積

A : 受 音 室 の 吸 音 口

o L : す き 聞 か ら の 漏 音 、 他 の 部 位 か ら の

ま わ り 込 み 音 等 に よ り 効 果 が 下 が る 畳

上 式 か ら 見 て も 、 透 過 損 失 だ け で 評 価 す る の

は 良 く な い こ と が 分 か る 。 し か し 一 般 的 に は 、

D! : ; TL と し て よ い 。

2  - 4  - 2  法 規 制 ・遮 音 構 造 の 壁

施 行 令 第22条 の 「 長 屋 又 は 共 同 住 宅 の 界 壁

の 遮 音 構 造 」 の 項 に お い て 、 「 各 戸 の 界 壁 は

遮 音 上 有 害 な 空 隊 の な い 構 造 と し 、 小 屋 裏 又

は 天 井 裏 に 逮 せ し め な け れ ば な ら な く 、 か っ

次 の 構 造 と し な け れ ば な ら な いd と さ れ て い

る 。 す な わ ち 、 遮 音 構 造 の 壁 と し て 建 設 大 臣

が 指 定 し た も の に 限 ら れ る 。 主 な も の は 、 図

2・3 と な る 。

こ の ほ か 、 個 別 指 定 と し て 表 2・5 の 透 過 損

失 を 有 す る も の を 認 定 し て い る 。

2 - 4 - 3  j也 万 条 例 ・遮 音 構 造 の 壁

* 京 都 の 場 合 は 建 築 安 全 条 例 に お い て 、 ホ

テ ル ・病 院 ・ 苦 手 宿 合 等 の 用 途 に 供 す る 1. 5 主防i

に対しても、建築基i I ' ! 法 施 行 令 第 22条 の 適 用

を う た っ て い る 。 地 方 条 例 に 適 用 す る よ う 注

芯 : が 必 要 で あ る 。

2 - 4 - 4  J I S . 学 会 基 準

建 物 の 遮 音 性 能 を 評 価 す る た め 、 建 築 物 の

室 間 平 均 音 圧 レ ベ ル 差 の 等 級 と 、 適 用 等 級 が

J I S . 学 会 基 準 に 示 さ れ て い る 。 ( 図 2・4、 表
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図 2・4 遮音等級幽線

125 250  500 1000 2000 4000 

オクタ ープ帯域中心周波数( H  z )  

表 2・6 室間平均音圧レベル差に関する適用等級

適 用 等 級

建 築 物 室 用 途 部 位
特 級 1 級 2 級 3 級

(特別

( 標準) ( 許容)

( 最低

仕様) 限)

集合住宅 居
室

隣 戸 間 界 壁

D  - 5 5  D  - 5 0  D  - 4 5  D - 4 0  

H  界 床

ホ テ ル 客 室

客 室 間 界 壁

D  - 5 0  D  - 4 5  D - 4 0  D - 3 5  

H  界 床

業務上プライ パ

室 間 仕 切 壁

事 務 所 y を要求される D  - 5 0  D- 4 5  D- 4 0  D- 3 5  

室
テナント間界壁

学 校 普 通 教 室 隻 間 仕 切 壁 D - 4 5  D- 4 0  D- 3 5  D - 3 0  

病 院 病 室 (個室) 11 D- 5 0  D- 4 5  D - 4 0  D - 3 5  

プライパシを要

戸建住宅 求される場合の 自宅内間仕切笠 D  - 4 5  D- 4 0  D - 3 5  D  - 3 0  

寝室・個室等

2 ・6 参照)

2  - 5  重量要因

間仕切壁の重量が構造計画上問題となるのは、 S 造の場合であろ

う。通常、事務所ビルでは壁量は単位床面積当たり 0. 5- 1 .0壁 m' /

床肘てあり、積載荷重の中で処理されるが、高層建物の場合は、軽

量間仕切壁が大部分である 。壁が軽量であることは構造計画上有利

であるばかりでなく、施工中の揚量 ・運搬にと っても有利である 。

重量についてランク分けすると、つぎのようになる。

軽量系壁: (70kg/ m'以下 ) ボード系壁

中量系壁: (70- 150kg/ m') A  L  C 等成型品壁

重量系壁 : ( 150kg/ m'以上) R C壁 ・C 8 壁

2  - 6  耐層間変位性

高層建物では鋼精進が主体骨組みであり、強風 ・地震に対する層

間変位は大き く、仕上材に対する影響は無視できない。このため間

仕切壁にあ っても構造体と取り合う部分は、ルーズになるような工

夫がいる。 r高層建築技術指針」では間仕切壁について 、つぎのよ

うに推奨している

・層間変位1/ 400を受けた後も、健全で再使用できること 。

・層間変位1/ 300を受けた後も、仕上の補修を要する程度ですむこ

と。

・層間変位1/ 150を受けた後も、主要部が破損しない程度ですむ こ

と。

一般に、軽量系、 中量系間仕切壁で、は端部の工夫によって十分に

対処している 。

2  - 7  施工性

表 2・7 施工性チェック項目

1  . 乾式工法か湿式工法か。

2  労務工数は多くならないか。

3. 工期 ・工程がかからないか。

4. 配管の壁貫通が容易で仕舞しやすいか。

5 . 関口が容易に取れるか。

6  仕上の下地として十分に平滑か。

7  材料の揚重 ・運徹・仮置に問題はないか。

8  工事による廃材が少なく、汚れないか。

9. 取り付け後、特別な養生は不要か。

10. 材料の管理が容易か。

11 . 複雑な平面 ・意匠に適応できるか。

12. ダメ工事として残 った場合でも仕舞は容易か。

13 . 他の部位、異な った材料との取り合いは容易か。

施工するにあたって、品質管理しにくいもの、工期がかかるもの、

仮設が大がかりになるものは施工性が悪いといえる。主なチェック

項目を 表 2 ・7 に示す。

2  - 8  経済性

間仕切壁工事費は、建築工事費の約1 0 %内外である。決して小さ

くはなく、経済的で性能の良い間仕切壁を採用しなければならない。

間仕切壁の コストを比較して見ると、基本となるコンクリート壁モ

ルタル塗のコストを 100として、安価なものは40程度から高価なも

のは 200程度となる 。一般的な傾向はつぎのようになる。

・コンクリー ト壁 : 耐火・遮音性能が良い。

・コンク リートプロ γ ク壁: 安価だが耐火 ・遮音も良い。

・A L C壁: 高価ではないが、遮音が良くない。

・成型パネル壁 : 高価だが、遮音が悪い。

・中空壁 : 性能とコストは比例する 。

・可動間仕切壁: 高価だが、性能は良くない。

このことからも高価なものが必ずしも良い性能を持っているとは

いえないことが分かる。

2  - 9  その他、考慮すべき事項

前述の要求性能以外にも、間仕切壁設計にと って十分に配慮され

ねばならない事項がある 。以下に、そのいくつかを述べる 。

①壁厚に 問題はないか。

壁厚は部屋 ・廊下・階段の内法寸法、扉の見込寸法、埋め込み配

管の径等に関係する 。

②幅木 ・見切縁との納まりに支障はないか。

ボード系の壁に石の幅木は付かない。たとえば A L C の目地と見

切縁には隙聞ができる 。

③施工目地があるか。

ジョイント目 地、クラ ック誘発目地があっても意匠上の支障がな

し、カ‘ 。

④衝撃に対して強いか、安全か。

荷物の流通が激しい場所で廿衝撃に強い壁がいる 。子供がぶつか

ってもケガをしないか。

⑤補修が答易か。

キズ、汚れに対して補修が容易か。

⑥釘 ・アンカー・接着材などが使用可能か。

壁面に取り付〈装飾品 ・器具に対し釘 ・接着材が使用できるか。

3  . 間仕切壁の選定法

3  - 1  選定手順
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要 求 性 能 リ ス ト

間 仕 切 壁 リ ス ト

図 3・1 選定手順

ス ト に よ る 選 定 手 順 を 示 す 。 ( 図 3 ・1参照)

3  - 2  事 務 所 の 間 仕 切 壁

事 務 所 の 場 合 は 、 コ ア 壁 と 一 般 壁 に 大 別 で き る 。 構 造 種 別 に よ り

E量 系 ・中 量 系 ・ 軽 量 系 に す る か が 大 き な 選 定 要 因 と な る 。 基 本 的

要 求 性 能 は 表 3・1 となる 。

3  - 3  ホ テ ル の 間 仕 切 壁

要 求 条 件 を 設 定 し 、 そ の 条 件 に 合 致 す る 間 仕 切 壁 を 選 定 す る の は 、

条 件 の 複 雑 き ・ 間 仕 切 壁 の 種 類 の 多 さ か ら 見 て か な り 困 難 な 作 業 と

思 わ れ る 。 こ こ で は 、 事 務 所 ・ ホ テ ル ・共 同 住 宅 の 一 般 的 な 要 求 性

能 リ ス ト と 、 よ く 使 わ れ る 間 仕 切 壁 の 性 能 リ ス ト を 紹 介 し 、 こ の リ

ホ テ ル の 場 合 は 、 客室 聞 の 間 仕 切 壁 が 主 要 な 壁 で あ る 。 軽 量 系 で

耐 火 性 能 と 遮 音 性 能 の 良 い 壁 を 選 定 す る よ う に す る 。 基 本 的 要 求 性

能 を 表 3・2 に 示 す。

3  - 4  共 同 住 宅 の 間 仕 切 壁

共 同 住 宅 の 場 合 は 、 戸 境 壁 が 最 も 重 要 な 壁 で あ る 。 原 則 と し て コ

褒 3・1 事務所の要求性能リスト

ｾ＠ 求 性 自E

間

仕
耐 火 性 能 遮 音 性 能 内 装 制i F且

切

壁 耐力壁、防火区画壁 下 t票
特記

検 討 階 数 10 階 以 下 11 階 以 上

σ〉 P艮 古事

位

最上階から数内 同 左

レ レ レ 1500m'以下 100m'以下 200m'以下 500m'以下

世

，、，、 ，、4、・ ，、.、 防 火 区 画

えて 4 階以 5 階 以 上

J レ J レ J レ
面 積

スプリンクラーで 2 f音まで緩和、さらに強制排煙で内装制限なし

寺 務 室 一 事 務 子

同 テ ナ ン ト

不 要 1 時 間 2 時 間 D  30 D35 D40 居 室 1 HIJ 難 燃 以 上 難 燃 以 上 下地とも準不燃以上 下地とも不燃以上

同 上( 異テナント ) 35 40 45 

役 只 室 一 役 員 室 ↑  ↑  30 40 45 ↑  

!郎 下 居 室
30 35 40 

廊 下 側 i輯不燃以上 単不燃以上

機 械 室 ー 居 室
T  50 配 置 変 更 居 室 I f則 難 燃 以 上 維 燃 以 上

Ｇｲｲｴｾ草・コピー室ー居 室
35 40 45 

ダクトスペースー居室 ｾ＠ 40 45 50 

¥ 
階 段 室 ー 居 室

35 40 45 

廊 下 側 f悼不燃以上 虫駆不燃以上

表 3 ・2 ホテルの要求性能リスト

ｾ・ 求 性 能

間 面す 火 性 能 遮 音 性 古E 内 装 伽l ｾｒ＠

{士

切

防ー 防

耐力壁、防火区画壁

下t ? 様 特 (

検討階数 ! o 階 以 下 11 階 以 上

壁

17) 

火般 火 限ジ 準 記特

区間 上問

ネ
100m'  1500m'  100m'  200m'  500m'  

位

函{ 土 主{士

最上階か 同 左 レス レ レ別

防商火区積画
以 下 以 下 以 下 以 下 以 下

置 ら数えて 5 階

オ1

内切

要な胡壁

ベテ
，、.、

ベヨE

4 階以内 以 上

の壁
ルと J レ

J レ、J

スプリンクラーで 2f 告まで緩和、さらに強制排煙で内装制限なし

室 ｾ＠ 室 不安 布防以陣上造火 1 時間 2 時間

( 東京都は遮音構造規定あり )

客 室 側 制限なし 難 燃 以 上 錐 燃 以 上

下 地 と も 下 地 と も

答

D3 5  I  D4 0  I  D5 0  

準不燃以上 不 燃 以 上

ドアを除いた壁のみについて 客 室 1則

答 室
廊 下

40 として

35 40 前室々l置
廊 下 1則 ↑  準不燃以上 準不燃以上

パスルームーパスルーム 35 40 45 客室開IJ に準じてよいが、むしろ結露水に対する耐水性が要る

答 室ーパスルーム

¥ 

------

ｾ＠ 20 25 30 客 室 1則 制限なし 雛 燃 以 上 錐 燃 以 上

¥ ¥ 

o  s を除いて 廊 下 1則 準不燃以上 準不燃以上

廊 下 - p ・ 5

35 40 P  S  f則 あまリ 問題ないが、区画壁画己管貫通部は不燃化すること

客室に E ・V. 、機械室を隣接さ

居 室 1則 難 燃 以 上 錐 燃 以 上 ↑  

他 ↑  ↑  

せてはならない
通 路 1別 Li

¥'l'1- 燃以上 | 準不燃以上|

表 3 ・3 共同住宅の要求性能リスト

仕間

望書
;j( 性 自E

切壁

画立 火 性 能 遮
2E2， E  

性 能 内 装 制| 限

σ〉

最上階から数 最上階から数

下レ 保レ 特レ

10階以下 100m' 11階以上 100m'

位

，、.、

'" 

r 、ー、-

置

えて 4 階以内 えて 5 階以上

ｾｒｉ レ 準J レ Jeノレ

以下住戸内 以下住戸内

( 遮音精進規定あり )

隣戸間界笠( 戸境壁) 1 時 間 2 時 間

5  I  D5 0  I  D  

内装結lJ 阪なし 費 量 燃 以 上 コ ンクリートｾがよい

寝室ー寝室( 同一住戸内)

一-----
-------

40 巡行対策は ｾｬ ｪｉ入等の緩衝室で計画
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る。その他、つぎの要点について計画が必要となる。

・他の部位の作業または設備作業との関係

・材料発注から納期までの必要日数

・材料の仮置き ・揚重 ・運搬

認定壁の施工について

耐火構造、防火構造、遮音構造の認定壁は、断面の詳細はもと よ

り施工業者、材料メーカーまで指定されているので、それ以外によ

る施工では認定外となる。似て非なるものでは恩わぬミスが発生す

る。事前に十分比較検討しなければならない。

4  - 3  欠陥の出やすい部分と対策

ンクリート壁となり性能は安定しているが、 G L工法を行う場合は

遮音性能が低減するので十分に注意したい。基本的要求性能は 表 3

・3 となる。

間仕切壁リスト

よく使われる間仕切壁の性能リストを 表3 ・4に示す。

3  - 5  

4  - 2  

4  . 施 工 上 の 留 意 事 項

4  - 1  施工計画

選定された間仕切壁の性能が十分に発揮されるためには、入念な

施工計画が必要である。とくに施工図の段階では、他の部位との取

り合い、関口音I1、配管についての詳細を決めておくことが大切とな 遮音への配慮4 - 3 - 1  

間仕切壁リスト(その 1 )  表 3・4

重 量

k g/  

耐 H

182 

220 

138 

176 

133 

171 

190 

228 

244 

292 

340 

372 

200 

248 

296 

328 

195 

243 

291  

323 

251 

299 
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379 
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E
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A
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峨

一

時

』

1

2

1

2

1

2

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

む

惚

A

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

壁

(  1=100) 片 面 左 官 仕 上

(  1=150)  11 

(  1=100) 片 面 G L仕 上

(  1=150)  11 

(  1= ω 0) 両面木綱縁下地ベニヤ貼

( 1=150)  11 

(  1=100) 片 面 左 官 片 面 G L

( 1=150)  11 

軽量 R C { I =120) 片 面 左 官 仕 上

( 1=150)  11 

( 1= 180)  11 

( 1=2oo)  11 

( 1=120) 片 面 G L 工 法

( 1=150)  11 

( 1=180)  11 

( 1= 200)  11 

( 1=120) 片面木胴縁下地ベニヤ貼

( 1=150)  11 

( 1= 18O)  11 

( 1=2∞)  11 

( 1=120) 片 面 左 官 ・片 面 G L

( 1=150)  11 

( 1=180)  11 

( 1=200)  11 

切仕関

0

0

0
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0
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0
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A L C壁

A  L C { I =  75) 化粧前

( 1=100)  11 

( 1 = 125)  11 

( 1=150)  11 

( I =  75) 両 面 左 官 簿 塗 仕 上

( 1=100)  11 

( t =125)  11 

( 1=150)  1/ 

( t =  75) 両面木腕縁下地ベニヤ貼

( 1=100)  1/ 

( 1=100)  / 1ベニヤ⑦ 6 ，G W⑦25入

( 1=100)  1/ F  B⑦6. 3"占

( 1= 100)  1/ F B⑦6.3貼G W⑦25入

( 1= 1∞)  1/ P  B⑦12F B⑦6  GW25 

A  L  C  

中空壁 ( 1=75X 2) 化粧積(空気層50)

(  1/ )  1/ ( I/ GW2 5)  

A  L C { I =  75) 片 面 左 官 薄 塗 仕 上

( I =I OO)  1/ 11 

( 1=125)  11 11 

( I =  75) 片面 L GS 輪組 P B⑦9貼

( 1= 100)  11 11 

( 1= 125)  11 11 

( I =I OO)  11 11 GW5 0  

( 1=  75) 片面鋼板岳氾 8

( I = IOO)  11 

( 1=125)  1/ 

( 1= 1∞)  1/ /1 
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普通コンクリート現場打壁

普通 R C { I =120) 打 放

( 1=150)  1/ 

( 1=180)  11 

( 1= 2∞)  11 

( 1=120) 両 面 左 官 仕 上

( 1=150)  11 

( 1=180)  11 

( 1=2∞)  11 

( 1= 120) 両 面 G L 工 法

( 1=150)  11 

( 1=180)  11 

( 1=2∞)  11 

( 1=120) 両面木銅縁下地ベニヤ貼

( 1=150)  11 

( 1=180)  /1 

( 1=2∞)  /1 

普通 R C { I =120) 片 面 友 官 仕 上

( 1=150)  /1 

( 1=180)  /1 

( 1=200)  /1 

( 1 = 120) 片 面 G し工法

( 1=150)  /1 

( t =180)  /1 

( 1=200)  /1 

( 1=120) 片面木銅線下地ベニヤ貼

( 1 = 150)  11 

( 1= 180)  /1 

( 1=200)  /1 

( 1= 120) 片面左官 ・片 面 G L

( 1= 150)  /1 

( 1=180)  /1 

( t = 200)  /1 
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軽量コンクリート現場打壁

軽量 R C  ( 1=120) 打 放

( 1=150)  11 

( 1=180)  /1 

( 1= 200)  1/ 

( 1=120) 両 面 友 官 仕 上

( 1= 150)  /1 

( 1= 180)  11 

( 1= 200)  11 

( 1=120) 両 面 G L 工 法

( 1= 150)  11 

( 1= 180)  /1 

( 1=200)  11 

( 1= 120) 両面本胴縁下地ベニヤ貼

( 1=150)  11 

( 1= 180)  /1 

( 1= 200)  /1 

。

GW2 5  

軽量鉄骨下地乾式中空壁

L G S軸組ケイカ ル板⑦25 (ニ チ ア ス )

1/ 遮 P B⑦ 9 ( E  L  D遮 09 )  

/1 11 ⑦12(  E  L  D 遮 12 )  

11 11 ⑦15(  E  L  D遮 15 )  

/l G W⑦50 11 ⑦12(  E  L  D遮 G15)  

L G S 軸 組 P B⑦ 9 ( E L D0 9 他)
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コンクリートブロ ック壁

C  B { C 種 1= 1∞) 化粧積

(  1=150)  /1 

(  1=100) 両 商 左 官 仕 上

(  1= 150)  11 

(  1= 100) 両 面 G L 工 法

(  1= 150)  1/ 

(  1= 100) 両面本調縁下地ベニヤ貼

( 1=150)  /1 



おわりに

間仕切壁の種類は多種多様で数百種に及び、いずれもそれぞれの

特色 と性能を保有している。その使用状況や開発経緯を振り返ると、

その良い特色や性能が分かつてくる。設計においても、 施工するに

あたっても 、その間仕切壁に対する 理解が、より良い設計 ・施工に

つながると考える。ここに紹介した 内容が読者の研究の足がかりと

なれば幸いである。

参考図書

二階 盛 殻 計 ・施工笑務のための間仕切壁の選び方とデータシート、鹿島出版会

日本建築学会編 : 建築物の遮音性能基単と段計指針

( きいとう みのる 鹿島建般株式会社建築技術部技術開発課長)

さ ぬ き ひ さ し 向上 大阪支底建築部技術課/

- 遮音上重要な壁は床か ら床ま でとし 、天井裏 もふさぐ必要があ る。

・床と の隊問、柱 との隙間 もシールすること 。

・コンセ ン トに よる断面 欠損部は分散 させるこ と。

・振動する ダク ト、配管の貫通は絶縁する こと。

4 - 3 - 2  強度・亀裂への配慮

・ボード 系の壁ではサ ッシュ 用補強骨組みを取 り付けること。

・パネ ル系の壁では関口 が集中する と弱くなる。補強するか関口 を

分散させるこ と。

・塗壁では下地の変化する 部分で亀裂が入る。目地を取り 付けること。

・ボー ドの 目地、組積下地への塗壁には亀裂が入る。ク ロス貼りな

どカf よい。
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耐火性能

認: 時

迄 j且

LGS醐 K1CS- B片面限パ州 K1CS- B片パヰ) 1 0 :  2  

11 11 片面コテ仕上 (K1CS- B片仕上) 1 0 :  2  

L GS柚組ラス下地モルわゆ30以上( 掛 層 ⑦ 柵) 10 :  2  

"  n  ⑦泊以上(空気層⑦l曲以上) 10  

"  ラスボードプラスター⑦15以上(霊質問l個以上11 0

H  ラス下地モルタゆ似1 : ( 掛酌叫辻) 1 0  

壁

経 量鉄骨 下 地片 面 仕 上壁

L GS 輪組片面 P B⑦ 9

11 11 P  B⑦12 

11 11 P B⑦15 

L GS 紬組片面ケイカル叡⑦12

11 11 ケイカル極⑦25

L GS紬組片面 F B⑦ 4

11 11 F B⑦6.3 

L GS軸組片面 P B¥D9・ P B⑦ 9 (マンテン他)

11 11 P  B⑦9・P B⑦12 (  n  )  

1/ 11 刊 の 刊 の2 ( 1 1  )  

L GS紬組片面遮刊の ・遮 月 ⑦9 (  11 )  

11 11 遮PB⑦9・進 P B⑦12( 11 )  

11 11 遮PB⑦12・進P B⑦12( n  )  

11 11 進PB⑦15・遮 P B⑦15( n  )  

L G S輪組片面ラス下地モルタル

11 " ラス下地岩綿モルタ 11⑦25

11 11 ラスボード⑦9 プラスター

11 11 ラス岩綿モルタル縦割 6

I1 11 ラλ 岩綿モルタルプラスター塗
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L G S 軸組 P B⑦12 ( E L D12 他1

1/ G W⑦ 50 1 / ⑦ 9  ( ELDGW09他j

" "  11 ⑦12( ELDGW的冊。

LGS岨 PBOI 2ピス止P吻社貼慎重NS. PW22)  

n  G噸 5P吻 2ピス止PBOI 2n( 空気即∞批j

L GS紬組PB⑦9ピス止 PB⑦9 11 (E L D似四)

n  9  n  12 川 ELDI209)

n  1 2 "  12 "  (E L  0  1212) 

"  1 5 "  15 "  (1515ピス止)

コンクリート石膏石錦岩綿系パネル壁

S F R C( t =65)  両 面 直 仕 上 10 :  2  

S F R C中空壁( t =40X2) 1/ 1 0 :  2  

1/ ( GW入 t =40X2) 1/ 1 0 :  2  

1/ ( GW入 t =40X2) 両 面 P B貼 1 0  ｾ＠ 2  

サーモニーパネJ レ ( t = 60) 両 面 直 仕 上 10 :  2  

尤一手ニ王室 ( t =30X2) 1/ I  0  ｾ＠ 2  

P  M ラ イ ト ( t =l oo) 1/ 1 0 :  2  

1/ Ｈ ｴ ］ ｬ ｯｯＩ 両面白げ ｮ 強 ｾｯ 1 0 :  2  

サ ー モ ニ ー 板( t= 70) 両 面 直 仕 上 1 0 :  2  

7 イ カ ラ イ ト ( t= 70) 素 地 10 :  2  

4イ主ライ占 ( t =35X2) 1/ ＱＰ ｾ＠ 2  

ア ス ロ ッ ク ( t =60) 1/ 1 0 ! 1  

1/ ( RW 入 t =60) 1/ 10 : 2  

パートレ ックス ( t = 65)  1/ ＱＰ ｾ＠ 2  

ZJ ート与 Y クゑ ( t =40X2) 1/ 10 !  2  

スパンヲリー下( t = l oo) 1/ 10 :  1  

LCS幽 P吻 2クリ ップ止PBの社以姐NS回開 2) 1  0  ｾ 防火 ＱＰ

H  連PBO9? リ げ よ 即 時 油 ( K1LDI :Il9) 1 0 :防火

n  n  12 11 12 n  (K  I  LDI212)  1  0  :防火

"  n  15 11 15 H  (K  I  L  01515) 1  0  :防火

刊 時 時 間 ⑦97'1川 崎PB⑦12上貼(K1  LD- GWI 3l91  1  0  :防火

• "  12 '  • 12 川 K I  LD- CWl 212)  1  0  :防火

LGS縦 前PB(j) 5クリ ップa持PB! ! 社J Ij . . 汁ンGXI 日51 1 0 : 1  

LC論組ケイカ岨X l 3?') ップ'.Ji1，}P地上紙 K1 LDF- 2) 1  0 :  2  

LG治組ケイ制板X l 2ビス止ケイ制板xl 社貼( ニチ1 A)1 0 :  2  

・ω(/JfJ n  n  ( ニチ17- ) 1 0 : 2  

L G S 純 組 F B⑦ 4  

1/ 1/ O6 .3 

ノンスタ ッドウ本ール P時) 2 PBQ'J 2( 朝日木工)

間仕切壁リスト ( その 2 )  

墜切仕

表 3・4

間

50 

45 

A

H

V

F

、u

p

h

j
v

n

H

V

F

内

U

5

4

5

5

5

 

A  

A  

A  

ロ
υ

ロ
u

n

u

ロ
υ

A

A

車重量鉄骨下地I1式中空壁

LCS胤ラス下地モルタJl(ll 似上 ( ECONY- M) 1  0  :防火

n  "  岩緋モルタ JL(ll! 5 ( ECONY- K I  CS 回1 0 : 2  

w  片面ラス下雌恢J v? J L(ll! s片面ラ11ff-m |oi  2  

ラス貼ヒル石プラスターの5( ECONY- K I  CSA)I  

印刷ラスト rO9ラス断膏プラA! -o18.5(U NS-PI 1 0 :  1  

"  ヒル石プラスタ。旬(EC側予 Pヒル石I 1 0 :  2  

'  ラストト⑦9? 'i7プ助プラスト⑦却(ECONY-P砂プラ11 0 :防火

LGS軸組ラスボード⑮ピス止石膏プラスター⑦'15・空質的岨 1 0 :防火 1 0

n  K  1  CS-B片面7 ラ7- 1- 量(K1  CS・B片プラ ) 1 0 :  2  

( 記号の見方)

法認定性能・.. .. . 耐火性能 ( 法 2 条の 7 ) ・(令107条) 、遮音性能( 法30条の 2 ) ・( 令22条の 2 ) 、防火性能は内装備l限( 法35条の 2 ) 等に適合する防火性能を扱う。

耐火性能・ .... .0印は法認定済を示し、数字は既定耐火時間を示す. r妨火」は防火構造( 法 2条の 8 ) ・(令 108条) 認定所を示す.

遮音性能..... .0 印は遮音精進法包定済を示し、 D11直は学会遮音等級曲線に相当した値を示す. T  L125 ・T L500の値は、 125Hz と500Hzl こおける透過損失 ( d B ) を示す.

防火性能 A - E はつぎの内装制限に適合を示す.

A : 下地とも不燃、 B ・下地とも単不燃以上、 C 単不燃以上、 D 難燃以上、 E : 内装制限なし .

( ただし、 A の材料は B 以下に適合する ことはもちろんである. B  .  C  .  0 の材料についても同じ)

量 ー ー Ｎｾ車内単位面積重量を示すＮ重
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回各論

間仕切壁の種類と材料

建物内の視線をさえぎり、室の独立性を保つ空間を仕切るもので、

遮音または防火区画を造るために固定して設置されたものが本来的

な間仕切壁であるが、収納家具、凡帳、ふすま、カーテ ンなど移動

または可動するもので、簡易に内部を仕切るために用いられるもの

も広い意味で間仕切壁と呼ばれているようである 。

このように、間仕切壁は、仕様する目的によ って、種類、構造、

工法が多岐にわたり、これを繕成する材料も多種多様である 。

可 動 間 仕 切 壁

建物の内部空間に間仕切として取り付けるもので、取り付けが簡

単にできるものであり、分解、移設、再使用が可能であるものをい

う。可動間仕切壁には、ふすま、アコーデイオンドア、スライデン

グドア、シャ ッタ一、可動間仕切に収納の機能を持 った収納可動間

仕切、収納間仕切ユニ ッ トなどがある 。

(a)可動間仕切壁 空間の仕切り方には 図 1 のように、密閉形、 パ

ネルまたはスタ ッ ドなどの部分にらんま、がらりのイ寸いているオー

プン形、衝立形の三つがある 。 またスタ ッ ド状の ものが表面に表れ

るものと表れないものとがある 。

/ (ネJレ 対之どパネル

｣ＺＺＺ三己口ｾ玉一 図 1

口
密閉形 オープン形

LL 
J ぐネJ レ J て才J レ

c:sc:壬t
見えが治、リ

構成部品として使用される材料の種類は以下の通りである 。

- スタ ッ ド: アルミニウムスタ y ド、スチールスタ ッド。

・木質系パネル 木さん、合板など。

・スチール系ノ f ネル . 銅製さん、化粧鋼板、ほ うろう 鋼板など。

・アルミニウム系ノ マネル: アル ミニウム形材、アル ミニウム板など。

・石綿スレート系ノ マネル: 石綿スレート、石綿けい酸カルシウム板など。

・石綿セメント系ノ マネル・石綿セメ ントけし、酸カルシウム板、ガラス繊維強

化セメント板、パルプセメ ント板など。

・せ っこっ系ノ マネル: せっこうボードまたはガラス繊維せ っこう板など。

(b)ふすま 木材の組子を骨とし、その両面に紙を張 った伝統的な

和ふすまから、工業化製品を主要材料としたふすまに移り、多種類

のふすまが開発されている 。ふすまを構成する材料による製品の呼

称、特長にはつぎのようなものがある 。

・組子ふすま ( 和ふすま ) :  ;芯に木材の組子を使い、組子の聞が中空のもの。

・単キ反ふすま: 芯に木材の組子などを使い、組子の両面に厚さ 1 - 2  mmの単

板を接着したもので、比較的重量がある 。

・段ボールふすま: 木材組子がなく、芯に段ポールを使用したもので、断熱

性を高めたり吸湿による変形を防止するために段ボールの両面にア ルミニウム箔

を張ったものがある 。機造上から ふすま紙の張り替えにやや問題がある 。

・ペーパーコア ふすま: 芯にペーパー コアのみを使ったもの、または、木材

の組子を 荒自に組み、組子の聞にペーパー コアを併用 し、その両而に形紙 または

単板を接着 したも ので、幽げ強度が比較的大きい。

・発』玄うプラスチ ックふすま: 芯に発ぽうプラスチ ックを使い、その両面

に紙を張ったもので、断熱性にす ぐれているが、加熱によ って燃焼する場合、発

煙量が多〈、プラスチ ックの種類によ っては有害ガスを発生するも のもある .

・グラスウールふすま: 芯にグラスウール成形板を使い、そ の両面に紙を張

ったもので、仕上げ材料の組み合わせによ っては他のふすまよりかなり不燃性で

ある .

ふすまの縁材には、木材、アルミニウム合金形材、硬質塩化ピニ

ル樹脂形材などが使用されている 。

ふすま紙には、紙製のほかに布クロス、ビニルクロスなどがある 。

芳 賀 義 明

ビニルクロスを張ったものは、湿度による変形やそりは生じにくい

が、温度差のある場所においては結露を生ずることがある。

和ふすまに対して、和ふすま以外のこれらのふすまを量産ふすま

と呼んでいる 。量産ふすまの特長は、和ふすまに比べて、重量、曲

げ強さ、衝撃強さが大きい 。 しかし、ふすま紙の張り替えは、構造

上和ふすまより困難である。

(c )折たたみ式間仕切 障子やふすまにかわる可動インテリア間仕

切で、木製ノ マネル、硬質塩化ピニルパネルなどを丁番、ビ ニルヒン

ジなどで接続したものまたは布を張って連結したものを、ベア リン

グ入りランナ一、ハンガーレールなどを使用して開閉するものであ

る。 この間仕切の大きさは、高さ 250cm- 400cm、幅180cm- 600cmが

標準である 。

(d)住宅用収納間仕切ユニット 室空間に用いられるもので、食器

棚、書棚、飾り棚などの家具機能と衣服だんすおよび寝具入れとし

ての収納機能とをも った間仕切壁で、使用材料と組立精度によって

は気密および遮音性能の高いものが期待できる。

収納間仕切壁の構成には、箱を積み上げる方式とパネル組立式と

があるが、バリエーションに富んだパ ネルのノ ックダウン方式が、

大勢をしめている 。ユニ ッ トに使用きれる材料は、木質系と金属系

とがあるが、木質を金属で補強したものが一般的である。また、 ユ

ニ ッ トの表面は、容易に更新することができないので、耐汚染性、

耐湿性がなければならない 。

収納間仕切壁に使用される材料は、つぎのとおりである。

・木材: 製材の日本農林規格に規定するもので、含水率は 15 %以下。

・合板: 普通合板の日本農林規格に規定する 2 類以上。

・化粧合板: 特殊合板の日本農林規格に規定する天然木化粧合板、特殊加工化

粧合板の F Wタイプ以上。

・繊 維 板 : J  1  S  A  5907 (硬質繊維板) に規定するものおよび中比重のファイ

パーボード。

- ノマーティクルボード : J  1  S  A  5908(化粧パーティクルボード ) に規定す

るも の。

・合成樹脂化粧板 : 合成樹脂フィルムまたは J 1  S  K  6903 (熱硬化性樹脂化

粧板) に規定するもの。

・合成樹脂成形品- 該当する J 1  S に準拠するもの。

・ステンレス鋼板 : J  1  S  G  4305 (冷問圧延ステンレス鋼板) およびJ 1  S  

G  4307 (冷間圧延ステ ンレス鋼帯) に規定するもの。

・鋼 材 J I S G  3101 (一般構造用圧延鋼材) に規定するも の。

・鋼 板 J I S G  3131  (熱間圧延軟鋼板および鋼帯) および J I S G  3141 (冷

間圧延鋼板およ び鋼衛) に規定するも の、およびこれを母材にして J I Sに規定す

る表面処理鋼板。

- アルミニウムおよびアルミニウム合金板 : J  1  S  H  4∞o  ( アルミニウ

ムおよびアルミニウム合金の板および条) およびJ 1  S  H  4100 ( アルミニウムお

よびアル ミニウム合金抑出形材) に規定するもの。

・せ っこうボード: J  1  S  A  6901 (せっこうボード) に規定するもの。

・石綿スレート: J  1  S  A  5403 (石綿スレート) に規定するもの。

・けい酸カルシウム板 : J  1  S  A  9510 (けい酸カルシウム保温材) に規定す

るも の。

以上の規格のほかの材料は、該当 J 1  S に規定するものと同等以

上の性能でなければならない 。

(e)収納家具による間仕切 専用の機能を持つ単品家具を組み合わ

せて使用することによ って間仕切を形成するものであるが、密閉性

を主眼としたものではない。したがって収納間仕切壁のような気密

性や遮音性を期待しないものである。
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表 1 モデュール呼ぴ寸法 表 2 耐 火 性 能 区 分

間 口 奥 行 高 さ

方 向 方 向 方 向

400 200 400 

300 500 

モ 600 400 600 

デ 800 450 700 

ニL 900 600 800 

1，∞o  900 

J レ 1，000 

呼 1，200 1，200 

ぴ 1，500 1，400 

寸 1，500 

法 1，800 1，600 

1，800 

1，900 

2，200 

壁

建築物の部分

外 壁

非 耐 力 墜

間 仕 柱 床 は り 屋 般 P皆 F支

延焼のお 延焼の

切 壁 耐力星章 それのあ おそHy' )

る部分 ある部

建築物の階数
E  

分以外

の部分

イ 鉄筋コ ンクリート造または

最上階か ら数えて

1 時間 1 時間 1 時間 30分 1 時間i 1 時間 1 時間
鉄骨鉄筋コ ンクリート 造

0 - 4 までの階 ロ 無筋コ ンクリ ー ト造、れん

が、石造またはコ ンク リー ト

プロ ック 造

ハ 鉄材によ って補強されたれ

最上階から数え て

2 時間 2 時間 1 時間 30分 2 時間 2 時間 2 時間 30分 んが造、石造またはコ ンク リ

5  - 14までの階
ート プロック 造

ニ 鉄造

ホ イから ニまでの もののほか

最上階から数え て

建設大臣がこれ らと同等以上

2 時間 2 時間 1 時間 30分 3 時1111 2 時間 3 時間
の耐火性能を有すると iaめて

15以上の階

指定するも の

1  耐火情造は、 通常の火災に上欄の時間!以上耐えるものとして建政大臣の指定した精進

建駁省告示第1675号 ( B1I 39 . 7  .  10)、告示第2999号 ( 昭44. 5.  31)、告示第3513 - ( 昭40. 12. 28- ) 参照

2  階数が 3 以下で延面積が I ，OOOm' 以下の建築物 (法別表第 l (l) 榔ー) 、側、回、( 村項の用途のものは除外) は別に建設大臣が指定す

る精進. 迎Z生省告示第1675号( 昭39. 7 .  10) 第5 著書照

表 3 間 仕 切 壁 の 耐 火 構 造 (1)
( 単 位cm)

構 造 被 覆 キオ 料

小径・厚さB 被覆・厚さ t
備 考

30 1  2  30 1  2  

F 2ヂやB

鉄筋コンクリート造

コンクリー ト 7  10 3  3  

で珍ー万三二 鉄骨鉄筋コ ンクリート造

酬 や
鉄筋コ ンクリート造 コンクリート 7  10 3  

)  0  0  0  J B  

J  1  S  A  6511 ( 空胴プレ

ストレストコ ンクリート パ コンクリ ー ト

12 

ネル)

10 15 

コンクリート比

軽量気泡コ ンクリート パネ 気泡コ ンク リー ト
8  

.  . .晶， 色ー・ー' .'一・
重0. 6B  

J レ 防せい処理 した鉄筋 10 

鉄筋かぶ り2. 5

溶接金網入り軽量コ ンクリ コンクリート

6  12 

コンクリートか

.. • .. ' ，'  ..' 
ート パネル 粒状発ぼ うポリスチレ ン

き比重1 . 26

・ ・ー ・' 晶- ー晶 ー

シフスセメ ン ト

両蘭ガラス繊維補強セ メン ト板張り シラスセメント発ぽう体パネル 6. 7 発ぽ う体の比重

・.ー-・-ーー・・
0. 6 

議表コB

中ｾ鉄筋コ ン クリート製 パ ネ ルの 中空部に パ ーライトモ ル タ ル または 気 泡コ ンク リ
12 

ートを充てんしたもの

厚き ( 肉厚1. 4) 6  

J口日[ J B

石綿セメント押出し成形板

成形板の空胴部にかさ比重0.23のロック ウール を充て

( 空胴 ) 6  

fbー肉
んした

℃〆ノンコB

コンクリートプロ ック造、

無筋コ ンクリート造、 コンク リートプロ ッ夕、コンク リ- ｾ，れんが 、 石 7  

れんが造、石造

高温高圧蒸気養生した軽量コ ンク リート製パ ネル ( A L C)  7. 5 

石綿けい酸カルシウム成形板
7  比重0.4

石綿けい酸カ ル

両面化粧鋼板 ( 厚さ 0.08) 張り石綿けい酸カルシウム板 5  6  シウム板の比重

0. 5 

鉄材で補強したコ ンクリ ー

ＯＯ， 、ｾ弘 ｖ ノ ､ｌｊｙ､ｨｊＴｲｻ ー ＭＭ ｴ ｨやA  
トプロ ック造、れんが造、 コンク リー トプロッ夕 、れんが、石 5  8  4  5  

b，+ b，= B  
石造

石綿けい酸カノレ

石綿けい酸カルシウム板( J 享さ 3. 4) をスペーサーにして 、この両国に亜鉛め っき

6  1. 2  シウム板のかさ

鋼 板 ( 厚き 0.08) 張り石綿けい酸カルシウム板 ( 厚さ 1. 2) を張ったも の

.・ ........ ... •.•. ・ 比箆0.7

抗火石組積壁 (鉄筋補強)
10  

抗火石のかさ比

重0.8- 1. 5

30 



家具の種類にはつぎのようなものがある。

・衣服用 洋服だんすや盤理だんすのような収納機能を 有するもの。

・食器用: 食器戸棚や茶だんすのような収納機能を有するもの。

防火区画を構成する間仕切壁は、非耐力壁ではあるが、その目的

と役割からして、耐力壁と同様に固定されたものでなければならな

い。 こ の ように、建築基準法に基づいて防火区画を構成する閑仕 切

壁 を 固 定 間 仕 切 墜 と い い 、 簡 単 に 分 解 、 移 設 や 可 動 す る も の で 、 建

築基準法の制約を受けない可動間仕切壁と分類される。

・書籍用: 本箱や嘗槻のような収納機能を有するも の。

・複 合 用 : 衣服用、食器用、書籍用のいずれかをそれぞれ組み合わせたも の。

家具のモデュール呼ぴ寸法は、 表 1 の とおりである 。

収 納 家具 に使 用 さ れ る 材 料 は 、 家具 の 使 用 場 所 、 目 的 か ら み て 収

納間仕切墜と同様のものである 。

固定間仕切壁は、防火区画に用いられるものであるが、室の独立

性 を 保 持 す るために遮音性も要求される 。

固 定 間 仕 切 壁

集合住宅、長屋、共同住宅などの各住戸聞の境壁( 界壁) 、戸境壁

なども間仕切壁のー穫である 。

建 築 基 準 法 第 2 条の 5 に定める主要構造部とは、壁、柱、床、は

り、屋根または階段をいい、建築物の 構造 上重要で与ない間仕切壁、

間 柱 な ど こ れ に 類 す る 建 築 物の 部 分 を 除 く も の と 定 め て い る 。 主 要

構造部分以外の間仕切壁は非耐力壁である 。 し た が っ て 非 耐 力 間 仕

切 壁は 、構造耐力上は重要なものではないが、建築基準法に基づく

防火区画壁として、火災発生時における延焼拡大防止や避難区画と

しての役割には重要なものがある。その重要さは、建築基準法施行

令 第 107条に定める耐火性能区分において、耐力壁と非耐力間仕切壁

とは同一 性能が要求されている 。

耐火間仕切壁を造るのに使用される材料は、建築基準法第 2 条第

9 号に定める不燃材料( コンクリート、れんが、瓦、石綿スレート、

鉄 鋼 、アルミニウム、ガラ ス、 モルタル、し っくい 、その他 これら

に類する建築材料で政令で定める不燃性を 有するものをいう ) また

は、政令第 l 条第 5 号に定める準不燃材料( 木毛セメント板、せっ

こうボードその他の建築材料で不燃材料に準ずる防火性能を有する

ものとして建設大 臣が指定するも のを いう ) で、 その他の難燃材料お

よび可燃材料を使用した場合、耐火性能を確保することはできない。

間仕切壁の耐火構造を 表 3 に示す。表中の B は壁の厚さ、 t は 被

覆厚さをそれぞれ表す。また、 小径 ・厚さ B 、被額 ・厚さ t 欄 の30、

建築物の階数および部分による耐火性能区分は、 表 2 に示すとお

りである。

l 、 2 は そ れ ぞ れ30分耐火、 1 時間耐火、 2 時間耐火を示す。

( はが よしあき 財団法人建材試厳センタ一民験業務課長)

表 3 間仕切壁の耐火清造(2)

( 単位cm)

+持
B。E全h

被 1軍 材

小径 ・厚きB
料

被積 ・厚さ t

{満 考

30 l  z  30 l  2  

コ1 ゴt

鉄骨造

鉄鋼モルタル
3  4  

鉄鋼パーフイトモルタ J レ
3.5  

リーー一寸 t
コンクリートプロ y ク、れんが、石

4  5  

石綿パーフイト板
1. 2  

石綿スレート系サンドイツチパネル( 芯材 けい漢土

2. 5 3. 5 または気泡コンクリート)

石綿セメントけい酸カルシウム板 ( 0. 8X 3 層) 張り
2. 4 

メタルフス下張せっこうボード厚き1 . 5、1. 2、石綿スレ

3.1  ート厚さ 0. 4を3 層張り

石綿けい酸カルシウム板厚さ 0. 8を2 層張り
1. 6 銅製下地特 6

ゾノフイトプフスター塗 り

3. 5 (下地: 鉄筋力骨、メタ J レラス )

ひる石プラスター主主り( 下地 : せっこうラスボード

3. 5 0. 9，亜鉛めっきメタルラス )

鉄骨の両面に石綿けい酸カルシウム板を張ったもの 2.5  かさ比重0. 5

鉄骨の両面に亙鉛鉄板( 1 事さ 0. 027) 張りと石綿けい酸

カルシウム板( 1 写さ 1. 0) とせっこうボード( 厚さ 2. 2 

1.2) を1I i ね張り

鉄fi ーの両面にガフス繊維網入りせっこうポード( 厚さ

3  
1. 5) を2 枚重ね綴り

鉄骨の両面にメタ l レラス入り変性せっこう板張り
2. 5 

鉄骨の両面にせっこうボード( 厚さ 1.2) を2枚重ね張り 2.4  

鉄骨の両面にロックウー J レ保温板( 厚き 2.0) と石綿

3  

ロック ウール保

けい固まカルシウム板( J 享き 1. 0) を盟ね張リ
1且板のかさ比1 I i

0. 2 

鉄骨の両面にメタルラス( 平ラス 4 号) を張り、ロッ
ロック ウー l レモ

イクウトー‘ ルけモいル磁土タル白( 土原料セメ:ロンットク. 粘ウー結材ル、) パミキュラ
2. 5 ルタルのかき比

lllO.7 

鉄骨の両面にガラス繊維網入りせっこうポード( 厚さ

4.5  かさ比重0. 85

， コ B サンドイツチパネル

1. 5) 3 枚張り

.  ，，' 晶' ，. • 
(;巴;材 ・けい泌土、気泡コンクリートの両面lに石綿ス

レートを張ったもの)
3. 5 6  

ロンク ウール保

UA伯母l @J B
芯材 .ロ y クウール保温板の両面に鋼板張り石綿けい

酸カルシウム板 ( 厚さ 1. 86) を張ったもの

7  9  温板のかさ比箆

0. 15 

B  ガラス繊維入りせっこうポード( 厚さ1 . 8) 積層パネ

9  ._ .  " ・ー.・， ・ J レ

:<  :'::;.:: :: >". ::' J B  
両面化粧鋼板( J 享さ 0. 08) 被覆、補強金網入り発泡コ

発泡コンクリーーー・・ー. . 唱.

6  トのかさ比重

.. ・・ ・a・'.. 、，'. 一

ンクリート充てんパネル

0.9 

スチールファイパー混入パーライトモルタル板( かさ比重1 . 2) を2 枚張りしたも 25 5  
I  

ので空間 15

t' +t' =l ook 
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団各自禽

間 仕 切 壁 の 今 後 の 動 向

久保田喜八郎/ 長還孝行

1間 仕 切 壁 の 現 状 と 今 後

一般に 、間仕切壁は、その用途に応じて遮音性能、防耐火性能と

いった建築部位としての諸特性を満たす必要があるが、鉄骨を主体

構造とする中高層建築では、そのほかに、軽量化とコストダウンを

背景とした施工の能率化が要請されている 。

間仕切壁の軽量化は、元来、その遮音性能の向上と相反する性格

のものである。というのは、周知のように、壁の遮音性能は、基本

的には、壁の質量に支配されているからである( 遮音の質量目 IJ) 。 し

かし、その要求に応える. ため、軽量間仕切壁の研究開発が進められ、

今日では、いろいろな構造をした壁の遮音特性の特徴や原理がほぼ

解明されている 。その結果、軽量化を図りつつ、遮音性を向上させ

るための着眼点も明らかになってきており、壁体の単位面積あたり

の質量( 菌密度) が70kg/ m' くらいのもので、コンクリー卜壁12cm

厚( 面密度にして約 4 倍) に匹敵する遮音性能をもっ間仕切壁も実

用化されている 。

現在、主流を占めている軽畳間仕切壁は、間柱とボード材料とで

構成される二重構造の壁である。一重構造の壁では、遮音の質量則

を基本特性としているため、その厚さを 2 倍( 函密度を 2 倍) にし

ても、遮音性能は 5 d B しか向上しないのに対し、これを 2 枚にわけ、

その聞に空気層が形成されるように、間柱を介して二重構造にする

ことによって、一重のものの 2 倍の遮音量には達してないまでも、

質量則以上の遮音効果を発揮させることができる 。この二重構造壁

の遮音性能に関係する要素にはボード材料の質量、間柱に対するボ

ード材料の留め方、空気層の厚さ、空気層内の l吸音材、間柱の形、

間柱の配置などがあり、これらを調整、工夫することによ って 、遮

音性能の優れた軽量間仕切壁が得られる 。

どの程度まで軽盆化を図るかは、建築構造上の条件と要求される

遮音性能値によるが、現状でレは 20- 80kg/ 耐の面密度で、 30- 5OdB

の遮音性能 ( 500Hz の周波数帯域で《の透過損失) が得られている。

つぎに、施工面での現状をみると、工法の乾式化とプレハブ化が

進められ、間仕切壁の施工法として、この工法がほぼ定着している 。

現場施工の間仕切壁では、コストや施工性の面から、軽量鉄骨と石

こうボードで構成された軽量遮音構造が最も多く{ 変われている 。ま

た、最近では、仕上げまで完成したユニ ッ トパネルを組み立てる方

式の壁も数多く採用されているなど 、工法の乾式化やプレハブ化は、

施工能率の向上に大きく寄与している 。

上記のように、現状の間仕切壁は、遮音性能の面でも施工の面で

も、最近のニーズをかなり満たしているとい って よかろう 。しかし、

問題点がないというわけでもない。

32 建築と社会/ 1981年 同 号

たとえば、一つの問題として、実際に施工された間仕切壁の遮音

性能は、遮音の資料集やカタログに示されているほどには得られな

い場合がしばしばある 。また 2 空間の遮音設計においても、遮音性

1値として、正式データからある程度、割り引いた値に設定してい

る。 こうしたことが起こる原因にはいろいろなものがあるが、最も

大きいのは施工条件に由来する 。工法の乾式化あるいはプレハブ化

は、施工能率の函では大きなメリ ッ トを生んだが、他の部位との接

合部において、遮音性能に重大な影響i を及ぼす隙間を生じてしまう

という欠点を持っている。この隙聞は、現在の建築施工の寸法精度

からみて、避け得ないものである 。乾式工法の出現以来、この問題

は指摘され、他の音別立との接合部にはコーキング処理を施すことが

要諮されてきた。今日では、コーキングの必要性に対する認識が高

まり、施工の常識になってきてはいるが、その施工管理面では必ず

しもうまくいっていない。乾式工法では、隊問処理の作業が必要で、

あるとすれば、その作業性と作業管理に配慮、した施工、組立システ

ムを考えておく必要があろっ 。

第二の問題として、現在、主流とな ってい る二重構造の軽畳間仕

切壁の遮音性能は、低音域で不十分であることが指摘できょっ。二

重の遮音構造では、原理上、いわゆる太鼓現象と呼ばれる音の共鳴

透過が低音域で生じ、遮音性が低下する。われわれの周りでは、一

般に低音域成分の強い音が 多い。一方 、われわれの聴覚は、幸いな

ことに、低音になるに従って、感度が鈍くなるようになっている。

このため、感覚上はバランスがとりやすい仕組みになっているが、

どちらかというと、われわれの周りの音は、低音が勝ち過ぎている 。

この問題を解決するには、 2 枚のボード聞の距離、すなわち中空用

の厚みを大きくすると、音の共鳴透過周波数が低下していく性質を

利用し、この現象の起こる周波数をできるだけ低い方に持っていく

よう空気層厚を設定する必要がある。

さて、間仕切壁の現状を概説すれば、以上のようであるが、今後

の動向はどういう方向に進むであろうか。筆者の能力では、大した

方向付けもできないが、おおざっぱなところ、つぎのようになるだ

ろう。

軽量化、乾式化、プレハブ化などの考え方は、今後とも踏襲され

ていくであろうが、乾式化で注意を要するのは資材の無駄が出ない

ようにすべきであろう。省資源の観点からも、残材廃棄物の観点か

らも、無駄は避けなければならない。この点からすると、軽量鉄骨

・ラス下地に湿式材料を吹き付けて壁を作る工法なども見直されよ

う。乾式工法、プレハブ工法では、資源やエネルギの問題から、そ

れに用いる材料がコスト面で制限されてこよう 。原材料が入手し鰍

い材料やコストの高い材料は、間仕切壁の諸性能に画期的なメリ ッ

トをもたらさない限 1) 、敬遠されてしまう 。

間仕切壁のコスト面からすれば、材料コスト、施工者のtt 金の低

下が期待できないことから、施工能率のすぐれた工法の開発がます

ます強〈要請され、フレキシビリティの高いプレハプ化が必要とな

っていく と思われる 。 ( < ぽた きはちろう 消水建設技術研究所主1I市研究只 )
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住 生 活をア クティブに演 出す

るこれからの住 宅 の間仕 切壁
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木と土の長い歴史- … ・

千年余の歴史をもっ日本木造建築の一つ奈良薬附寺の西崎が昨年、

古都に再現された 。幸 い、これを建てた西岡棟梁の苦労話 をよ
4学の

際直接聞くことができたが、こ の とき の「木は千年は、まちがいな

く生きてくれますなあ - J の言築は、ひど く感動的であ った。 この

木と土を主材料とした日本の住宅は、厳し く複雑な気象条件とさま

ざまな風俗の中で、数限りない知恵と技術によ って、長い問、日本

人の住生活をささえてきた。

この中で、間仕切は、明と暗、暖と寒、動と静などを物理的に仕

切 ったほか、地位、権威、全体、個人などの精神生活も、襖や障子、

または厚手風などの道具でそれぞれの空間1を区画構成してきた 。

しかし、今、昭和のわずか50年をみても、誕主主からマ ンションま

で、日本の住宅事情が急変したように、間仕切と呼ばれる部位は、

構成材料、工法および機能において、生活の変遂にともな って大き

く変わ ってきた 。

現代生活に多様に対応できるアクティブな間仕切を 一一

- 固定から可動 へ

われわれが子供の頃、遊んだ友達の古い家は、多家族て' かつ大家

族であった 。1島村や商家では 、個人と全体は空間的にも明瞭な区別

があ ったし、年齢、性別、家族内の地位による生活空間は、住宅の

規模そのものが大きくあ ったこともあ って柱、壁、建具によるタタ

ミ・モジュールという建築設計の長い歴史の知恵から生まれた ホ標

準化の哲学。によ っていろいろな様式を生み出し、地方地方に、今

ても個性的な形態を残している 。

今日の都市型住宅はどうか、むろん、家族数も住宅の面積も、父

権が子弟の教育問題におよ ぶほど小規模である 。 そして、西洋ナイ

ズされた生活は個人中心主義に走り、氾滋する生活エンジョイ型の

機器にうもれる毎日で、これらの機器や設備の合理的配置と活用に

苦悩する現象は、とても、笑い話ではすまされない 。

住宅の規模の拡大が望めない現状では、家族のライスサイクル ・

ライフステー ジに適した杢聞を効率的に確保するため、これまで、

固定的概念でいた間仕切壁 を可動させることによ って解決できない

かという発忽につながり、今では、い くつかの公的集合住宅の基本

設計で熱心に討議され笑施されている 。 もちろ んこのことで、生活

対応型の快適な適正空間の確保が 100%可能になるわけではないが、

これは思い切 った重要な提案であり、方法によ っては、種々のアイ

テV アを盛り込める可能性もあ って、住宅を計画、デザイ ンする設

計者にと っては大変なテーマである 。

最近の近畿事i車協 ( 会長は大阪府) の NP S 設計シリーズの例で

は、 N E  T85m'の住宅において、 一部の壁面を収納ユニ ッ トなどの

可動壁て十件成し、これを移設することによ って、 3 L 肉 O K→ 3 L  

ｾｈｄ＠ K  
.  

S→ 4  L 十Ho K へと変化させ、夫婦子供 3 人 ( 2 :  1 ) か

ら夫婦子供 3 人( 1  1  1 ) 、さらには、夫婦子供 3 人と老人の家

族が生活できる住宅の平面計画が具体的にシリーズ化されている 。

・面から立体的壁画の多目的利用

壁と柱、壁で単純合理化された日本の木造住宅では、動資産とし

て家具を重宝し、部屋別のふり分け、組み合わせ配置によ ってその

時々の家族構成、生活J
隊式に対応してきたが、今日の都市型住宅に

みられる経度の商松鋭伎ではその効率性に疑問も多〈、空間構成上

もかなりの無駄を生じていることは否めない。

これまでの住宅投資が抵 ( 戸数) 中心で、規模と質の向上の点に

は問題が多か った。 とくに、内装の質向上は材質と工法の変遜程度

で戸当たり住宅建設費の工事費配分でも、いじめられてきた分野で

あった。 しかし日本人の生活水準が向上したことと、面積 N E T が

80m' を超えると、このあたりの議論が基本計画の段階で出はじめ、

ますます多様化する居住者のニーズに対する新たな提案が必要とな

ってきた 。面であり家具の背景てがあ った壁は、前後におし出て立体

化し、生活上多用する用具の置き場、収納スペースとして、機能的

にも固定化する 。また、設備機器の内蔵等と連動するなど 、壁体
(iii

ではない ) の完全ユニ y ト化が進行し、さらに、生活を i閉すための、

壁面デザインからトータルインテリアへのファ ッション化への婆求

さえ出されてきた 。

モジュール・コーデイネイトの体系化…
.. 

つまるところ、住宅の建設もコストの戦いである 。すべてに高級

指向であ っては、居住者の現実に応えられない。求められるものを

合理的に、品質の高水準なものを質のバランスよく適性価格で供給

しなければならない。理想的には、標準化された同種のものを大帝

に生産すればいいものができるが、現実はほど遠い。 したがって、

少量で・多品種の材料部材を組み合わせよく生産供給するためのトー

タル設計法 ・生産管理法を与案し駆使しなければならない。

この設計法を N P  S  ( 公営住宅) や K E  P  ( 公団住宅) はその中

で指針している 。 これは、居住者各層各方面からの多機なニーズに

対応するため、規模、椛造、性能、設備水準等の多様化を目的に、

工業化生産による部材、部品ユニ y トの導入による容易な部品交換

システムを仮定して、多品組供給により全体コストの合理化、住機

能水準の向上、メンテナンスの保全の可能度を高めることが必要と

なってきたためである 。

この設計法の原則は、内装仕上空間を 900%の
η

倍、内装部品仕

上線を 300%のグリ ッ ド線上にセ ッ トするもので、内装のすべての

音11材、部品をグリ ッ ドラインにオンさせることにより寸法仕上の調

整を合理的に行う方法をルール化したものであり、その活用が期待

されている 。

実質的で感覚的なトータル演出を・・・

住宅の夢は人それぞれに無限で
h

ある 。今後はやはり、間仕切壁に

求められる質や機能そのものがさらに高度なものに変わっていくこ

とが想定され、同時に新材料の出現、複合資材加工技術の発達によ

る性能と品質の高度化がトータルファ ッションと同時に進むにちが

いない。たとえば、先に述べた家具機能の壁面移行固定化がさらに

すすめば、設備機能との組み合わせ、生活必霧器材とのユニ ッ ト化

も夢ではない。

つまり、住宅の間仕切の変身は、天井 ・床とともに* 住生活を快

適にトータルに、そしてアクティプに演出するもの。となりうると

信じている 。 ( ながきわ たかゆき 日本住宅ハ ヰル工業協同組合大阪五所長 )
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概 要

この工法は、金属や木製の間柱、胴縁を用いない

で、石膏ボードを芯材とし、無機質系接着剤で両

国に石膏ボードを貼りつけた間仕切墜工法です。

とくに現場施工性に優れた特長を持ち、また、経

-I斉性に bi み、かつ居住性、耐久性にも優れていま

す。

特 長

施工性に優れ、工期短縮

仕上ボードを芯材ボードの両側に接着斉IJ で貼りつ

けて完成する簡単な工法であるため、施工性、作

業性が抜群に速く、工期短縮が計れます。

仕上ポードも芯材ボードも現場で簡単に切断でき、

かつ現場で組み立てる工法なので、建物のどんな

寸法形状にも対応できます。

仕上げ平; 骨精度が高い

G L ポン ドの接着のため、仕上ボード商の目巡い

を施工中に調整在でき、白地処理が簡単であり、内

装下地としては最高の精度です。 したがって、ク

ロス仕上げが美しく仕上がります。

仕上げ精度は使用材料の良否によりますが、大工、

ボード職、それぞれが専門職の目で作業現場で厳

選使用し、仕上げ精度を高めています。

訓練された作業只がチームを組んて'仕 'J'; をするた

め、作業内容にムラがなく、安定した品質を保証

します。 ( T Q  C 活動の実施成果 )

配管、配線の便利性

横綱縁がないため、配線、配管の作業が答易にな

り、かつ、それら設備は G L ボンドで悶定化され

るので、安全なものとなります。

廃材の発生量が少ない

現場作業でありながら木工事、 G L 工 lj:; も非常に

合理化されているので、廃材のI I r が少ない。 グ

木工事もランナー材のみで現場でのキザミも少な

〈、 G L 工事も長尺ボードの割り付けなので、ロ

ス材の発生が少ない。またボードの端材は関口部

の芯材として使用できるので、廃材として持ち出

す訟は微量です。 したがって作業現場の整理務頓

が行き属き、安全な戦場環境が待られます。

メンテナンスが容易

表面仕上ボードが局昔11的に破損した場合でも 、G

L 工法で修正でき、非常にスピーデ ィに、かつ、

美しく仕上げられます。

また 、内装下地材の取り替えや間取り替えで間仕

切壁を作り変えるときも、この工法ですと簡単で

す。

品質の不変性

無機質材料の使用が多いため、虫がつかず腐るこ

とがない 。 また、乾燥や水分の影響を受けて、ソ

りや割lれの心配もありません。
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於 日本位築総合試験所

強度t式験褒

荷量とI i t 験体縁辺のスパン

中央たわみ量との関係 ( J

1  S ' A・1414による)

運搬コスト、破損ロスは少ない

現場組み立て工法であるため、長尺石膏ボードと

接着剤および上下ランナー材等々の粗材持ち込み

であるため、パネル工法でみられるごとく、途中

破損したり、カサパリがないため、運搬コスト、

材料破損ロースは少ない。

構 造

両面の仕上ボードが芯材 ( 同質材料) をはさんで

G L ポンドで接着されています。

なお、仕上ボードタテ継目は交互にします。

釘が打て

るように

. / ' "仕上ポー

ドの裏 面

にベニヤ

を入れて

いる

叩 ( 割装飾品取付
111111 洗面ユニ ッ ト取付

1 1 1 1 1 1  ペーパーホルダー

け ｾｲ 司 Ｑ ¥9 オル掛け

は止= L J 1  下ラ ンナ - 42X35

J J l 入 パ1.1. ｾ パコンゴ＿リート釘

ｌｬｉ υｾ＠ およびコン: 7 ' ) ートボー ドで取り付け

80 100 120 

中央たわみ量 8( ')(，，)

装システム工法が適性て' あることを証明しました 。

耐火性に富んでい る

準不燃材料の石膏ボードが主体であるため、火災

の際、媛、有議ガスの心配もなく、耐火性にwん

でいます。

施 工

土fテラ [ ナー 91一 寸 p ード

1  q  l  ド ' 芯材ボード

ハ 閃 同 制 球 立13F; 帥 関 係 ( 電 気 . 1f 7. ・水道) の納まもj 。片面仕上げ後、 股

- - - 9 1 0  I  一一一 備工事を行い、その後、仕上げる

強 度 ( 強度試験表参! ! ! ，l . )

外力に対する壁のたわみ量が少ない

これは石膏ボードおよび芯材 ( 同質材料) が G L

ポンドで結合されている剛性の壁であり、繰返事rr

重をかけても 、従来工法のように、ボード釘が浮

いたり、釘玖によるボードの破損をきたすことも

ない。 したがって外壁のように極端な荷量を受け

ることカ ず ない問ｻ土Ｑｊ ｊｾ ，きとしては、むしろ、骨 ｴ 且み

と仕上ポードの和l荷量現象が起こらないイワタニ内

T12ヲまι 心 町 瑚 壁 の コ 川 タ ン ト

いづみ内装工業株式会社

大阪 大阪市大淀区長柄中 1 ー 1 - 13  

ｾＡｌ話 Ｈ ＰＶ Ｉ 3 5 1 - 0 3 0 3  

東京 東京都中央区八丁堀 2 - 7 - 1

'，!L話 ( 0 3) 5 5 3 - 1 0 7 3  
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軽量鉄骨下地乾式間仕切壁

し，G Sボンドロック工法

ボンドロック工法は、間仕切壁施工の合理化、高

性能化を目的としています。軽量鉄骨チャンネル

を軸組とし、 4 商かみ込み型ブロ y クを高強度耐

火接着剤を用いて組積します。

- 特 徴

1 . 在来プロック工法と比べて

① 1 日の積み上げ段数に制限がなく、工期iが短縮。

②モルタルの使用量が治で、現場が汚れない。

③塗り仕上げをしてもクラックが発生しない。

④耐火性能が向上。

⑤新耐震構造設計基準に対応する。

2 .  A  L C 間仕切壁に比べて

①経済的。

②小回りがきき現場納まりが良い。

③ A L C並み施工速度。

3 . 軽欽間仕切墜に比べて

①経済的。

②耐衝感性が高い。

③耐火性能が優れる。

④遮音性能が向上。

⑤軽欽並み施工速度。

・仕 様

1  . ブロ y ク

K - 150 410X205x 150' % 肉厚40，%

K- 1 2 0  410X205X120' % 肉厚25' %

2 . 経鉄

ランナ一、スダッド ( 800 ，%間隔) 、関口部補強材、

ランナーの設置は鋲打機またはアンカーボルトを

使用する。

3 接着剤

ダイソーポンドを使用する。( 大阪' I ! i 遥鮒製造)

B  - 210 無機高分子系

C  - 210 ポリマーセメント系

- 性 能

1  . 耐火性能

J I S A- 1304 2 時間耐火試験
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100 

0  
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時間( 会)

2  遮音性能

101 

10 

o  150弘軽量 C B

口 150羽軽量 C B両面モルタル20拍仕上げ

1:; 150拍重量 C B両而モルタル2 0 %仕上げ在来工法

X  A L C  

3 . 面外変形性能

ポンドロック工法は在来工法と同等以上の函外変

形追随性能があり、変形の際、ほとんどクラック

が入らない。

4 . 壁面重量 B極プロック

K  - 120 100kg/ m'  K  - 150 140kg/ m'  

. 設計上の留 意 点

1  . 耐火構造

1 時 IHJ 耐 火 I 2 時 間 耐 火

K - 150 I議墜 |凶l 面i 1  cmモ ル タ ル 仕 上 げ

| 両 i百i1. 5cmモ ル タ ル |

K - 120 I  ［ＺＮＮＺＮ［ｾ Ｍ _ .  I 両 面2_ 5cmモ ル タ ル 仕 上 げ

目仕上げ '  

2 . 遮音構造

K  - 150 ブロ ックの両面にモルタルまたはプラス

ターを 1 c m以上塗る。

3 . 耐展仕様

ランナーをアンカーボルトで固定し、壁面の両サ

イドにク ッション材を使用する。

4 . 帳壁の規模

日本建築学会の「コンクリートブロ y ク帳壁構造

設計基準」に準じる 。

LGS天井ランナー

一 1 日

札 止

1'-ー

LGS 

。τ立2. . . ド

1  

L一一 排水

一];h一 一 日

LGS床ラ ン十ー 溝 e

" - '  

排

水

口

」コ E  E  E  E  

間仕切壁関口部

・設計価格( 材工とも)

K - 150 9，000円/m'

K ー 120 8，200円/ m'

- 施 工 例

五反田ビジネスマンション 800m'  

稲毛独身寮 600m'  

新潟市地下駐車場 1，200m'  

徳川邸 600m'  

機村邸 600m'  

フコク生命本社 900m'  

第一勧業銀行本庖 3，000m'  

i孝回沼ノマルコ 200m'  

明治生命ビル 600m'  

桐朋学園大学 300m'  

大阪曹達株式会社

本 社 ・大阪市西区江戸堀 1 - 1 0 - 8 〒550

T E L大阪 ( 06) 443- 5501

営業所 ・東京 ( 03) 502- 0441 名古屋 ( 052) 565ー1841

水島 ( 0864) 75- 0331 小 倉 ( 093) 561- 6681

尼 崎 ( 06) 409- 1581 松山 ( 0899) 72- 0131

研究所 ・(06) 409- 0791

ダイソーエンジニアリング附・ ( 06) 443- 5501

製造・総発売元

関東建材産業株式会社

東京都江東区深川 2 - 2 3ー 17 〒135

T E L東京 ( 03) 643- 2 511

他築と社会/ 19Bl年 10月号 35  
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OK UJ U式パーティションシステム

NS - P W1 H型

NS  - P W2 H型

最近、建物の居住性に対する要望が高まり 、建物

の主要部位である間仕切j 壁に対する性能の向上が

期待されています( 内袈制限、耐火性能、遮音性

能、その他)。当社のこの各種製品を使用すること

によ り、 一連の法的規制lに合致しますので、耐火

遮音間仕切 として活用して下さい。 また今後の間

仕切壁の性能を追求、研究して、製品の品質向上

を計るため、遮音{直の測定も実施して資料化して

いますので、照会して下さい。

. 構造説明図 < N S - P W 2 H型〉

ジョイ ン ト

テープ

ガラス織維jlt 入石膏

ボードC l 21

~ ー ランナ- [ - 67- 102X40XO. 8 

上部ラ ンナ一

仁- 67- 102X40XO.8

/  胴縁⑥ 1，000内外

ｾ ＭＲＵｘｉＴ＠

同時主 - 65- 100X45X IOXO.8 

(iVl 50内外

ガラス制服入石膏ボードO ! 2

聞き止めクリ ップ

長)500内外

E部 ラ け ー

- 67ι l位 X40XO.8

川

仰

叶

↓

一

暗i

ni i t  
間柱 ｴ］Ｍ ＶＵ ｾ I_QOX45父10XO.匹以50内外

¥ 胴 縁 -

ジョイント部 ガラス繊維混入石膏ボードO ! 2

NS - P W I H型の場合はタキ ・タイカボードタイ プT X 、

15拾を 2枚重ね娘りします。構成材は NS - P W2 H担とす

べて同一です.

. 性能

遮音性能褒 ぷ験機関 小林理マ研'先所

125 Hz 27 dB (27)  

5∞Hz 49dB (47)  

2.0∞Hz 52dB (59)  

耐火性能褒( 耐火構造) 試験機関 .ijl村試験セ ンター

ltirui 鋼材温度 296'C (387'C) 

鋼材平均温度 274"(; (257C)  

事E而枇，Uj 温度 86'C (  72'C) 

(  )内I! NS  - P W 1  H明
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中 ' じ周 波 数 ( H z )  

- 上記は日進式パーティションシステム N S - P

W 2  H 型を例としましたが、他に N S - P W9 9 ・

N  S  - P W9 9 G ・N S  - P W2 2 ・N S - P W1 H

- 遮音パーティション N S - P . N S - S A W-

2 H があります。

・防火第 126号 ・第 127号 ・第 242号、 1 時間耐

火構造W - 1008 ・W - 1052、 2 1時間耐火構造W -

2104 ・W - 2110 ・遮音構造第 4 号 ・5 号 45号 ・

59号 ・61号

・oK U..J U式ノ f ーティションシステムの特長

・市販品の材料で高度な遮音性能を発揮します。

遮音構造( 個) 4 号、 5 号、 45号、 59号、 61号に指

定。

・層間変位に対して安全です。高層 ・超高層ビル

の壁面として層間変位 1/150に十分耐え得る構造

です。

・|幼火構造の性能を認められ、かつ煙害の恐れは

ありません。( 防火 126号、 127号、 242号)

・工法が合理的で、仕上材の選択が自由です。( 溶

接不要)

・防錆処理が完全です。( 亜鉛メ ッキ日乎ぴ付着盛岡

商183 g  1m'以上)

・支柱は軽量て¥しかも強度があり、堅牢です。

・支位 ・ランナーとも綴準幅65mmのほかに 50mm.  

75mm .  90mm'  100mmの材料を用意していますので、

いずれをも選ぶことができます。

・下地は J 1  S  A  6517適合品です。

. 標準仕機

革

50内外

50酬:
自民止村町

取リ{ 打 f

は A J也j1!

で b"1 

「

|

|

師

l

i

-

-

k

壁下地標準審j 付図

下地貼の主い場合

一世舟也

- z 一一=' "
N S - P タイプ惨 γ 問TJ Eγ め ラ ン ナ 日

1  11 j量れ止め 11 11  

| I  1  L _ j  

勾 300@ 毎 300@
壁下地棟準I l J付 図

下地貼のある場合

「

|

|

高
|

ーー

し

N S - P Wタイプ砂

円 ｨｲｲｾｾ
- 施工例

⑩ 

奥村重兵衛株式盆社

本社大阪市北区西天満 5 丁目 3 番 7 号 〒530

電話 ( 06) 312 ・4131附

・東京(03 )437 ・3361 ・名古屋(052) 522・5436 ・福岡

( 092) 291 ・0459 ・仙台 ( 0222)65・6568 ・沖縄( 0988)

53 ・6850
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可動間仕切

ツインパネル方式・スチールパーティション

UNI  PART- TWI N 

現代オフィス建築のフレキシピリテイに対応する

画期的な間仕切壁です。パネルとハパキ、カサギ

の聞にそれぞれ特殊なパ ッキンを使用。 これまで

にない優れた遮音性を発揮します。 さらに、壁面

もす っきりと、シンプルなオフィス空間をつくり

ます。

. フラ ッ トで美しい大壁を実現

カサギ ハパキ問に支柱を組み込んで、表裏 2 枚

のパネルを特殊なジョイント金物で連結。壁の表

面に凹凸がなく、フラ ッ トな大壁をつくります。

また、完成された部材を現場で組み立てますので、

配管・配線などの点においても、よりフレキシプ

ルな処理が可能です。

- 画期的な遮音効果犠造

パネル表面板に S P CCO. 8 t (冷間圧延鋼板) を、

内側に 12' %厚の石膏ボードを裏打ちした 2 枚のパ

ネルを使用。中空部に 34，%の空気層を取り、さら

にハパキ部 ・カサギ部に特殊なパ ッキン材を取り

付けることにより、これまでにない高遮音性を発

探します。実験によると、糠準施工で J 1  S .  A .  

1419の遮音等級 D- 40! こ相当します。

さらにパネル中空部にグラスウール ( 16kg / mつ

を充鳴しシーリングレールとフロアーレールに特

殊 パ y キンを取り付けた高遮音タイプは、際単純

工で遮音等級D- 4 5に相当します。

遮 音 テ ス ト デ ー タ

( 東京都立工業技術センターの管理事透過捌失試験による)

室
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日50 
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中 心 周 波 数 ( H z )  

※ 上の図はJ IS .A '1419の〔室開平均音圧レベル差に関

する遮音等級の基準周波数特性とその呼び方〕を示し

たものです。 9 . を結んだ折線がユニパート・ツインの

東京都立工業技術センターにおける音響透過般失のテ

ストデータです。

構 造 図

パッキン( 軟質溢ピ}

ガラスフレーム( 冷延膳鋼板0.8悦厚}

グレージングチャンネル

裏打ち材( 石膏ボー ド12'¥も)

スチーJいぐネル ガラスパネル

フィニ y シユ |スチ一 地 方ラスパネJレ! ド7 パネル

- 高度の不燃性を確保

各部材にスチールを、裏打ち材に石膏ポードなど

の不燃材を採用。建築基準法における内装制限に

みあった不燃材の認定を受けています。

不燃( 個) 第1575号

・現場の施工誤差に適応

現場で与不可避の施工誤差には 、床面に対して 25，%、

天井面に対して 15，%です。壁や位商に対しても 15

% の範囲内でそれぞれ容易に適応できます。

. 熱貫流抵抗値1.6m' h' C/ Kcal 以上

2 枚パネルの芯材に耐火性、遮音性に優れた石膏

ボードを使用。 この石膏ボードは厚さ 12' %で、支

メジ{亜鉛ノ y キ鋼板0.5%厚)

ハパキ{亙鉛ノ / " " 鋼板1. 2弘厚)

フロアレ - Jレ( 亜鉛〆 y キ鋼板J .2'f色厚)

スタ y ド( ! 亜鉛〆 y キ鋼板 l 明色摩)

パッキン( 軟質塩ピ)

ロータイプ

側室5 =手ペイ

柱をはさんで中間に34怖の空気層をつく っており、 本
ネ土 東京都中央区日本橋3の15の4 干 103

1. 6m'h' C/ Kcal 以上の熱1 ' t 流抵抗他を保持してい

ます。

. 層間変位 1/ 100に耐える

建物との接合面において十分な処置がなされてい

ますので、地震などによる変形やゆがみを見事に

吸収。1/ 100の層間変位に耐える構造です。

T  E  L  (03) 272- 2011 

大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の12の11 愛兆ビ

ル 5 F 〒550

T  E  L  (06)448- 5441 

相 模 工 場 神予告川県愛甲部愛川町中i I ! 桜台4024

干240- 03

T  E  L ( 0462) 85- 0462 
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間仕切壁データシート

概要

軽鉄間仕切壁工法
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エコニースタ ッドパーテ ィションシステム種類別性能表

箆 量

遮 音 耐 火 防 火

名 称 タ イ プ

kg/ m'  d  B  
建設省指定番号 性 能 建設省指認定定番番号号

500Hz 

1515  61 49 

1212  51  46 防火 防火( 個) 第 115号

1212- S  51  47 (個) 第51号 防火 防火(個) 第266号

キ ル ド

1 2 1 2 - WG 52 55 ( 個) 第 2 号 防火

1209 45 43 防火 防火( 個 ) 第181号

12 0 9 - WG 46 52 (個) 第32号 防火 防火( 偶) 第 190号

キルド F 2  61  46 (個) 第20号 耐火 2 時間 耐火 (個 ) W2048

GX - 1 5 1 5  64 47 (個) 第40号 耐火 1 時間 耐火(個 ) W1042

G  X  - 2020 64 49 (個) 第62号 耐火 2 時間 耐火( 個 ) W2111

0909( 50)  45 防火 防火(価1) 第179号

エ ル ド

0909( 65)  45 防火 防火(個) 第180号

ひる石プラスター 50 40 耐火 2 時間 耐火( 個 ) W2∞8

ヱコニー P

砂プラスター 100 48 

A  耐火 2 時間 耐火( 個 ) W2050

エコニー

キック ス
B  耐火 2 時間 耐火(倒 )W2049

レギュラー 20 

シフトール

グラスウール 21 45 

各種壁材陣造の比較

ドF 2  '  G  X  - 1515 '  G  X  - 2020 ・エルド ・エコ

ニー p ，エコニーキ ックス・シフトール等の石こ

うポードを主体とした一連の乾式軽量間仕切壁シ

ステムを開発し、各方面のご要望にお応えし、好

評を博しております。

施工実績

政ガ関ビル( エコニー) 帝国ホテル新本館( キル

ド) 京王プ ラザホテル ( エルド) 名古屋観光ホテ

ル( エルド) 沖縄グランドキャッスル( エコニ-

p ) 新宿三井ビル ( エコニーキ ックス) 新宿住友

ピル ( エコニーキ ックス ) 国際通信セ ンター ( エ

コニーキ ックス ・エコニ - p ) 札幌全日空ホテル

( エルド ) 大阪駅前第 2 ピル ( キルド ) 京都新都

ホテル ( エルド ) 太洋漁業本社ビル ( エコニーキ

ックス、エルド ) 最高裁判所 ( エコニ - p ) 商船

三井ピル ( エコニーキ ックス ・エコニ - p ) 大阪

マルピル ( キルド F 2 ) 三井物産ビル ( キルド ・

エコニー p ) 池袋サンシャイ ン60 ( エコニ - p ，

エコニーキ ックス) 京王プラザ南館 ( キルド ・エ

コニー キ ックス) その他多数。

1(  

名
称、 K  I  L D  

コンクリート

コンクリート
GX - 1 5 1 5  G  X  - 2020 K I L D F 2  

A しC

1  イ プ 1515 1 2 1 2 - WG 1 2 0 9 - WG 
プロック

;jt 

，IS←寸 i l25 j  
i

l2ト寸 I Il3

1  
，107ー「 1 11tr-寸

，190
1  r

176

一寸

略 図

41 d十止i;時
;臨;;目dZ 事

l

μι
喝s

.LJ 凶4 s
-lJ

l
時5 H

討す巧寸
μ

; ;541l  ttiケ
6

寸J
ｾ ι ＱＰ 日 → Ｕ4  

L2

」
0150→

2

」

0  

ι 15

叶j
15153 33 20202.5 42.5 1212 24  13 

霊
亙間

E  

64 64 61  61 52 46 65 180 4ω 

( kg/ 耐)

遮 ｾ＠ {直

47 49 46 49 55 52 30 45 50 

(d B /500Hz )  

特長

E容が良〈、工期の短絡ができる 。

• S  L 鋼に不燃の遮音ボードを二層貼りするので、 製造

販売

火災時に壁が激しく燃焼したり、濃い煙の発生も
施 工- 主要部材には S L鋼を使用した中空壁なので、

配管、配線は水平、垂直いずれの方向にも自由に

でき、また、スイ ッチポ y クス 等の取り付けも便

利で、しかも遮音効果に支障を生じない配慮、も可

能。

• S  L鋼に遮音ボードを特殊な遮音クリ ップで緊

結するため、高い遮音効果が得られ、かつ、簡単

に組み立てができる工法なので、施工性 ・作業能

ない。

かつ、曲げ強度の強い厚手ボードの 2 層貼りによ

り衝撃に対しても在来にない強さと安全性をも っ

ている。

- 仕上げは 左官仕上げと変わらない平滑な壁面が

得られ、ペ ンキ塗装 ・クロス貼
1) ・吹付材など仕

上材は自由に選択できる。

38 姐 築 と社会/ 198附

因縁式会ｾ凶手出
建 装 部

本 社 大 阪 市 浪 速 区 日 本 稿 東1 - 1 0 - 6 〒556

T  E  L  ( 06) 644- 2151附

東京支庖 東京都江東区亀戸2 - 3 - 17 〒136

T  E  L  ( 03) 683- 6151(1勺

札 帆 ・名古屋 ・福岡



間 仕 切 壁 デ ー タ シ ー ト

ガラス繊維i昆入石こうボー ド ( 20mm)

両面重ね張軽量鉄骨中空間仕切壁(1 50mm)

抗 猶 川 底X・2園2固t y pe 仁

「三井の耐火遮音間仕切壁J .  G  X  - 2020は 仁型

軽量鉄竹下地に、厚手軽量不燃特妹石膏ボード-

J じY パメタイ プ X ポードを、両国二重貼リした笠

で、 ;!f 紛の あるワイヤークリ y プ等の使用による、

層 ｈｬｬ 変位に対する自己 ｦ 症や、軽量ながら ｲｾ Ｑｪ "、逃 t f性、

地工性、経済性など多 くの優れた性能を f耐えた乾

式経iE耐火i笠宮ニ間仕切壁システム です。

【特長]

1  )  20mmJ写 ・不燃特殊石こうボードが主材。

2  ) 乾式で 2 時間耐火 (指定番号W2111 )，

耐 火構 造 の み

の 場 合 は、下

貼周辺舗の コ

ーキンダ処理

は必要ない

鉛直断面図

- 工事メモ

〔関連職種〕 較鉄下地工、ボード工

〔工程〕

3  ) 附 な が ら 大 き な 蹄 性 能(椛 例 制 例62号)， . t l l L 需品説等 一 仕上

4  ) 施工性抜群、工期短縮が可能。 o.?時 二。二Oヘ川止め よ2f - @

5 )  64kg/ m' と軽量である 。 ラン ナ τｾ 士 Ｔ Ｗ 下 地処理

6  ) 側 火 災 に 対 し 、 悦 安 全 性 が 高 い 。 一取 引 取 付 鵬r - プル止め

7  ) 笠中2去の利用で配管 ・配線がラク 。 配 管

〔能率〕

8  ) 美しい仕上がり、仕上材は自由。

下 地 35m' / 日 人 ボ ー ド 下 貼 30m' / 日 人

[ 部材規格寸法]

丸ツバメタ イプG X ボード | 丸ツバメ タイ プX ボード

(下1k リ用 ) (上 ル 川 )

!事20X 恥，¥606 X  ｌ ｾＲ ＮＴＲＰ 厚 ＲＰ ｘ 恥， Ｑ Ｖ Ｐ Ｖ ｘ 民 Ｒ ＮＴ ＲＰ

× 比 { (0. 75 (mm)  X 比重0. 75

端部断面形状 (mm) I端部断扇形状 (mm)

。=10:t 2  

b = 25:t 5  

c  =3. 0 :t 0.5 

t  =20:t 0. 5  

α = 5 0:t 5  

b  = !. 5:t 0.5 

t  =20土0. 5

- 組立用音11材 : G X スタ ッ ド、 G X ラ ンナ一、 G

X スペーサ一、 G X スタ ッ ドシ ュ一、 G X性用ワ

イヤーi皇官クリ ップ、 G X 中間用ワイヤークリ ッ

プ

- そのf也函IJ 資材 パッ ファピ ン、ステ ー プル、耐 ω00 

火按治剤、プチル系コーキング材、ガラステ ープ

・注意事項. 行こうボードは i:J. 気、水分に卜分注

意し、 パ レッ ト、または枕木の上に平桜みする 。

[ 仕様と諸性能}

GX スタッド

E6SX25XO.8  @= 6国

水平断面図

/1 上M 25rn' / 日・人

- 遮音性能曲線 試験機関 (財)処材試験セ ンター

80 

70 

0

0

)

0

 

6

5

B

-

4

 

透

過

繍

失

ω

30 

20 

10 

250 500 1000 2000 4000 

中心周波数( Hz )  

・加熱温度幽線 d 験機関・ (財)ll¥材ぷ験センター

温600

度

( ' C)  

2  ) 耐火遮音壁の性能縫保から天井裏まで施工す

る。

3  ) ドア枠等の振動や衝撃を受ける部材とは直接

接合しない配慮をする 。

4  ) 重量物取り付けはあらかじめ下地補強をする 。

5  ) 包うえの思め込み配管は可能だが、コンセント

等欠J J l 書11の遮音性能のチェ y クをする 。

[ 施工上の留意点]

1  ) クリ ップ、接着剤、コーキング材、白地処理

材はすべて指定品を用いる 。

2  ) 塗装仕上げの場合、上貼石こうボードはテー

ノマーボードを使用する 。

3  ) スラプ下面と石こうボードの隊問には、遮音

上有効なコーキングを施す。

4  )  I.Jl. J 口音11、. J ' l 通苦11の取り合いには、コーキング、

ロ ックウール処置を行う 。

5  ) 扉枠等の l刻閉衝撃を軽減するため、上下スラ

プに達する補強材を取り付ける 。

6  ) スイ ッチ、コンセント取り 付け ・その他設備

取り合いは、施工図にて十分検討する 。

[ 設計価格】

制l組 13，800問/ m'

[ 施工例]

(1) 神戸ポートアイランド日本住宅公団 8 号機

(2) 札 幌56号ビル

(3) /1 国立札桃病院

(4)  大阪府済生会中津病院 ( 工事中 )

製造・販売

三井東圧化学株式会社主森喜

三井東圧東部建材株式会社

三井東庄西部建材株式会社
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臨機応聾l

静かな走行・より優れた遮音性を発揮しますL

懸架機構( ランナー) : 昭和56年度発明協会賞受賞

特許遮音材内蔵 ( 500HZ ・47 .9dB/ 東京都立工業技術センター・昭和55年 5 月)

モパウオーノレは，必要に応じて存在し，必要

に応じてなくなる本格的な「動く 壁」て、す。

ホテノレ・会議室・宴会場・美術館・博物館・幼稚

園・学校等の大部屋 を短時間にスムーズに仕

切る事 により ，限られた空聞をより機能的に

活用し最大限の利用効果を発揮いたします。

モノf ウオーノレは，数々の独創的「メカ」により ，

その走 行性は極めて静かで〉従来のuの収納

スペー ス( 特許) にス ッキリ 納まります。

叉，優れた遮音材( 特許) と隅角部完全密閉装

置によりその遮音性は他 に類を見なし、完撃 さ

を誇 ります。

モパウオ ーノレは現代建築カちRめるフレキシブ

ノレな空聞を実現する本格的な動〈 壁です。

. 発 売 元 日 比 谷 通 商 株 式 会 社

干 ω 8東京都港区芝5. 37.S( 住友三回 ピル) 建材都 宮 ( 03) 454 . 5637 

営 揖所 m 本 ( 0963) 85.∞22 松 山 ( 0899) 33 2837 

大 阪 ( 06) 942. 5717 仙 台 ( 0222) 27. 9∞l 名 古 屋 ( 052) 583 4623 

掴 岡 ( 092; 473・6791 広 島 ( 0822) 49. 8771 札 幌 ( 011) 643 9513  

関 西 地 区 代 理l苫 ( 株 ) モ ノ ・ サ ー ム 大 阪

吹 田 市江 坂 町2 ・I 26( ユカミ，、イツ) 1t 0 6. 338. 0同08

〈社章図案〉の懸賞募集を行っております，

下記の要頂に従い奮ってご応募願います。

事 撲 内 容 ・建築設備機器f. i . I ! 築材料等の専1"1商社

社章のイメージ .時l る〈発展刊のある会社の印躯

応 募 締 切 日 昭和57年 1 H  末日付の消印まで

当 選 発 表 昭和 57年 2 J l 以降に出版される往築維

誌の広告長， 1ニに1tl総

作 品 送 付 先 : 日比谷通商( 株) 社r ，t懸賞募集係まで

賞 金 : 一席 ( 20万円) ，次席 ( 3万円) ，その他応

募者には記念 品を 贈呈

名誉審査委員長 日本 ｾｬｬｩｊＧｉ Ｈｪ ｊ Ｎｲ［公 ｈｩｬｬ 築防長 ｬ 刈谷辰雄

審 査 委 員 長 日比谷泊所( 株) J!( 締役社長野村. 1 f . I .

審 査 委 員 : ( 株) 日本総合住築事務所

取締役会長 小I日・f Ed

( 株) コミュニケーション ・デザイン

取 締 役 社 長 大 沢 秀 行

( 株) ｮ 本総合住築 Ｇｉｾ 務所

専 務 取 締 役 小 野 仔YJ

減お問合せ先 = (03) 454 - 7541 (担当 ・加藤)



日本建築協会企画 建築技術選書園

建物の臨目熱と防? 里

名古屋工業大学教授 宮 野 秋 彦 著

建物の省エネと保全のための手引き

〈第 1 編 断 熱 編) 1 建 物 の 断 熱 エ ネ ル ギ ー 消 費 と 断 熱 省 エ ネ ル ギ ー

化の手法. . . 2 建築材料の熱特性 f云熱特性f直 伝 熱 特 性f直の測定と表示

方 法 建 築 材 料 の 断 熱 性 能 3 建築用断熱材料 断 熱 材 料 の 種 類 繊 維 断 熱

材 気泡断熱材 その他の断熱材 4 空気層・通気膚の伝熱特性 構造体内

の中空 層 空気層のイ云熱特性 通気層のイ云熱特性 5 構造体の断熱特性 構

造体の熱貫流特性 関口部の熱貫流特性 しゃへ い係数について 6 断熱の

考え方 快適な室内環境とは 断 熱 工 法 断 熱 の 要 点 と 評 価

〈第 2 編 防 湿 編) 1建物と湿気 湿 気 に よ る 被 害 と そ の 原 因 結 露 は な

ぜ起きるか いつどこに起きるか 2 建築材料の湿気特性 材料の吸放混特

性と調湿作用 透湿持性の測定と表示方法 3 建築周防湿材料 防湿材料の

積 類 シー ト 状 材 料 塗 装 材 料 シー ル 材 料 吹 付 け 材 料 4 湿度境界層・

中空層の透湿特性 湿度境界層の湿度分布と透湿特性 空気層内の湿度分布

と透湿特性 5 すき間・開口部の透湿特性 すきまの透湿 関口部の透湿

6 結露防止の考え方 結露を防ぐには・・・・ ・・・・・他失敗例等.

A 5 ・176頁 ・ 定 価1400円
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〈目録進呈〉 6 学 芸 出 版 社
京都市下京区木津屋橋通西洞院東入 ft 075-343-081l

建築技術選書園 10月20日発売

Z畠 語 ら L 晶 血 面 面 健 筆 三E

煙 怖 ι 地 石 火 盲

大阪工業大学教授 竹内吉弘・ 携もT52塁島田耕一著

地震火災や地織災害を含めた耐震工学の入門書

1  地震と地震動災害 地 震 動 過 去 の

被 害地震 資 料 地震時の災害機造

2  地震時の災害形態 建築物の地震被

害 地震火災 地震による 地域的災害

3  耐震設計 耐震設計法 地震動観測l

実在建築物の振動特性

4 防災計画 地震災害と防災 防

災計画 大規模地震対策特別措置

法 ( 各章末に参考文献を示す)

A 5 ・160頁・ 1300円
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鋼管柱の接合

一一 接合詳細と施工について

金谷 弘

1. 構造用鋼管

鋼管という材料はいささか不思議な材料である 。

中空断面の材が構造用部材として優れた性質を

もっていることは、自然界における動植物の例を

引き合いに出すまでもなく、家庭用品から海洋 ・

宇宙開発用の椛築物まで広く使われていることか

ら明らかである 。 にもかかわらず、建築物の骨組

での利用度は必ずしも高いとは思えない。 その理

由をいくつか挙げるのは容易であるが、永い問、

鋼管機造物の力 学的な性質を調べてきた筆者にと

図A 貫通ダイアフラム 図B 内ダイアフラム

各種緩合形式の特性の比較

接 合 形 式 鋼 材 盆 溶 接 盆

溶接施工

の難易度

:I' l '通ダイ 7 7 ラム 100 100 B  

内ダイ 7 7 ラム 95- 100 80- 85 C  

9トダイ 7 7 ラム 120- 200 50- 90 A  

完 全 は り 貫 通 115- 125 130- 140 C  

図C 外ダイアフラム 図D 完全はり 貫通

設 計 上 、 力 学 上 の 特 徴

外観が比較的単純、管径の変化に対応しやすい、

クラ ック発生後の変形能力小。

外観が単純てイ士上げ材の納まりが良い、管l享方向の引張

応力に要注意、クラ 1 7 発生後の変形能力小。

耐火被被・仕上げ材の納まりに要注意、局部変形の検討

必要、クラ ック発生後の変形能力大。

管径変化に対応しやすい、施工工数が最多、

完全な全強接合か官T能。

って、この現状は残念でならない。残念の最大の いことおよび媛合部パネルのせん断抵抗が大きい 鋼材量は、柱を除き、補剛材とプラケ ッ ト部分

ものは、現行法令の中で鋼管部材のメリ ットが全 という利点がある 。 ( 1 m) について計算した。外ダイアフラムは板厚

〈評価されていないことである 。 そのすべてを列 設計者は多くの場合、断面設計上直接利用でき と形状の選び方および局部破壊に対する耐力評価

挙して優遇措置を訴えるスペースはないので、振 るこれらの利点と接合部詳細の煩わしさとの得失 の仕方によって変動するが、他の形式に比べてか

り強さについての私兄を述べて小文の序としたい。 を考えて鋼管位の選択の可否を決定していると恩 なり鋼材f立が増す。

鉄骨造が倒壊するときには、多かれ少なかれ、 われる 。 したがって現在では潜在的にしか評価さ 溶接立は、プラケ ッ トのウエプ板の洛接継目を

柱の振り変形を伴う 。将来、精造物の破綾につい れない鋼管柱の特性に設計者が注目する余裕をも 除き、他のすべてが突き合わせ溶接されるとした

ての考え方が進み、より高度な設計法が開発され ってもらうためにも、合理的な接合部詳細の確立 湯合ののど断面積で計算する 。実際の施工では外

ても、構造物が倒援するか否かは、人間の寿命に が必要である 。 この目的に対して多少とも参考資 ダイアフラム以外は位と板の溶綾が突き合わせと

似て、予測不能ではないかと考える 。予測不能な 料を提供する意味で、以下に角形鋼管往を用いた すみ肉の組み合わせにすることが多く、またコス

寿命を延ばすためにバランスの良い栄養をと って ときの各租接合形式について比較検討した結果を トには切断、問先加工、ピード数等の工数に関係

粘り強さを蓄えるのと同様な作業カql l J 造設計であ 示す。
する要素の影響が大きい。溶核施工の全コストを

るとすれば、平面架構としで同じ強さをもっ骨組

のうちで最も高い振り抵抗を示す鋼管位ラーメン

に、高い“ 楠造特性fi l i . " を与えてもいいのではな

かろうか。たとえ、その特性を定量的に評価する

ことが図書量でも 。

2. 鋼管柱と H 形はりの媛合

建築物に鋼管柱が多用されない大きい理由の一

つに接合部の設計と施工が煩わしいということが

ある 。

錦管住と H 形はりでラーメン骨組の節点を作る

均合、接合部iのfl育成方法は、位貫通形式とはり貫

通形式の二つに大別することができる 。円形鋼管

柱では前者が、角形鋼管往 ( あるいは箱形位) では

後者が多 く用いられる 。

いずれの場合でも、 l荊断面部材に比べて、接合

部の補剛に手間がかかることは遊けられない。 と

くに柱貫通形式でスチフナーを柱の外周に配置す

るときには、耐火被額や仕上げ材の納まりについ

ての配慮も必要になる 。

方、柱としてz 、U両方向に等しい曲げ抵抗を

もち、比較的大きい軸力比に対しでも安定性が高

42 雄第 と社会 1 1981年10同日

3 . 接合詳細の形式とその特性

考える湯合には、外ダイアフラムは貫通ダイアフ

ラムの 5 0 - 6 0 %と考えてよい。

角形鋼管主主を用いたラーメン接合部の詳細は特 溶獲の尊重易度・ ここでは、 (イ)常に下向き溶接が

殊な鋳銅製接合ピースを含め数多くの形式がある 。 できるか、( ロ耀様が容易であるか、わ牒始端の処

ここでは、主として鋼板を曲げ加工して成形した 理が適切に行えるか、 (ニ)溶接後の検査が容易であ

柱を対象にして、 図 A - D の 4 種類について調べ るか、の 4 点について検討し、容易なものを A 、

る。 それぞれの接合形式を図中に示すように名付 困難なものを C とした。 B はその中間である 。貫

ける 。図A の貫通ダイアフラム形式は前述の分類 通ダイアフラムを B としたのは、住という建築骨

でははり賞通形式と呼ばれている 。図B の内ダイ 組中で最も重要な部材が裏溶接できず、溶接後の

アフラム形式はその施工方法が種々工夫されてお 検査も十分に行えないことによる 。

り、柱貫通形式と呼ばれることもある 。図C の外 十分に進歩した溶接技術を前提とすれば、この

ダイアフラム形式は完全な柱貫通形式で、その形 ような比較は無意味であるといえる 。 しかし、品

状 ・寸法の決定は設計者の判断によるところが多 質と無関係にコストが決定されている現状を考え

い。図D の完全はり貫通形式は溶接施工が完全に ると、この種の検討も設計者の判断資料の一つで

行われれ l i 、力学的には全く問題のない接合詳細 あると考えられる 。

であるが、施工上の理由から、特別な場合しか採 上表には、それぞれの接合形式がもっ設計上、

用されないようである 。 力学上の特徴についての簡単なコメントも併記し

錫材量 と溶接量 ・柱の径厚比が20程度の角形鋼 ている 。 これらについて詳述できないが、鉄骨造

管と、それとほぼ等しい曲げ強さの H 形はりカ旬、 を設計することは既製部材をどのように巧みに組

g 両方向に接合される場合を惣定して、鋼材誌と み立てるかを考えることであるという点だけを強

溶接丞の比較を試みる 。結果を 上表 に示す。同表 調しておく 。

では貫通ダイアフラムの場合を 100 としている 。 ( かなたに ひろし神戸大学教授 工学部)
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各種吹出口の特質( その 2)

和田 栄一

1. 吹出口の種類および構造について

欣出口の持つ固有の機能特性で・ある方向性 ・到

達距離 ・圧損 ・発生騒音は、その基本精造によ っ

て、持長をほぼ決定される 。機能特性と関連のあ

る各種吹出口の構造は、調和空気導入音[1 ・風量指1)

御告[1 ・気流変向昔日より構成されている 。 なお、個

々の市販されでいる製品は、上に述べた各階成要

素の一部を省略した形で商品化されており、これ

ら省略された織成要素は、設計・施工業者によ っ

て令市われなければ。ならない。

以下に、 一般的な分類法に従 って、代表的な吹

呼び寸法列. 0

出口に関して述べる 。

2 . 丸型天井吹出口

構造は、 図 1 に示すように円形の空気入口 ( ネ

y ク) と外コーン、内コーンから構成され、内コ

ーンが固定式のものと、上下方向に可動なものの

2 種がある 。

固定式のものは、導入された空気をコーン外局

から円周方向へ進行する 、編流状態とする 。可1WJ

式のものは、上記幅流状態に加えて、内コーンを

手動または自動 (空気温度により動作する感温体

による ) で押し上げることにより、導入された空

気を軸方向の垂直へ進行させる、いわゆる軸流状

態とする 。

室内の汚れの激しい空間、吹出露点温度が低〈

結露の生ずるシステムなど、車高流状態における天

井面の汚れが考慮される場合には、外コーンの天

井面からの立ち上がり部分の大きい形式が、天井

面汚染を緩和するために用いられる 。 なお、この

形式には、外周昔日を車高流吹出し気流とし、中心部

をl吸込口とした、給排気I吹出口も応用形式として

用いられる 。

3. 角型天井吹出口

コーン部分が角型状である以外は、メ ｌｾ 天井吹

出口と同様である 。 なお、この形式に含まれる H欠

出口としては角型ベーン l吹出口 (T MDC型) 、角型

呼び寸法戸o. ロ

トF ーーーーヶーーー--<

内コーン

取付け金具

風向ベーン内蔵多孔板l次

出口がある( 図 2 )。

可動式の縞流状態は、

4 . 線状吹出口

図 3 に示す断面が、任意長さに連続する大きい

アス ペ クト比を持つ線状型式であり、ここでは 5

のスロ ッ トとの区分として風向調整の可能な機能

を有するものとしている 。通常、吹出ボ ックスよ

り給気され、長手方向に均等な気流を吹出す。導

入部、変向音[1、フェース部を兼用したフレームお

よび風向調整べーン 1" ; 1 : 、押出し型材、ロールフォ

ーム材により構成される 。

線状吹出口は、ベーン操作により吹出し気流を、

水平・垂直とすることができ、一般室内、大空間

を問わず採用できる 。線状吹出口は、システム天

井と意匠的にも、機能的にも合致し、中高層建物

に最も普通的な I!吹出 ・l吸込ンステムの一つである 。

天井材用 T パーに直接依若できる システム天井用

吹出ボ ックス、照明器具用ライトトロファ l吹出口

等、種々の型式がある( 図 4 、 5 ) 。

5. スロット型吹出口

固定式の風向ベーンを持つ、大きいアスペク卜

比の角型吹出口である( 図 6 ) 。導入音[1のボックス

との関係は線状吹出口と同様であり、風向ベーン

は、垂直型が一般的であるが、任意角度に傾斜し

たものもある 。吹出し気流は納j況で帯4犬で、あり、

一般* では窓商の処理用または、比較的大スペー

スの処理に使用される 。

6 .  ノスソレ

図 7 に示すようにダクト開放端の口金形状の軸

ほぽ円形の場合と同様で 流吹出口である 。

あるが、天井面に沿う流 小口径のものは、個室の外気11欠出用等に使用さ

れの場合には、外コーン れるが、主として、大スペースの長到達を必要と

の四辺に直角な 4 方向に する場合に用いられる。 ノズルの l噴流特性は、本

拡散した流れの状態とな 杭 ( その 1 ) の閃ー l をそのまま利用できる 。 しか

る。 その方向を、設置後 し、これらの持性をそのまま利用するには、ノズ

に操作できるのが角型風 ルl洞口までの空気導入過程を、整流された状態と

← ｬｄ 川ｾ

図4 システム天井用吹出ボックス ( ED型) スロット吹出口 ( Cし型)

図 7 円形ノズル

向ベーン内蔵多孔板吹出 なるよう留意しなければならなしミ。

ロで、多孔板の裏面に装

着された可動風向ベーン

の操作により、天井面に

沿う気流方向を 1 - 4 方

向から穏流状態まで操作

可能である 。設計段階で

室内の形状にあわせて気

流方向を 1 - 4 方向に任

意風iil 比で選択できるの

ノズル関口音[1での絞りダンパの装近、風向ベー

ンの装着は、1 I J ' t 流特性に影響を与えるので、それ

らの気流特性の値は、個別に確認する必要がある 。

7 . グリル

風向調書室パー付角型軌ilTEl吹出口であり、 一般に

グリルにはパー固定型と可動型があり、前者はス

1) .' / 卜型、後者はユニバーサル型と呼ばれる 。 そ

れらに風量調整用シャッタが付属したものはレジ

が角型ベーン I吹出口であ スターと呼ばれ、 図 8 にユニバーサルレジスタを

る。 示す。

丸型および角翠l天井吹 ユニバーサル型は、風向調整パーの角度を操作

出口は、 i縞流吹出状態の することにより、軸流状態の気流から約90・の拡

場合、誘引比が非常に大 散角度を有する気流状態まで変化させることがで

きいため、吹出空気の室 きるので、設置後の気流状態の融通性がある 。 し

混に対する温度が大きく たがっで、室内型ユニ y ト用吹出口として、また

とれ、また、比較的大き 中小建物、個室等の室内に普遍的に使用される 。

な風量が処理できるので、 レジスタに採用されるシャツタは、対向翼形が

一般事務室用I吹出口とし 用いられ、シャ γ タ操作による絞り気流の偏流を

で最も普遍的に用いられ 最小となるよう ｾ￨｛Ｆ されている 。

でいる 。
( わだ えいいち 新晃工業株式会社技術PJf 究所技師)

建築 と 社会 Ｏ ＱＹＸＱ 年 ｉｏＢｾｽ 4 3  
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施工手順
熱1m圧延様鋼 1 紐 SR24 を使用し、工場の自動成

型機によ ってプロ ジェクション( 電気低抗) 溶接 IJ 日

工をしている 。ミツ コートラスの重量は約9kg/ m

である 。

施工材料の頁
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ミ y コースラブシステムはいかなる紐類 ・規模

の榊造物にも適用することができ、多くの利点を

有している 。 とくに品質の向上、作業工数の減少、

工J ! f lの短縮は顕苓である 。 コストの面でも在来工

法とほぼ問機であると考えることができる 。 ミ y

コースラプシステムを生かすような施工計画を行

えli 、コス卜の面でも著しい利点を期待すること

ができるはずである 。すなわち、在来工法の床部

分をミ y コースラプシステムでB包工するだけでな

く、。員f本の施工全体をシステム化するための一つ

の手法として、この工法を使われることを期待し

ている。

( おおにし

く主

まとめ

1  . 支保工が不安である 。

・ミツコートラスは榊造筋であるが、支保工をも

- l I t ねている 。

・とくに階高の高い、型枠支待問台を必要とする

建物には有利である 。

2  品質の優れたスラプができる 。

・ミツコートラスは、製作時に施工術重に応じた

むくりを付けであり、床版としてたわみのない精

度の良い品質が期待できる 。

・施工中の何. i l l を下附にイ云えないので、下階の若

令コンクリートがt負傷を受けたり、クラックを生

じたりしない。

・ミツコートラスは工場製造により品質が安定し

ており、施工中にスラプ筋が乱れたりすることが

ない。 したがって榊造的な信頗t' l : がおくなる 。

3 . 作 業が簡単である 。

・鉄筋および型枠のプレハプ化により、現場での

作業工数が減り、しかも熟練工を必要としない 。

・支保工が不安であるから型枠の組み立て、解体

が容易で安全である 。

4. 急施工に最適である 。

・コンクリート強度の5 0 %で型枠の解体が可能。

・支保工の取り外し作業がないので、組体工事の

施工速度は大幅に短縮され、仕上工事に早く .('1手

できる 。

特長

8 5  

場所打床版の省力化工法

大西 勘太

ミツコースラブシステム

本工法では、スラプを平行なリブの付いたいわ

ゆるリプスラプとして設計する 。 そのリプの部分

の鉄筋として、 トラス状に IJII 工したミ y コートラ

スを使用する 。 このミ y コートラスを大梁と大梁

の附l に架け、ミ y コートラスの下には吊りホ.ルト

でソフィットといわれる底板を取り付ける 。 その

ソフィ y トの上にコファーフォームというプラス

チ ｹ ク製の型枠をのせ、最後に ｪ 容後金網を ｴｾ き並

べてコンクリートを打設する 。

施工Hキの床の自重や施工荷重は、す べてミ y コ

ートラスで支持されることになり、施工Hキの支保

工の役目をしながら、スラプの補強筋にもなる 。

ミ y コートラスは断面が標準化されており、工

場で述統的に向￭ｉ ｾｊ 生産している 。 したがって、 て

法制度が非常に高〈、溶接的の信頼性もおくな っ

ている 。断面形状は一定であるが、設計に応じて

白自に長さを決めることができ、必要なむくりを

付けることもできる 。 ミツコートラスの鉄筋は、

中央ピルト工業株式会社大阪支出)かんた

，、2、 if 可¥1、I V、/、r、f 、/、/、/、r、/、I V V、J 、

土云- .  ι  ， 

--._.  I  1)  

嗣ミ y コートラス師十 コファーフォーム里山珊

R C造リブ方向断面詳細図図- 3

ゾフィット

図ー 1 MI C C O 

柱型枠

スラブ工法概要

(S R C造の場合)

制旦_ ，.

滋1 ! 拘

コンフリー

ト天端

E民印‘ ti.去は1ft 幽によ って決まる

MI C C Oスラブ標準断面図

l I ! 寮と社会 / 1981年10J I  ｾＩ＠

※ 640 

図- 2

制。
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東洋一の、設備規模を誇る。

総合仮設機材メーカー. ノ

建築土木業界にも進出. ゲ

- 仮設材関係

- 枠組足場

・支 柱

・吊り足場

等の恒設機材の販売・リース

- 建設土木工事関係

- ビルトシャツタリング( 写) …- 大型型枠工法

・ビルトショア_ .... .. ........ .床版型枠支持装置

・ビルトスラブシステム・・・・・・前頁参照

・ビルトクライミング

等の販売・リース

※ 当社のフランド名が10月より 、 ミミヤコ製品 ミを ε ビル卜製品 ミと変更しました 。

(例ー 1 )
(例 - 2 )

ミヤコ枠組足場 時 ビルト枠組足場
A P シャツタリンク 時 ビルトシャ ツタリング

中宍向性F芸誌戸会苧

広島出張所 f t  0822 (21)  3  1  2  2  (代表) 高松出張所 会 0878 (21)  8  5  9  5  (代表)

45 
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企画: 日本建築協会 編集・発行: 学芸出版社

A 5判 ・136頁 - 160頁 ・定 価 各 1000円- 1200円

80年代の新しい技術書

回 茶 室 の 話

圏ビルの省エネルギー

団建築とコンビュター 1

rn都市の下水処理

[ [ ] すまいの語録

，、イント 茶谷正洋

ｾ医院・診療所の計画と設計

圃設計とコンビューター

圃 P C建築の話

圃石垣と石積壁

0 ] 基礎と地盤の手ほどき

[ 6 J コンクリート工事の管理団ショッピングセンターの計画

工事監理者・施工管理者のための入門書 奥島正一・他 既存の街底街の再開発や複合化に重点をおき解説 西脇顕正

回構造計画とやさしい力学1 団住宅設計とインテリア

置建具の知識と意匠 圏 タ イ ル の 話

団エレベータ・エスカレータ・立体駐車場固住宅の家具

[ j ] ] 構造計画とやさしい力学2 園建築と設備の接点 2

目建築と設備の接点 1

圃ソーラーハウス

確実で損のない計画手法をずばり示す実践的手引 内山武夫

園設備授術者のための建築再入門

圃鉄骨構造の話

目録進呈

6学 芸 出 版 社

含 075- 343 - 0811 

京都市下京区木津屋橋通西洞院東入

日本建築也会事務局( 大阪市東区北浜3-37 rt06-231-9648) までお求めに来られた方には， 100円割引にて頒布しております。



日本建築協会

月間の動き

昭和56年 8 月分

理 事
. A  

:z:;; 

26日 4  H寺- 5 時 於会館集会室

出席者 塚本会長、福田 ・怯村各副会長ほか 11名

殺事( 1 ) 大阪市街地再開発促進協議会理事 l 名後

せんの件

(2)第37回建築工事実務講習会開催の件

(3)在阪建築 8 団体会長午さん会開催の件

(4 )友好団体事業後援及び協賛の件

(5四会連合協定工事請負契約約款改正の件

(6 )入退会者承認の件

(7 )報告事項

事 業 委 員
. A  

:z:;; 

広報小委員会研修分科会

5 日 6U寺- 9  H寺15分 於会館集会室

出席者 ゲスト 荒井清氏( 東畑建築事務所)

堀内宣秀氏( 古河電工)

原見副委員長、奥村 ・北岡両幹事ほか

2 名

議事 「太陽熱利用に関する研修会」の企画

本四架橋他見学会打合

18日 6 時- 9 時 於会館 3 階会議室

出席者 上出 ・南両担当委員

議事 (1 ) 会告原稿の検討

(2)当日の見学スケジュールについて

広報小委員会研修分科会

26日 6 時- 9 時 於会館集会室

出席者 ゲスト 後藤達雄氏( 大林組)

奥村 ・北岡両幹事ほか 4 名

議事 「太陽熱利用に関する研修会」の企画につ

いで

若い会員の集い企画分科会

27日 6 時 半 - 9  a寺 於会館 3 階会議室

出席者 三好主査ほか 5 名

議事 「都市住宅を考える」の企画について

編 集 委 員
ム
一
品

、

淡陶淡路福良工場にて 空イルの楽焼に銚戦

「身障者施設の計画 と設備 J (仮称)特集編集幹事会

27日 6 時- 8 時 於会館集会室

出席者 荒木兵一郎特別幹事、湾柳幹事ほか 2

名

議事 12月号「身F卒者施設の計画と設備」特集の

権成( テーマと執筆者の選定)

見

品 同

' チ

. A  

Z 三

「新たな商業空間の展開」特集編集幹事会

20日 3 時- 5 時 於会館集会室

出席者 三輪委員長、加藤幹事ほか 4 名

議事 「新たな商業空間の展開」特集の織成につ

いて

委員会

20日 5 時- 6 時半 於会館集会室

出席者 三輪委只長、渡辺 ・酒井・小里子各副委

員長ほか 2 名

殺事 (1) 8 月号= 建築物と風ー デザイナーのため

に特集/ 日建設計作品集経過報告

(2)9 月号= 住宅 ・都市笠備公団一関西にお

ける都市整備を中心とした新公団の役割

ー特集経過報告

(3)10月号= 間仕切壁の性能評価特集報告

(4 )11月号= 第28回青年技術者特集報告

(5)12月号= 身障者施設の計画と設備持集に

ついて

(6 )  1 月号= 新たな商業空間の展開持集につ

いて

(7)2 月号精造特集 の件

(8 ) 3 月号計画特集の件ー「医療施設」特集

(9 ) 4 月号以降の特集企画

( 1 凹そのほか

(l l) J j ) ! 支状況報告

広告企画小委員会

24日 4 時- 6 時15分 於会館集会室

出席者 渡辺副委員長ほか 5 名

議事 (1) 8 月号「日建設計作品経歴」広告収入報告

(2)9 月号「住宅 ・都市整備公団一関西におけ

る都市豊富備を中心 とした新公団の役割」

特集広告途中経過報告

(3)10月号「間仕切壁の性能評価」特集広告途

中経過報告

(4)12月号「身障者施設の計画と設備」特集広

告途中経過報告

(5)  2 月号特別企画「断熱サッシの性能 J (仮

称) 小特集案

(6)3 月号「病院建築 J ( 仮称) 特集案

(7 ) J j ) ! 支状況報告

本四架 橋 ( 大鳴門橋) の架設ケー ブル工事の見

学と 淡陶(鮒のタイル工場を 訪ねる

29日 911寺- 181時

参加者 35名

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

11 日 8 時- 9 時半 於大阪グランドホテル

出席者 78名

当日は湯浅叡子氏より国際化社会と日本人と題

して外国人の日本観などについてお話を伺 った。

8 月 の 入 会 者 (敬榊品)

〔個人会員 11名〕

石 川 良一 :Ix ー洋 尼 崎 埋ー

河口 +百 小 据 険 治 坂町l 進

栄 其樹 ｾｦ￧＠ 英雄 志万I ;x脊

本1m 利縫 松 村 孝 治

| | ニチアスの燃えない新建材 11

ニチアスラックス耐火1時間，2時間間仕切壁

ニチアス K Vウオール耐火2時間遮音間仕切壁

ニチアス株式会社

おわびとお願い: ｩｬ￭ｬ 号 Ｙ 月号の目次頁下段のところ、右 ｾ ￨ の

5 行分が印刷の段階で脱務しておりましたことをおわびいた

します。 この 5 行分を切り取 って、 9 月号目次下段に貼付ね

がえれば幸いです。

旧 社 名 日 本 ア スベス ト株式会社

立体トラスの座屈耐力/ 坂 誇二 . .70

各種吹出口の特質( その 1 ) / 和国栄一 . .71

防音壁の施工/ 日本板硝子株式会社… 72

鶴見緑地の〈世界の森〉を訪ねる/ 井本隆一- 手島広行 ・・・73

日本建築協会月間の動き( 昭和56年 7 月分) . ..74  



地淳三，2

l '，J iS;色' こコ
[  総合天井システム間認 |  

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法、けA L T S工法、は当社独自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T パーを建物のモジュールlこ配到し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの般備ゾーンとの組み合せ、さらlこ

間仕切、ブラインド BOXなどの取り付けも可能にした多機能を誇っております。 ( PAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ア 号 干530 電 信(06) 312- 4131附

東 京 東 京 都 港 区 新 情4丁 目2醤 第29蘇 ピ ル 干105 電 信(03) 437- 3361間

福 岡 福 岡 市 縛 多 区 住 吉 2 T 目 16番 27号 〒812 電 信( 092) 291- 045鮒匂

名古屋名古屋市西区骨量町 Ｒ 丁目守番 Ｖ 号〒 ＴＵＱ ・信 ＨＰＵＲＩＵＲＲＭＵＴＳｾｾ

仙 台 仙 台 市 本 町2丁 目1番 8号 第1広 瀬 ピ ル 〒980 電 信(0222) 65- 65681州

沖 縄 沖 縄 県 那 覇 市 蟹 J l I1 オ9 番 地 干900 ・信( 0988) 53-685α 仰

4 8  

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4- 2-4 (英和ビ ル)

電話 神戸 (331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区西天満2丁目6番8号( 堂ピル5階)

電話 大阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市中央区八幡通1 - 16(電話221 2923)  

テトカッパー防水

• 防 水 専 業 の 研 究 ・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水府です.

この 防 水 層 は ( 一 層 防 水) 地工するだけで、防 水lま完E主です.

温度変化に伸びがなく、柔軟性にb I み、耐殿、耐薬品性に優れ、腐蝕しません.

コーパータイト 新 工 法

カッパー防水帯 オク日ン防水格 プレノテク卜吹付工法

選議

奥山化工業株式舎社

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 電話 03 (571)  2703 

大阪事務所大阪市淀川区東三国6- 1- 41 電話 06 (391 )  108ト 2

埼玉営業所 崎玉 県桶川市東1- 6- 10 電話 0487(74) 2845- 6

厚木出張所 神奈川県厚木市金田字富畑259 電儲 0462 (21)  6092 

名古島出張所名古屋市南区若草町33 電話 052 (811 )  3660 

九州出張所佐賀県鯖宮町 電話 0952 (47)  2945 

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本社 : 大阪市東区両符田[ 1 - 12 日生 ビル 宮 ( 943) 6571代 表

東京 ・横浜 ・盛岡 ・仙台 ・水戸 ・静岡 ・岡崎 ・名古屋 ・富 山 ・大津 ・京都・神戸 ・広島 ・高松 ・福岡他全国主要都市



空 醐 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施 工

令制吉田ロ歪巻二
合私罰円ロームヲ畏凋' J .

本 社 東京都港区浜松 町 1 - 25- 7  電話 (434) 617I ( 大代)

大阪支社 大阪 市淀川区加島 1- 58- 59 電 話 (302) 2 2 7  I ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 副11 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 償 浜 ・ 静 岡 ・京 都 ・ 神 戸

争

株 式

会 社

震災詞汚禁処造設計砲工

大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 目 号 電 話 大 阪372局7151 ( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神戸市' 1 '央 区 ド11 1F通時 - 2  - 8  '，'G: ぷ 神 戸; 34 11司: ; 8  9  2  

電 気 ・ 空 間 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，大阪電気暖房株式会社

本 后 大阪市州I王江 戸堀 l T 日10番 17 月 〒550 屯，1市(441 18231

本 社 ｬｦ，｛ ｊ ［ＧＺ Ｑｩｦｬ中央ｾ銀座 Ｒ 丁付 Ｒ 番 ＱＷ ;; 〒104 還訴 (535) 5251  

支 社 大阪・東京・名古座

支 J d 札制・仙台・令 iR ・広島・婦問

営費 ｅ 所斬 湖 ＮＮｒｾＮ 岡山・高松・ ｴ ｪ ｾ 本

出張所 帯広 . J' t森 秋田 ・盛岡・前編・千葉・償i兵 ・併問

官官山・福井 盛 田 ・京 剖5 ・神 戸 ・徳、 IJJ ・鹿児島 ー那翁

海外支庖 シン ガポー J レ

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備 ・その他管工事一切の惣計・施工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社東京書官千代田区大手町2- 6-2 ( 日本ピル)

電 話 03- ( 270) ー7411附

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2- 38 電 話 06べ443) 関 41側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 . 所 仙台・千葉・名古屋・金沢・高松・広島・補同

出 張 所 福 井 ・ 倉 殿 ・苫 小 牧

空 気 調 和 設 備 嘗 環 境 衛 生 施 訟

給 排 水 ・衛 生 水 道 ｾ＠ 荷 役 運 織 機 械

電 気 設 備 L =主』
.，. 7 園 田 園 圃 守 化 学 鉱 山 線 械

府 房 ， ｾ＠

- 金 値 『 圃 霊 堂 練 式 ー 1 - ｉｬ ｾτ ＺｴＺＭｲｴＺ＠
- ー句爾」園調I t 会 社 ノ 、 問 x . ｾ＠ Iロ

取締 役社長 玉置 純治郎

理 事支庖長 杉 j甫 敏 郎

大阪市東 区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電 話 大阪 (202) 代 表3071

本 山 東 京 日 比谷 ・三倍ピル

支 1占 名古屋 ・九州・北海 道 ・中国 ー東北 北陸

出 張 所 備 浜 阿 国 静 岡 監LU 岡山 ・金沢・ 新潟

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

⑪三建設備工費将来求書枇

大 阪 支l吉 大 阪 市 北 区 紅 悔 町 3 -1s: 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央区 日 本 僑 械 設 町 ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

空 気 闘 和 ・ 衛 生 股 備 設 計 施 工

。掠式会社三発空調

取締役社公 事 訴 藤 博

4本E 社 大 阪 市」北t 区 西ヲ天ci l満爵 3 ｲ 白 ｬ凶 ＳＱ 番書 Ｒ 初 ｏ ｾ 司泡Li泊占 0ω6一3お63一 1371

l束瓦 京本l庖百 Ｓ東 ｅ 京 ｅ邸 目新 Ｑ街面卸｛ｾ Ｚ正 丙析 Ｑ宿首 祈街{ 住正友ヒ，ルし 屯4必1; 0ω3一3μ44一l凶911l  

大阪本席 大 阪 f市有北F灰z更- 丙天 1満歯 3 r同13 司准主20号 屯"活f， 0ω6一36ω3- 137η l  

支 庖 名古屋 市中村区名 駅 南2了目14番 1ω9号

広 島 市 中 区 紙 屋 岡町r 1 丁目 2 番 22号，屯 .1;0822- 47- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 r，2  1 目 4 lfi: 22り 定 .; 1;092- 761 - 3795 

出 張 所 仙台 崎浜 ・福井・ 京 郎・神戸 ・松江 ・高松・下関 ・沖縄

$  新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大IQi 市 北 区 堂 仏 浜 1 丁目 2 需: 6 号( 新大ピル)

電 話 (06 )  344 - 6  。
3  ( 代 )

本
全土 東京都中央区日本僑本石町4-2( 三井第二別館)

電 話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 械 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

c! ?90し9i r /丸

02E豊喜業捗EE舎fさ

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 耳 東 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

¥- J  よりよき環筑へ技術で挑む一一一 一

領P 株式会社落語研

唱ｾ 本 社 大 阪 市 南区鴎 町 3 番 了 時I也( オー トセンターピル2階)

郵 便 番 号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

冷凍空調 o'fl l 大 阪 市 大 淀 | 王 位 崎 4 丁 目 5 Il't 21 け

郵便I l ' t 号531 m，ili 大阪 (06) 374- 2  4  5  5  Ifi  

東 京 支 底 東京都千代田灰九段南 2 丁目 2 醤 5 号( 九段ピル 8階)

郵便番号102 電 話 東京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

空間? @  
搬送機設備

設 計 施 工

第ーエ紫抹式会本土

大 阪 支 庖

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ー一 日 大 阪 ガ ス 箔 定 工 事 会 社

ガス設備 ・ガス住宅設備 副 ム 大阪ガス住設機器特約底

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 1ト 12 電 話 06 - 313 - 1846

1 孟品 主際 大阪市北区西天満 5 - 11 - 12 電 話 06 - 313 - 1846 

z: 占 霊祭 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電 話0720- 49- 2128 

設 備 都 大阪市北[ 苛丙天満 5 - 11-12 電 話 06 - 313 - 1846  
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日麦 ・冷 房 ・空気温湿度調整装置

回 設 計 施 工

高 砂 烈

ふ 凶

ー争・

大阪支 l高 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表 )

本 社 東 京 都 千 代 図 区 神 田 級 河 台 4 丁目 2 番 地

r n削側島? コ 空 気 調 和 設 備

段計施工

換気・除塵設備

東 洋 煎 工 . 織 亘 書 舎 紙 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 制 本 町 3 - 1 - 2 7 T E し(443) 8  0  7  1  

本 社 東京邸中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

J : 庖 名 古 / t 福 岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

おお西原衛生工業所大阪庖

大 阪市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電自重大阪 (458) 3531番

支底・ 営業所 福岡・京都・天理・川西

⑥ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本ヰ土及京都支底 点 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

電 話 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 (691 ) 1045 

大阪支底 大阪巾 ｩ ｾｴ ｐｚ 天満 Ｑ Ｍ［ＧＭＲＰ 旬以ｻＨ渇 ＩＳＵＲＭ Ｓ｛［ Ｐ ＱＨＨ｜Ｉ

三 軍 支 庖 fll rfi 栄 町 2 - 1  1  1 旬 以 { 0( 92) 26- 36HX代)

園 田 市営 難 所 内 11 市 市 内 末 広 町 旬 以 {( ' (93) ｾＱＭＷｾ＠ 31  ((¥) 

滋 賀 営 拠 所 A i ll r! i -tTII' ，浜 13 - 15 mU; ( 0775) 22- 97:>81(¥) 

名 古 屋 営 換 所 名『片I; ( ，ti 中 村lベ111) 武 トGJ '，' 日. 伯仲S2) 452- 3701<向

｀盗暖房 ｉｾ

d・F電........
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃ｉ｛ｾ司 ＺＱＺｩｕＺｾ

③同掛主義融持

c k 

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山王業様式念滋

大阪市西区江戸沼1丁目 22番7号

f t  06- 441 - 1994 ・443- 0331

住 宅 た エ ン ジ 二 ア 必 IJJ の』 l F. / kf  IiTZ だ .. 己1I

第[ [ I J 防空気調和・衛生工学便覧|

I 巻一基礎篇

第 1 編 基 礎 第 2 編 総 合 計 画

君事 3 編 汎 用 機 器 お よ び 電 気 設 備

第 4 編 材 料 と 施 工 付 録 法 規 ・ 規 格

E 巻- 空気調和篇

第 5 編 空 気 調 和 計 画 ・ 設 計

第 6 編 空 気 調 和 機 器

第 7 編 空 気 調 和 応 用

田巻- 給排水・衛生篇

N巻- 資料篇

第 8 編 給 排 水 ・ 衛 生 計 画

第 9 編 給 排 水 ・ 衛 生 機 器

第 10編 給 排 水 ・ 衛 生 特 殊 設 備

第 11 編 給 排 水 ・ 衛 生 応 用

第 12綱 上 下 水 道

価 格 セ ッ ト価格 CI +l l +田 巻) 分 冊 価 格 CI. ll. 皿 各 巻 共 ) 町 巻 資 料 篇 は 1 冊

空術学 会員価… 3 7 0 0 0 円 空衛学会員 価… 1 3 0 0 0 円 空衛学会員価 ' ' ' 5000 円

定 価" ， 4 4 0 0 0 円 定 価・・・ 1 6 0 0 0 円 定 価 ・・・7 0 0 0 円

送料

申込 現 金舎 留 または本学 会指定の振込用紙にでセ ット数明記の上 ，代金・ 送料をご確認のうえ，最寄りの郵便局ま

方法 たは銀行へお払込み下さい 。

¥ .!R空気調和・衛生工学会話L252官 同 一 品1 山辺誠二二

ｦ ‘ｾ＠



電 気 設 備 の 頁

電気・言十装工事 設 計 施 工

ー逮

栗 原 工 業 株 式 会 紅

取締役社長 栗 原 信
英ー

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 懇 ビ ル T Eし0 6- 31 3- 1  10 1  

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・九 州

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 三 輿 社

本 全土

支 I! 

代 表 取 締 役 坪 弁 大

大阪市北区西天満 2 了日 6 - 8 (堂ピル 7 陪 )

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  ( 代 )

東 京 都 中 央 民 日 本 精 箱 崎 町 2 0 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  ( 代 }

出 張 所 川 崎 ・ 判 I li : l 原 ・ 堺 飯 山

ゐ

本 与t

支 1苫

支 底

営 業所

電 気 ・ 媛 冷 房 ・ 空 間 工 事 位 計 鎗 エ

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

社

大阪市北区西天満 2 丁 目 6 - 8 ( 堂ピ ル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代 )

東京著E港 区 新 僑 2 - 1  S  ( ニ ュ ー 新 僑 ビ ル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

神 戸 堺 ・ 千 葉 ・ 字 都 宮 ・ 熊 本

総合般備工司J ( 般 計 ・ 施 行〉

建事長・電気 ・アンテナ- 送電線 ・プラント・計裟 -空慣 ・土木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

取締f支社長 代 谷 正 フE

本 本土

事業所

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L (  06) 452- 1151( 大代 )

東 京 ・名 古 屋 ・ 大 阪 ・広 島 ・福岡

社

@問

Board&Sl ate Standard 

設相

フ タ パ 需 * 反

朝

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

P 国 産 恒 J : = .&.JI- - &: .  ｾ、

l場亀ヌ' ( ， ＧｴＮホｾ｜ま

代表取締役 山 本 博 三

社

本 社 大阪市北区中之島3-2-4 朝日ピル T E L 大阪06 (385) 1361 ( 代)

本社営業所 吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6  T E L 大阪06 (385) 1361 ( 代)

京都営業所京郎市右京区西京極羽野町 21 T E L  京間1075(311) 1l 85( 代)

東京営業所 L駐車都中央区銀法(6・6-7 朝日ピル T E L 東京03 (574) 0  6  6  5  

福岡出張所福間市中央区薬段 1 - 1 4 - 8  T E L 福岡092(771) 6  1  6  8  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

会 社

大阪支社長 横 田 幸

大 阪 市 東区 高 周 僑五 丁 目二 八 番 地 電 話 大 阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 郷 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 偏 岡

営業所・出張所 全国主要都市 20令所

金込

電気・計装・空間工事設計施工

ＱＷｾ ト・気工［Ｎ［］Ｎ［二戸 ｊ レヲ滑儀式 Ｙｕ

本 社

支 I古

事 業 所

取締役社長
山 本 氷 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 r 同 l 番 3 号

T E L  0 6 - 3 64- 3 056 ( 代)

東京・神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 - 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

1京都・ 高砂・ 三原・徳山・松山・新屑浜・福岡・沖縄

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

本 社

営業所

取締役社長
田 中 実

大 阪 市 西 区 北 堀 江 1 丁目 10 番 2 号

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代 襲

来 京 ・名 古 犀 ・広 島 ・ 福 岡

⑨日本写植印刷株式会社

代表取締役 神 田 都 義

本 社

日本写舗センヲー

;章山写幡セ ン11-

沖縄写植センヲー

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 骨 06 (692) 1111代

〒892 鹿児島市名山町4-7・三宝ピル，α192 (26) 4371 

干708 津山市大手町8番S号 俊範窓会館 . 0ぉ82 (4)  1771 

干蜘 南 風 原 村 謙 械 沖 縄 印 刷 団 地 ， 明8 (55) 61∞ 
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奉 仕 感 謝 の 庖

タイル工事施工

⑪: :  " ) 滞* * 歳怠

本 壮 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 似本町パ ス停附 )

電話 大 阪 06(532)代 0461 . 550  

天理 営業所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

l  重政省 2 .定の防火材料

室 |セメント系吹付材 ソリジ yトスタイン 制 附 o  0  0  3号

ロl 特殊リシ ン吹付材 エ バ ウ オ ー ル 基 材 問 噂 o 0  0  3号

回目 l

アクリル系吹付材 エ パ ー サ ン ド 基 材 伺 等 o0  0  4 骨

本 社 大阪市東住吉区駒川2- 4- 22 電話 (06) 702ー7814- 7

東 京 事 象 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

特殊壁装材製造販売 和室に最適

一 一 一 一 ・ 緊 楽 壁 紙 ・ ホ ク シ ノ ン (無機質壁紙)

[111](株)踊9ヨコ! ]C:2

カーテン・壁装材

新たにショールームが完成 .1

皆さまのお越しをお待ちいたしております 。

株式会社ブヲ工テキスタイ)l ノ大阪支庖

〒541 大 阪 市 東 区平 野 町 3 - 6 - 1

平 野 町 セ ンチュ リー ピ ル 1 F  

営業品目 プ ー ル ・ 水 処 理 用 各 種 フ ィ ル タ ー

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商J吉 I  I  ボイラー・熱交換器・サウナ設備

大 阪 支l吉

大阪市東区高 腿僑 2 丁目 9 野村 ビル5階 電 話 大 阪 ( 202) 4905

⑨ 株式会社 ｉｾ 11. 11 '# 

本社 干543 大阪市天王寺区寺田町2丁目2番12号 T E L(772)5307 

東京 〒162 東 京 都 新 宿 区 市 ヶ 谷 台 町 8 番地 T EL (353)9595 

電気・空調・衛生など各種践備分野の記事が 1冊の雑憶に/

理築自愛 月刊

置図画十ｾＮＫ宣言圃十圃圃Ｋ置耳目 ｅ

~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会， 社会，文化 について，学識経験

者の見解を発表

・新建築・新設備 注目すべ き建物の建築と設備を紹介

・ 特 集 業界，社会のニーズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

. 議 座 建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニー ズにこたえ ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニュース 圏内・海外ニュース，機器 ・文献ニュース

. 会社だより ，研究所だより その他

|  雑誌民判・ 100頁 ・定価1000円一一申込次第見本送付 |  

社団法人建築設備綜合協会 協会正会員募集中 ・年会費1 2，000円一申込は事務局まで

東京都中央区銀座3- 2- 19建築会館2階 出版部 (03) 561- 7181 事務局 (03) 561- 1765(銀行振込先・ 三菱銀行京僑支庖普通預金0055- 082)
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各種障害撤去・砂礁層穿孔撤去・玉石層穿孔撤去

・岩盤層穿孔撤去・鉄筋、鉄骨コンク

リート穿孔撤去・杭引抜き及び撤去

株 式 会 社 菱 備 基 礎

本 社 立 中 市 宝 山 田T22 番 44号 〒560 電話 (06)841ー7121- 3  

工場盤中市手IJ 倉東1丁目 16番5号 干561 電話 (06) 863- 0207 ( 代)

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布防本・シート防水 ーモ 1レタ J レ防本

・樹脂注入接着工法 作位附防法人桜丘補修仁 TJi

・亀 裂 補 修 工 事 件 砲 術115法人 ・充犠 ・コーキング

・シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコール・ウレタン ・アクリル

・吹 付 工 事 アクリル ・リシン・弾性タイル・その他

。建 設 業 許 可 大阪府知事許，，] " ( 般ー53) 第51225;;. 

。日本シーリング工事業協会々員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 21 品ι ヘ品. : : 1: . D 事・- 1- ← I :I工

川 l地 所"l-r ピル2015 河湾υ 有すすヲコ配布電7 但 11

TEL 06( 315)0701 ，.・ -， .  ... ＭｲＭ・ｾＮＮＮＮ司ＮＮ .-.，・

雪月二.In CS A ｔＮニ ｊｮｬｬｾＮ ニ ｊ ト
セキサン1'¥イル ( s M.A C.P C. R C)  

カネライトフォーム. A L C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 炎 取 締 役 治 . 岡 j告

本 社 〒 629-31 京 都 府 竹 野 邸 網 野 町 下 網 野

舞鶴バー業所 干 624 舞 鶴 市 制 米 1 6  0- 1  

111 ｾ＠ a  

句、ル鴨川 crL 

ｓν ｾｩ ｾ 主主
｡Ｚ Ｎ ［Ｎｾ 喧 ｌＧ ｾ

2高島議J z  

Ｐ ・ ｾ ＺＧ ｾ ｜�Ｍ
Iv目。

膨張材 J I l 野田工クスパン

間= 日にす. ，. . - ; J

Jll 野田セメント総武客員

本 部 東 京 都 江 東 区 豊 洲 1- 1- 7  T E L  531-4111 

大阪支庖 大阪市北区梅田 1 - 8  - 17 T E L  341-8331 

支 底 本凶晃・仙台 ・東京・名古屋・大阪・高松 ・広 島 ・福 岡

製造元 白 書 マ ス ヲ ー ピJ L 9工 夫 椋 式 会 量

販売元 苅t モ2・I J コ1t . ! I 豊富后詮本象 玉、C重量tii 量生

タ 4土 / 点 京 間 』 港 区 六 本 木 3- 16- 26 膏 03- 部 会8811

k阪 叫 業 所 / 太 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7  .. 06.202-3294 

。 ｊ Ｍ＾ｊ ｟ＩｖｾＭ 酬の断熱用シｾ人 ａ
Jあ二シ. Ｍｾ今

回宜バイナリーシート P
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，二重権造の断熱兼用二重防水シートです。

自 主 電 線 株 式 曾 祉 制服部刊田区間内2 T 巴慨雪{干代田ピル)

デンカCSAファミリー製品

・子二. . nCSA … … … … … … … … … ーコンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和 材 )

・子二..n弓ヌヨニ.. ....... …・・… … … … ・鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウト用無収縮材)

ＮＷＮ，二 ＮＮｮ 守 ＳＭ 音声 Ｂｊ Ｇｊｾ……・・………コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止水 ・補修用急硬セメント)

.ョーニ. . nES …… ・… … … … … … 一地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

・子二..nrlooo・… … … ・… … … ・・… コンクリー卜パイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式
ム

冨ネ土

E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; トーコー/ 本社

T E L 滋 賀 ・ 守 山 ( 0 7 7 5 8 ) 3 - 2 3 8 1

53 



議議韓関鵬

、S K式

i綴議滋鑓雛輔.

設備合理化に貢献する

!.J!J :ユトヨ山コ0

:tjν uコトヨ山ゴ

- 実用新案特許第 1196331号
多 数 有 名 な 建 築 物 に 納 入 実 績 有

( ステンレス製)

く81く型〉

| 層式( 桝 ) / 3 層 式/ 4 層 式/ 床置式/ 土間用

〈特長〉

・コンパクト化| こより工期短縮

・軽量で据付費の大幅低減

・徹底した生産合理化

・優れた耐震 ・耐 久 性

・取扱いの快適性並び衛生的

喜怒鶏朝間嶋

S K式

糸町、機瀦遡 -

ステンレス製ヘアーライン仕上

敵ホ栓ボ Ｑ ＱｊＧｬｾ
H型

W型

< 8 K型〉

( 土間埋設型)

S K - AB- 20H - 35H型 1. 2 .3 

SK- BB- 20H - 35H型 1. 2

( 壁画埋設型)

SK- AB- 2 0 W- 3 0 W型、

SK- BB- 2 0 W- 3 0 W型二〉タテ・

〈特長〉

・外観ガ筒麗

・錆びにくい

・腐食文字( ペイント焼付)

・取り扱いの快適性

・施工ガ簡単

〈営柴田目〉

S K式 グ リ ー ス ト ラ ン プ/ S K式 ガ ソ リ ン トラ ッ プ/ F 型 グ

リーストラ ップ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散 水 栓 ボ ッ ク ス/ パ J レ

ブ ボ ッ ク ス/ 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 全 般

12: 計 ・製作・販 売

※ カタログ・納入実績表御請求ください。

BHlmODm下 回 機 工 株 式 会 社
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「省エネ効果を高める」外壁

ヘーペ比ヨ- f h

へーベルライトは、パネル全面に補強

芯材を内線しています。木 造 住 宅 鉄

骨住宅どちらにも 7 γ チする外カベパ

ネルとして注目を集めています。

. 断熱性が高い

. 火 に 強 い

・ ヒ ピ 割 れ し に く い

・重厚なタト観をつくる

・工期が短い

ヘーベルライトは、すぐれた特性を複合的に発揮する、

軽量気泡コンクリー卜外壁材です。

今、家づくり街づくりに、

大量に使われているヘーベル。

(軽量気泡コンヲ リートパネル)

ご 存 知 で す か 。こ れ が 超 高 層 ビ ル か ら l吉舗・

事 務 所 ・ 住 宅 ま で 、 あ ら ゆ る 用 途 の 建 築 に

へ ー ベ ル が 用 い ら れ る 理 由 で す 。

・冷 暖 房 貨 を 節 減 す る 、 省 エ ネ ル ギ ー 建 築 を つ く る こ と が

できる 。

・火 災 に 対 し て 安 全 な 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・地 震 に 強 い 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・短期間で好みに合った、美しい建築をつくることができる 。

・隣 綾 建 築 物 ー ぱ い に 建 て ら れ 、 敷地 の 有 効 利 用 が で き る 。

・建 築 中 、 周 囲 へ の 迷 惑 が 少 な く て す む。

・乾 式 工 法 で か つ 断 熱 性 が よ い た め 、 結 露 に よ る ジ メ ジ メ

や カ ピ の 発 生 の な い 健 康 的 な 建 築 を つ く る こ と が で き る 0

・重量! 惑があり、近代! i $ 党に満ちた建築物をつくることが

できる 。

安全・快適な建築づくりに

貢 献 す る

日本工業続絡 (J IS)札日

建設大臣認定耐火楠造部材 ・省エネルギー協力製品

ｊ､ｬ ｦ ｬＺ民主重量事ｾ帯自民豆電盆釜本土 ヘーペJL

〈長〉伊新興子材三業所
、 ｾｉ T' 550 大 阪 市 西 区 南 泊 三 32ー 11 n  (06) 538- 2951 ( 代)

明 石 支 庖 干673 明石市西新町 2- 12- 14 n078 (922)  0007 (代)

高槻営業所干569 高槻市宮田町 2ー 1- 29 n0726 (96)  2889 

中国営業所〒742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

n08202 (2)  5211 

建築型わく工法マニュアル

高 橋 昌 著

A 5 ・216頁 定 価2，600円・送料300円

建 築 措 術 者 の た め の

聾内外装の損傷と補修同編集部編

B 5 ・289頁 定 価3，600円 ・送料300円

D A 5 ・430頁 定 価3，800円・送料300円

建築構造問題快答集 同編集部編

困A 5 ・385頁 定 価3，800円 ・送料300円

上巻 B 5 ・453頁 定 価6，000円・ 送料350円

震建築工事検査の実際亀田弘

下巻 B 5 ・535頁 定 価7，000円・送料350円

同 じ 失 敗 を繰り返さ ないために

警失敗の実例にまなぶ 同編集部編

B 5 ・279頁 定 価3，600円・送料300円

建築構造計算資料集 (討し著

第 1 巻鉄筋コンクリート構造編(1) B  5  .240頁 定価3，800円

第 2 巻鉄筋コンクリート構造編(2) B  5 ・212頁 定 価3，000円

第 3 巻 鋼 構 造 編(1) B  5 ・225頁 定 価3，200円

第 4 巻 鋼 構 造 編(2) B  5 ・256頁 定価3，500円

第 5 巻鉄骨鉄筋コンクリート構造編 B 5 ・208頁 定 価3，200円

第 6 巻 基 礎 構 造 編 B  5. 249頁 定 価3，800円

築 按 術

建 設 省 建 築 研 究 所 監 修

12月号の予定目次 定 価 ￥8 5 0

- フラ ッ トな屋根の大張間構造一一一一一一松井

- 巨大フォークリフトと舗装工事一一一一一井上

- 新耐震設計法の考え方と問題点( 2  ) 一一一尾 崎

・無菌病室 ( 2  ) 一 一一一一一一一一一一一一内山

司ioi ヨ王 1，
V; J ミ仁コ か

博

昌凡

満

- 建築企画シリース: 旅館業( 2 ) 一一一一一福田鵡一郎

. P S コンクリート建築設計ノート( 6) 一一長倉 四郎

- 構造物の動的解析( 9  )  ------- 一一ー一 一一石丸 辰治

・材料と工法 '81 :断熱材打込工法一 一 一 一 一 編 集 部

- 構造計算データシート 一一一一一一一一一一一一一中川 淳

建築経済統計図表 ・フォトニュース ・ トピックス ・建 築 家

の 良 識 ・読 者コーナー ・海外の話題 ・建材 の動 向 その他

直接購読ご希望の場合年間予約金 ￥ 1 0，2 0 0 (送料共)

⑤ 160 東京都新宿区北新宿1-8-1 中島ビル 8 F 匹目 ｅ 姐｡Ａｾ長ｾＮ 振 替 口 座 東 京0- 72417番 台 東 京 (363) 4211 ( 何

/  

5 5  
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143うZ137t i BI シヲ J l J 9J l

錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

、

・オリエンタルサンセラム( 5  5  )  

波 板 規 格 S 小 波 . 8 大波・ V 波 ・ボックス 波 . wジ ャ ン ポ波・ V デ ッキ

8 V ジャンポ波 ・其 の 他

用 途 平 桓 ・波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 苔 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー ・ヱキゾスター( 強制)J

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タロ グ を 御請 求 下 さ い

畿市 I J I !J 9J 乱暴9J l 製造線式会祖

大 阪 本 社 干660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 06)412 - 5131 ( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大 阪 ( 06) 488- 1081( 代 )

支 庖 及 工 場 大 阪 ・九州卜 名 古 屋 ・広 島 ・東 条 ・ 刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材工 業. 株 )

東 京 本 社 及 工 場 干 335 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 厳 (0484) 42- 3115( 代 )

支 唐 及 工 場 東 北

現場の信頼に応える ｾｉｾｉＮ＠ 告I j 口

語交ロロ

セ メ ン 卜 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン 卜 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン ト 硬 化 促 進 周

セ メ ン 卜 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー 卜 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型 モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" ま ヲ ー

9 1、- ; " - 1-

ＷｾＹＢＺＧ＠

' 1' T-9' : . .  

セメント. 起泡・軽量 ・裏込用 Z %: : I-#-

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 z ; 宅: :1-叫国E

ー セメン卜混和剤・助材綜合メーカー -

ｾ，ｾ，Ｎ￟株式｟､ｊ固ＱＺＺ ＱＮＮＮＮ｟ｴ .. 

Ｍｾ官 ｬ 会社 ￬ＮＮＮＮ 哩園唱・Ｍ｟ . . .  . &.  

ｾて ｙ 東京事 ｅ 品川区二議 Ｑ Ｍ ＱＸ Ｍ Ｘ 台 東 京 (787) 1131代表

東 北 支 后 福 島 市 下 野 寺 字 遼 原3- 2  f t0245  (91)  1131間

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 町 14 - 3  f t0298 (23)  1131仰

盛岡営業所 宕手県盛岡市月ケ丘3- 39 f t0196(45)  1331制

大 飯 大 阪 市 東 成 区 東 中 本2- 17- 26 f t  06 (974) 1131 



最大の敵。

貴重な資源“ 水" も建物にとって最大の

敵となることもあります。

日本アスは多年の経験と実績を生かし て

完全防水に取り組むプロ集団です。

地 区

北 海 道

地 区

東 海

会 社 名

三 井 工 業 株 式 会 社

三 官 建 材 工 業 株 式 会 社

合資会社，青谷商J苫 沼 津 支 庖

大 池 建 工 株 式 会 社

盤 喜 防 水 工 業 株 式 会 社

辰 巳 防 水 工 業 有 限 会 社

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社

東 京 建 材 工 業 株 式 会 社

東 海 物 産 株 式 会 社

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社

宮 崎 建 材 株 式 会 社

池 田 涯 管 工 業 株 式 会 社

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 神l草 商 庖

国 際 工 事 株 式 会 社

清 水 興 業 株 式 会 社

日 新 工 材 株 式 会 社

日 新 建 工州 大 阪 出 張 所

日 本 綜 合 防 水 鮒 大 阪 支 庖

ヒ 力 リ 工 業 株 式 会 社

フ タ ハ 興 業 株 式 会 社

マ ルフ ジ 工 業 株 式 会 社

有 限 会 社 丸 旗 商 庖

久 下 商 庖

東 洋 建 材 株 式 会 社

中 村 遅 育 工 業 株 式 会 社

棚 田 建 材 有 限 会 社

有 限 会 社 ミ サ キ 商 会

束 中 国 防 水 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 三 洋 技 建

三 和 防 水 工 業 株 式 会 社

豊 永 建 材 株 式 会 社

大 和 工 業 側 広 島 出 張 所

株 式 会 社 巴 商 会

和 光 工 業 株 式 会 社

大 三 工 業 株 式 会 社

徳 島 大 三 ヱ 業 株 式 会 社

株 式 会 社 マ ル マ ス 河 野 商 庖

側 マ J レ マ ス 河 野 商 庖 松 山 支 底

株 式 会 社 山 本 商 会

大 三 工 業 側 高 知 支 底

安 疎 工 事 株 式 会 社

加 茂 装 備 株 式 会 社

草 野 工 業 有 限 会 社

日 建 工 材 株 式 会 社

株 式 会 社 工 材 社

株 式 会 社 三 宮 工 材

安 蘇 工 事 株 式 会 社

山 崎 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 大 ニ 商 会

日 新 興 業 株 式 会 社

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会

上 原 建 設 工 業 社

東 北

会 社 名

日 本 防 水 総 業 株 式 会 社

日 本 防 水 総 撲 醐 旭 川 出 張 所

白 本 防 水 総 業 側 釧 路 出 張 所

日 新 磁 エ 糊 札 幌 出 張 所

大 和 工 業 側 苫 小 牧 出 張 所

大 和 防 水 工 業 株 式 会 社

ト フ ジ エ 業 株 式 会 社

開 発 株 式 会 社

北 原 磁 材 工 業 側 仙 台 出 張 所

協 和 建 材 工 業 側 仙 台 支 庖

日 新 建 工 附 仙 台 支 応

日新l : I l エ附青森出張所

日 新 建 エ 側 郡 山 出 現 所

葵 工 業 株 式 会 社

伊 藤 建 材 株 式 会 社

い わ き 建 材 工 業 株 式 会 社

春 日 工 業 株 式 会 社

金 問 工 業 株 式 会 社

北 原 建 材 工 喋 株 式 会 社

木 下 工 業 株 式 会 社

協 立 工 業 株 式 会 社

大 東 ス レ ー ト 株 式 会 社

株 式 会 社 東 京 シ ン グ ル

東 京 涯 青 株 式 会 社

日 新 建 エ 株 式 会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社

日 本 防 水 総 業 側 東 京 営 業 所

野 口 工 材 株 式 会 社

槌 回 工 喋 株 式 会 社

富 士 工 材 株 式 会 社

議Ｚｾ普興業株式会社

フ タ パ 興 業 側 東 京 営 難 所

古 川 株 式 会 社

北僚Ｚｾ膏工業株式会社

大 和 工 襲 株 式 会 社

涯 膏 建 材 株 式 会 社

有 限 会 社 神 守 建 材 社

金 港 涯 背 株 式 会 社

不 二 防 水 エ 撲 株 式 会 社

北 原 建 材 工 業 側 千 葉 営 業 所

三 和 工 業 株 式 会 社

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社

石 田 建 材 工 業 側 大 宮 支 庖

石田l : I l 材工業側宇都宮出強所

涯 育 建 材 側 宇 都 宮 出 猿 所

株 式 会 社 奈 良 屋

鹿 住 防 水 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 仙 嶺

株 式 会 社 折 橋 政 次 郎 商 庖

一 公 工 業 株 式 会 社

』醐折 僑 商 庖 金 沢 営 療 所

マ J レ セ 化 建 株 式 会 社

石 橋 建 材 株 式 会 社

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社
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T  E  L 0762(42) 5151 
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近 畿

中 国

四 国

北 九 州

南 九 州

所 在 地

庁 ￞ｉｾｪ ｔｬ￯

ｾｾｾｾ品市

沼 津 市

ｾ，古』量市

名 古 庄 市

名 古 屋 ili

名 I
J
，屋市

名 古 昆T有

名 古 民 市

名 古 昆 市

名古1 <1市

大 阪 市

東 大 阪市

守 口 711

大 阪 市

大 阪 市

大 阪 市

大 阪 市

大 阪 市

大 阪 市

吹旺l 市

大 阪 rll

大 阪 市

京都T l 1

ｊ［ｾ＠ l:I Si li  

神戸 市

神 戸 市

和 歌 山 i1j"

1町 山 市

大 竹 市

ｬ よ ｽ［，ｾ 市

広，［，ｾ司守
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松 江 Tli
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f忠I:. 'irn

今 治 市

松l. l !司T

ｦｩｾ｛ ｊＮ ｬｭ＠
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ｫ Ｗ， Ｑｾ￲ｩｬｪ＠

制 問 1' 11

1ヒ7し州 711

制問T l i

北 九 州 市

大 分 市

長 崎 県

北 九 州 li 打

目 崎 市

延 l8. j i 打

成 児 I:.¥TI1

ｩ ＧｉＧｾｮ リ Ｎｌ

電 話

r  E  L0542( 85) 9151- 2  

T  E  L0532( 45) 8211 j-t 

T  E  L 0559( 21) 9610 

T  E  L 052(  211 )  Ｑ ＸＸＵ Ｑｾ＠

T  E  L 052( 991 )0111代

T  E  L 052( 501 )  ＱＴＰＱＱｾ＠

T  E  L  052(  761 )  6181 t t  

T  E  L 052( 411 ) 6621 

T  E  ｌ ＰＵＲ Ｈ ＷＲＱ Ｉ ＲＲＱＱＱｾ＠

T  E  ｌＰＵ ＲＨＵＷ Ｑ Ｉ ＵＵ Ｔ ｉＱ ｾ＠

r  E  L 052( 33 1)  1531代

T  E  L  06(  699)  5757- 9  

r  E  L 0 6( 745) 512I f t  

T  E  L 0 6(909)  1433 ・( 908 )1282

T  E  L 0 6( 211 ) 6385- 6  

T  E  L 0 6( 372) 0250- 3  

T  E  L06( 541 ) 3785- 6  

T  E  L 0 6( 326) 3845- 6  

T  E  L 0 6( 361) 0471- 5  

T  E  L 0 6( 395)  1051代

T  E  L 0 6( 385) 278I t t  

T  E  L0720( 57) 3293 

T  E  L 0 6( 351 ) 2150代

T  E  L 075(  311 )2044- 5  

T  E  L075( 672 )5351 - 5  

T  E  L  078(  34 I  )5884 ・1223

T  E  L 0 78( 84 1  )3551代

T  E  L 0 734( 22 )3922 

T  E  L0862( 72 ) 12211.t  

r  E  L 08275( 2) 5155代

T  E  L 0822( 83) 33661"t  

T  E  L 0822( 61 )637 lj"t  

T  E  L0822( 64 )2761 

T  E  L 0 836( 21  )0760 

T  E  L 0852( 38) 1321 

T  E  L 0878( 51  )6811 1t  

T  E  L 0886( 3 1) 416 lj"t  

T  E  L0898( 32 )500日代

T  E  L 0899( 22 )2121 

T  E  L 0899( 31  ) 62611t  

T  E  L0888( 45) 48001"t  

T  E  L092( 561 )7012代

T  E  L  092(  56 1  )6250 

T  E  L 093( 922 )763I f t  

T  E  L 092( 741 )6665f t  

T  E  L 0 93( 37 1  ) 1468代

r  E  L 0975( 36)  2326- 7  

T  E  L  09588(  2  )2200 

T  E  L093( 941 )5441 

r  E  L 0985( 47) 6155代

T  E  L0982( 33 )2455- 9  

T  E  L 0992( 23) 9395- 6  

T  E  L 09889(  2  )2368 

協 力 組 合 員

北 海 道 ク レ ミ ス 工 柴 株 式 会 社

株式会社、ノロ防水北海道

株 式 会 社 防 水 セ ン タ ー

株 式 会 社 主 建 防 水 工 業

株 式 会 社 畠 興 建 設

関 東 株 式 会 社 大 ニ 商 会

日 渡 工 業 株 式 会 社

合 資 会 社 中 西 商会

糖 信 涯 膏 株 式 会 社

マ サ J レ 工 撤 株 式 会 社

- 建 設 省 東 計 第 240号 認 可

製 造 元 日 新 工 業 株 式 会 社

中 部

本LI 地rli r  E  L OII ( 882 ) 12 3 Ut  

札 帆 市 r  E  L OI I ( 751 )  I  7361"t  

K 申見7打 T  E  L 011( 683) 56 16f t  

m=広 -m T  E  L OI 55( 25 ) 57761"t  

砂 川 市 T  E  LOI 255( 4 ) 1166t t  

淀 川 区 T  E  L 0 3( 803) 2651- 2  

' Pl ff 市 T  E  L 0552( 32) 5477 

fl.i Wi lK  T  E  L 0 3( 961 )  1924f t  

高lt 附 m T  E  L 0474 ( 38) 4511 

日: lIl1K T  E  L 0 3( 643) 5911t t  九 州

伊 藤 防 水 工 業 有 限 会 社

株 式 会 社 岩 昇

小 野 建 材 株 式 会 社

長 登 工 業 株 式 会 社

日 精 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 名 神 防 水

名 涯 工 業 株 式 会 社

合 資 会 社 明 光 建 材

北陸，塵青工業株式会社

吉 田 防 水 Jli

株 式 会 社 沖 縄 装 奨 工 業

名 1
1

-; 屍 ili

自主ＮＡ ｾ ＡＮ Tll  

4片手7昆，11

金 沢 市

出;i l'，主iIi

名 古 屍 市

名 古 屋 市

日i I.U  ｖ ，ｾ＠

岐 阜 叫L

ｴ 中 ｾｮｖ ， ｬ

T  E  L 052( 503 )11721.t  

T  E  L  0586 ( 24 )0505 ・ 1678

T  E  L 0582( 3 1  )7 158 

T  E  L052( 751  ) 8141 

T  E  L 0 762( 49 )4593 

T  E  L 0582( 71  )7459 

T  E  L 052( 72 1  )5381f t  

T  E  L 052( 524 ) 1411 

T  E  L0765( 22) 4523 

T  E  L  05732(  5  ) 3297 

r  E  L 0988( 87) 3847 

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

本 部

関 東 支 部

中 部 支 部

関 西 支 部

九 州 支 部

北 海 道支 部

東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4

東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4

名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2- 19 ( 岐 阜正 ビ ル )

大 阪 市 西 区 新 町 | ー 2 - 2  

宿 岡 甫 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2 4 - 1 0

札 幌 市 中 央 区 南 3条 西 13- 3 19( 柴田ヒソレ4 F )  

まま ( 870 ) 505 1- 2  

日 新 工 業 内 宮 ( 882) 2424( 代 表 )

日 新 工 業 内 f i ( 741 ) 6257( 代 表 )

日 新 工 業 内 包 ( 533) 3191( 代 表 )

日 新 工 業 内 f i ( 4 S I ) 109S( 代 表 )

日 新 工 業 内 雪 印 刷 ) 6328( 代 表 )
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、園

いま私たちは、 A C フロアによる j未の施工完了後、この

シールを、さし障りのない床の片隅に貼らせていただいて

おります。地工が万全であることを証明し、あわせてアフ

ターケアをお施主にお約束するためです。

全国主要床工事屈の参加による「束 ・西J*協組」は、三

塁 A C フロア発売以来、その特性をい

かしきるために専門床技能只を養成し、

また、地工結よ ｾ のデータ化や経年後の

定Jtll 検貨を行なうなど、独自の責任施

工体制をと ってきました 。床材業界で

は初めての、このギャランティ ・シス

テムは、お地主をはじめ、設計事務所
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